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　　　ミズ・フィリニオンの凶悪☆モンスター大辞典（フルカラー版）







　東とう京きよう、六ろつ本ぽん木ぎ中ちゆう心しん地ち。

　魔ま法ほう離り殿でん。

　高い塀に囲まれた直径一キロ程度の円形の敷しき地ちに、自然公園と見み紛まがう水と緑の多い造形。中心に聳そびえるのはいっそ時代錯誤なほど豪ごう奢しやな白亜の館なのだが、その少女は不思議と洋館そのものよりも離れた場所にある小さな東あずま屋やの方を好んで利用している事が多い。

　肩や背中の大きく出た真っ赤なドレスに、長い艶つややかな黒髪を髪留めではなく直接緩く片結びにしてツインテールにした、一六歳程度の少女だ。その手にはスマホがある。

　そんな彼女がくつろいでいる東あずま屋やは外で優雅にお茶を楽しむための椅子やテーブルが並べられているのではなく、丸いジャグジーとなっている。

　つまり。

　いつもの悪癖で、服も脱がずに仰向けでお湯へダイブしていた。

　ぷかぷかと浮かぶ主人を見て、周りにいたメイドが絶叫する。

「ぎゃーっ!!　お嬢様ったらまたそこらのスーパーカーをダース単位で交換できる一等のローブデコルデを台無しにしてー!!」

　スーパーカーって単語はまだ絶滅していなかったんだな、とお湯に浮かぶ少女は感心する。

「悠はる花か、そんなに騒がないの。どうせ国から支給されるものであって私の私物ではないわ」

「つまり国民の血税の結晶ですよ！　ますますいけません!!」

「あら、だけどどの道、成長期の私のボディラインぴったりに作ってあるから半年に一度は必ず交換時期がやってくるはずでしょう。そもそも頻繁にドレスを新調しないと困るという方々がたくさんいたような？　ほら年末の道路工事みたいな感覚でだぶついた予算の調整を……」

「げふんげふん！　ノーコメント、大人の仕組みはノーコメントでお願いしますお嬢様!!」

　中学校入りたての悠はる花かに心配されるようではこの国の建前とやらも末期症状だ。

　大中小の三姉妹メイドの内、（背が）普通の密花みそかと（胸が）特大の色いろ花かは慌てず騒がず、

「お嬢は納税総額の一五％を一人で占めているんだからノープロブレムでしょ。自分で預けたお金の切れ端を自分で使っているっていうか。むしろ全部公正にしたら一般家庭の方が吸い取られて倒れるよ」

「お上の都合で魔ま法ほう離り殿でんから出られないのだし、多少の融通も妥当ではなくて？　ところで嬢、使用人風ふ情ぜいとお話しの間もスマホを手放せないようだけど、新しいソシャゲでも見つけたの」

　そんなのではないわ、と主人はメガネに泣きぼくろからの軽めの毒を受け流してから、

「フィリニオンのヤツから原稿ゲラを回してもらってチェック中。これ使っても大丈夫かっていうリストが多くて多くて……」

「ああ、確か【迷めい宮きゆう】探たん索さく仲なか間まで図鑑マニアの……」

　世界は（最低でも）二つある。

　地球という惑星を少女達の主観で現実世界と呼ぶならば、彼女達人類は異世界グランズニールへ旅立つ手段を獲得している。

　フィリニオンは異世界グランズニールの動植物や、地下に広がる【迷めい宮きゆう】内ないで侵入者に牙を剝むく生物に似せたカラクリ細工の【ギミック】、まんま床や壁に設置された【トラップ】、そして宝箱の中に眠る【トレジャー】などを網羅する図鑑マニアだ。そして、こちらの現実世界でもサイトを立ち上げて情報公開している。

　より安全で確実な【迷めい宮きゆう】探たん索さくを……というより、単純にアクセス数を稼がないと寂しくて死んじゃう病だけど日々面白おかしく日記を書き続ける気力がないから図鑑の更新で穴を埋めているだけ、というのが珠たまに瑕きずだが、決して少なくない人に恩恵を与えているのも事実だ。

「その図鑑とお嬢にどんな関係があるの？」

「フィリニオンは回復専用の【白しろ魔ま女じよ】。実際に【ギミック】倒すのは直接戦闘担当【剣つるぎ聖せい女じよ】の私だから、弱点とか倒し方の手順とか、間違っていないか確認してほしいんでしょう」

　話しながらも仰向けでお湯に浮かぶ赤いドレスの少女はスマホを人差し指で操り、仮原稿の上から真っ赤な文字を手書きで書き込んでチェック項目を埋めていく。




　懲罰級・ドッペルゲンガー

　常に探索【パーティ】の誰かと同じ姿を借りる【ギミック】。HP、STR、VIT……など各種パラメータは【パーティ】全員の総和＋３０　％増（修※＋45～60％増、ランダム）なので注意。弱じやく点てん属ぞく性せいは【パーティ】メンバーが一人も無効、吸収、反射などを（修※25％以上の耐性も）持たないものだが、こちらが全ぜん属ぞく性せい網もう羅らだと弱じやく点てん属ぞく性せいが消失する点にも留意する事。（修※正確には全ぜん属ぞく性せいに50％の耐性がつく）懲罰級は基本的に出会ったら別のフロアやエリアに逃げるべし。ただ、パラメータ上では絶対勝てなくても姿を借りるのは常に一人だけ。仮にドッペルゲンガーが後方支援のメンバーに化けた場合、戦って勝てる可能性も残っている。無事倒せればウルトラミラクルレアの【金剛石の歯車・特大】が五つも手に入る。（修※オススメしない！　私達みたいなカンスト組以外がうっかり試したらそのまま死ぬぞ！）




　とまあ、こんな感じである。

（……何で添付のイラストがいちいちドット打ちなのかしら？　それなり以上にリアルなんだけど、かえって普通に手描きより面倒臭いはずなのに……）

　赤いドレスの少女には理解のできないこだわりも満載であった。

　とはいえメガネの図鑑は内容が多岐にわたるので、【迷めい宮きゆう】内の【ギミック】に留とどまらない。

　例えば。




　ブレイクニュース・ストリオーナ

　異世界グランズニール内を自じ儘ままに移動する、（修※というか島内で生活している）魂を持つ逆説の一つで、妖よう精せい達たちの女王。見た目は一〇歳前後の少女。戦闘時は背中から赤い蝶ちように似た巨大な血の羽を生み、【ベニテンゴクバナ】の成分と妖よう精せいの血を反応させた極悪極まる色素毒『赤き狂熱の砂嵐』を（修※宿屋街を吞のみ込こむスケールで）撒まき散ちらす事で有名。（修※一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】さえ微量で酩めい酊ていさせるので、人間の理性など容易たやすく破壊する事も明記）人語を解し倫理や規範も比較的近い存在だが、だからこそ人間社会に深く浸透するので、進行ルートが分かりにくく事前回避が難しい。基本的に化け物なので、人の手で戦って勝つ事を考えるのは論外。




　とか。




　イベリコオーク・ぶーぶー

　グランズニール島内で生活している巨大なオーク。【ドラゴンイーター】の異名で知られる。見た目の凶悪さに反して当人は戦闘を好む気質は持っておらず、比較的温厚。出自不明な特大の【兵輝】を所持しているが人間達の【魔法】の発動には至らず、純粋な鈍器として活用している様子。攻撃方法はシンプルに殴る一択だが、過去に【ブレイクニュース】やカンスト組との交戦も確認されており、その実力は未知数。







　なんてのもある。

「……、」

「あら、どうしたの嬢？」

　いずれも黒髪をキャップの中にまとめた大中小の大が不思議そうな声を上げたが、赤いドレスの少女はそのままスマホの操作を続行してどこぞと通話で連絡を取り合った。

「おい牛」

『いきなりご挨拶ですねえ何かありまして？　今ゼミの講義の真っ最中なのですけれども……』

　何やら声を潜めたおっとり声が返ってきた。異世界グランズニールで話し合うよりも、さらに浮世離れというか、はんなりした調子だ。

　お高いハイスペック品なのか、彼女の電話が周囲の雑音を拾う事もない。

「貴女あなた何で無料公開の図鑑にぶーぶーの情報上げようとしているのよ!?　ダメでしょう！　だっ、だってぶーぶーの良いい所見せたらみんながぶーぶーに注目しちゃう……!!」

『あらあ。あんな四メートル弱の凶悪豚鼻フェイス誰も泥棒猫したいとは思わないのではないですかねえ。……というか、今そこって事はまだあの項目は見てないのか、あははー』

「？」

　ハンズフリーで通話を維持したまま、湯面に浮かぶ赤いドレスの少女はスマホを指で操作して先ほどの図鑑の原稿ページに戻っていく。

　と。




　カンスト組・ベアトリーチェ

　胸が薄いのを気にしている。火力系の【魔法】だけで一万四〇〇〇ほどのストックを持つ、代表的なカンスト組の一人。別段水力系や風力系に弱いという話ではなく、火力系を起点に様々な【属性】に手を伸ばしているので注意。見た目は可憐だが沸点は低く攻撃力も桁外れなので、悪巧みなら彼女の見えないところでやるべきだろう。胸が薄いのを気にしている。相性次第では【ブレイクニュース】であっても屠りにいくため、戦って勝つなどと考えてはいけない。なお胸が薄いのをとにかく気にしている。自殺志願者以外は決してイジらない事。







「てんめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

『やだベアトリーチェ、お言葉が乱れておりましてよオホホ』

「勝手に人のプライバシーをデータ化した挙げ句、何だか悪意しかないのではないかしらこれえ!!　ドット打ちの解説イラストにまで悪意があるし、私こんなに薄くないっ！　というか何で胸が薄いネタを二つも三つも繰り返し仕込んでいるのよ!?」

『え、だって？』

「言うな牛!!　だっ、大体、平均よりはありますし？　ほんのちょびっとミリ単位だけどそれでも全国平均お胸の偏差値五〇は超えているんですし？　こんな風に辱はずかしめられる覚えはないわよ！　不当表示!!　ちょっとこれどう落とし前つけごぼごぼごぼッッッ!!!!!!」

　叫んで腹に力を込めたのが失敗か、浮力を失った少女は仰向けのままジャグジーに沈む。

「がはっ、がばごほ！」

　そして、慌てて顔を出して咳せき込こむ黒髪をツインテールにした少女は、大中小のメイド達が憐あわれみの目でもってこちらを見ている事に気づく。

　努めて冷静に、主あるじの威厳を取り戻して彼女は言う。

「……悠はる花か、貴女あなたにまで同情されるいわれはないはずなのだけれど」

「ぴい!?　すっ、すみません私ったら最近成長期で───」

「そんな馬鹿な話はないわ！　どう考えても私の方が上なはず！」

「───このままだと半年か一年くらいであっさりごぼう抜きな勢いで……!!」

「ぐはあ！　主人を置き去りにするだなんて、貴女あなたには忠義が足りないわ悠はる花か!!」

　ともあれそっちは脇道だ。今のメインは電話の向こうの牛、フィリニオン。ただし前提として、赤いドレスの少女は六ろつ本ぽん木ぎ中ちゆう心しん地ちにある魔ま法ほう離り殿でんから出る事はできない。お説教タイムがあると分かっているフィリニオンが呼び出しに応じるとも思えない。

　となると、黒髪ツインテールの少女にできる事は限られてくる。

「覚えてなさいよフィリニオン……」

『うっく。お堅い図鑑系ですとたまにおふざけ系のトピックスを織り交ぜる事で一服の清涼剤になるのですけれど。ほっ、ほらほら有名な武器防具図鑑の「へーえ、あやしいよろい（♀）ってこんなデザインだったんだー」的な？　さじ加減が難しいのですけれど、ちょっとピンクなくらいがちょうど良いいのです！　そのような見せ場としてお納めいただけませんかねえ。ほっ、ほら、「向こう」で貨幣代わりに使える【ギミック】の歯車……そうですね、【銀塊の傘歯車・中】を九枚ほどで手を打ちませんか!?　激レア!!』

「シャラップ、こわーい話は後で必ず。異世界グランズニールで会いましょう？」




　そう。

　現実世界がどれだけ窮屈だろうが、異世界グランズニールは誰にでも平等に開いている。













　　　第一章　争乱進行のケットシーとクーシー







　　　　　１




　ボクは自分がキライだった。

　みんなに嫌われる自分がキライだった。

　図ずう体たいばっかり大きくて、腕っ節はあっても何も守れなくて。結果、何をやっても誰かを傷つける。周りのものを全て壊してしまう。

　嫌けん悪おして。

　やめようって思って。

　何をやってもどんなに頑張っても、だけど結果は追い着いてくれなかった。




（中略）




　だけど、そんなボクでもできる事を見つけたんだ。

　やっと巡り会えたんだ。

　だから負けないぞ。たとえ誰が相手だって。

　ボクは絶対に負けないぞ。




　　　　　２




　前提を確認しよう。

　根元から毛先につれて銀から赤に色を変えていく長い髪の持ち主、赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ。その知り合いである【イベリコオーク】のぶーぶー。四メートル弱の巨体の彼は、鉄骨のように太い棍こん棒ぼう状の【兵へい輝き】を武器として愛用している。

　そしてその【兵へい輝き】にはデータ化された【イベリコオーク】達の魂が封入されているらしい。

　事の発端は遠い過去に人間達が彼ら【イベリコオーク】の集落を襲撃した事件にあるのだが、人間の中にも命令を承服できなかった者がいたらしい。様々なしがらみから完全に命令を振り切る事もできず、しかし少しでも救済措置を残すために、殺さつ戮りくした【イベリコオーク】達の魂だけでも【兵へい輝き】の中に封じ込め、そして一人無事だった幼いぶーぶーに託した。

　その魂を解放する方法はまだ分からない。

　だがはるかな【魔法】の系統樹の先には、それを可能とする【魔法】があるかもしれない。

【亜あ人じん】のぶーぶーは【兵へい輝き】があっても【魔法】は使えない。

　人間の少女達は【魔法】習得が可能でも【経験値】を稼ぐ【迷めい宮きゆう】探たん索さくに限界がある。

　もしも、彼らが手を結べば？

　過去の恨みを洗い流し、そんな選択ができたら。

　その時こそ、細い細い糸のような可能性を残した『どこかの誰か』が願った通りの世界がやってくるのかもしれない。人間も【イベリコオーク】もそんな区別などなく、ただただみんなで笑い合って暮らしていけるような、そんな時代が。







「……、ぶー」

　グランズニールの森の中。

　およそ二日間の【迷めい宮きゆう】探索を終えて、ようやっと地上へ戻ってきたところで、全長四メートル弱の巨大極まる人身豚面の【イベリコオーク】であるぶーぶーは【テーブルダケ】と呼ばれる食卓サイズの巨大なキノコの上に腰掛けてしまった。

　同じ【パーティ】を組んでいた、毛先だけ赤く色合いを変えた銀髪の【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェが苦笑しながらその背中をさする。

　火力系幻覚の【魔法】で傍かたわらに地図を呼び出しながら、彼女は告げる。

「ほらぶーぶー、休むなら自分の家まで帰ってからにしよう？」

「でもぶーぶーは本当に疲れてしまった……」

　彼はその気になれば、丸太か鉄骨と見み紛まがう【兵へい輝き】を振り回し、殴り一直線で一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】さえ平へい伏ふくさせる剛腕の持ち主だが、【迷めい宮きゆう】では少々勝手が違うようだ。

　メガネにゆるふわ金髪（そして果てしない巨乳の）【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと緑のショートヘア（に長身なのに胸が薄いでお馴な染じみ）【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナも立ち止まって様子を窺うかがっている。

「まあ【迷めい宮きゆう】は生き物がいませんから。カラクリ細工の【ギミック】や【トラップ】ばかり。狩りのできない状況では大食いで燃費の悪いぶーぶーさんは大変だったかもしれません」

「マジで今後の課題だよな。ぶーぶーが背負っていた荷物の八割は食べ物だったのに、それでも道中の半分も保たなかったぜ」

　一応【迷めい宮きゆう】には様々な宝箱の【トレジャー】の他に───何故なぜか、としか言いようがないが───床や壁から薬草が生えているエリアや、（他の人間が道中で落としたのか？）漠然とピザや干し肉が転がっていたりする。が、そんなもので腹を満たせる四メートルではない。

「結局最後はフィリニオンの【調合】頼みだったもんな。あの【魔法肉】がなかったらほんとにぶーぶー目を回していたんじゃないか？」

「へっ、へへ。【苦痛のアラウネ】に【万象の水】、【変換の枝】、挙げ句激レアの【保護欲のヤドリギ】までバンバン使い切って、できるのが一抱えのお肉とか……等価交換の原則さえ無視したような有り様でしたがねえ……ふへへ」

【白しろ魔ま女じよ】は淡く笑って黄昏たそがれるばかり。

　肩は斜めに傾き、メガネがずり落ちるほどの出費だったらしい。

　ベアトリーチェは試しに空間中に火力系幻覚の【魔法】で四角い枠とラインを何本か引いて繫つなげる。確かにぶーぶーは戦力的には強大なのだが、何度計算しても食糧の消費速度が尋常ではない。コスパについては今後の課題となる。

　ぶーぶーは土の地面に座り込んだまま、太い腕をぴこぴこと振って、

「あと全体的に通路が狭すぎる。何度お腹なかがつっかえたか覚えていない」

「代わりに順路無視してフロアの壁ぶち抜いて先に進んだりしたし、こっちはトントンか？」

「ええ、ええ。確かに不慣れな部分も見受けられますけど、でも全体を総括すればプラスの方が多いです、ぶーぶーさんは」

　あっ、ちょっと!!　と思わず声を荒げたのはベアトリーチェ。

　何故なぜならヤケクソ気味に回復した【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが座り込んだぶーぶーの胸板へそっとすり寄り始めたからだ。

　結構獣臭がすごいはずだが、メガネが気にしている素振りはない。

「ああっ、この盾役っていうか壁役がいる安心感！　ベアトリーチェもアルメリナも前衛のはずなのに戦闘バカ一直線だから後衛の回復役を守るという言葉を知りませんし、いっつも野の晒ざらし置いてきぼりで【調合】させられていたんです。そこに来てまさに鉄壁、きちんと後衛に気を配るジェントルマンがやってきましたー!!」

「分かった分かった。次からそなたのガードも務めるからいったんぶーぶーから離れようか！」

「むしろ全力全開のベアトリーチェに近づかれると誤爆で吹っ飛ばされかねないのでノーサンクスですが。それに比べてぶーぶーさんの【魔法】に頼らない完全物理の安定感よー……」

「……さてはこいつ、『良いい人』に寄生してひたすら振り回す人間だな。面倒臭せえ。パチスロで永遠に当たりのこねえハズレリーチみてえなヤツだ」

　そんなこんなでややお昼休みの化粧室トークを織り交ぜつつも、彼女達は森の中の道を歩いていく。行き先は人間達が短期滞在と情報・物資のやり取りを目的に造り上げた宿屋街の方ではなく、山中にあるぶーぶーの家の方だった。

　別段、ぶーぶーの家は【迷めい宮きゆう】の出入口と近い訳ではない。それでも彼女達がわざわざ好んで回り道をしている理由は単純で、

「今回の【アンダーレイク31】も大規模な探索計画でしたから……まあ、いますよね、絶対」

「ぶー？」

「分け前強盗って言ってね、疲れてへとへとになった人間を襲う専門のアングラ職がいるんだよ。おそらく宿屋街の入口か、医療・宿泊・調合関係の店舗前で張ってる。私達は正直、ぶーぶーのおかげで助けられているって訳ね」

　そのセカンドハウスというかぶーぶーの家は、山中の川の近くにありながら増水などに巻き込まれる事もない好立地にあった。全体的には南国なんかにありそうな大きな葉っぱを重ねて三角形のシルエットを作ったような、家というよりテントに近い趣。ただ、四メートル弱のぶーぶーが思う存分寝返りを打てるくらいだから、サイズはかなり大きい。

　そしてテント風の家屋にお邪魔する直前で、ベアトリーチェが何かに気づいて立ち止まった。

「あれ、畑の野菜が減ってる？」

　すぐ傍そばに寄り添うように、簡素な柵で区切られた土の地面がある。そちらではグランズニールでしかお目にかかれないカラフルな実がいくつも生なっているはずだったのだが、パッと見て分かるくらい歯抜けになっていたのだ。全体的におよそ半分近くなくなっている。

　図鑑マニアで【調合】のエキスパートである【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンがギョッとしていた。

「うわすっごい……。何にでも使える【糖とう蜜みつ草そう】に【ニャンデッタの実】から、【歓喜のベラドンナ】、【憤ふん怒ぬのジギタリス】、【悲哀のセージ】まで……もうなんていうか選より取どり見取りじゃないですか!?　どれもこれも宿屋街じゃ栽培不可能で、【ブレイクニュース】の生息域と重なる【フラスコの花園】まで潜り込まなきゃ採れないもののはずなのに……!!」

　あれ？　そんなにすごいものだったのか、とベアトリーチェは首をひねる。【ぺたんこなす】とかいう年頃の乙女の天敵みたいなのが混ざっている、くらいの認識しかなかったが。

　一方のぶーぶーもまたピンと来ていないようで、

「ぶーぶーはあんまり野菜とか好きじゃないから数とか種類とか覚えていない」

「……アンタじゃあ何で畑耕したんだ？」

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナは呆あきれ顔。

　食べるなんてもったいな～（中略）～ナントカカントカ～（中略）～いわゆるハーブ類の始まりは【万ばん能のう種だね】と言われていて土や水など環境によって全く同じ種でも花は千変万化するんです人が育ててもそこらの雑草と変わらなくなってしまって～（中略）～ウンタラカンタラ（中略）～つまり何が言いたいかって言うと全部私がいただいちゃってもよろしいですかハァハァ!?　と興奮でメガネを曇らせるフィリニオンはひとまず脇に置く。

「でもぶーぶー、せっかく作った野菜を横取りされるのは面白くないんじゃない？」

「それは自然の営みだから仕方がない。ここで野菜を食べて大きくなった獣がぶーぶーのお腹なかに入れば丸く収まる」

「うーん、そんなにキレイなサイクルになってるのかねえ？」

　アルメリナが言った時だった。

　ひょっこり新しい顔がこちらにやってきた。

　見た目だけなら長い銀髪の一〇歳くらいの少女、しかし実際には少女型【ブレイクニュース】の【ストリオーナ】であった。服装については黒いリボンで全身を覆った上でミニスカートや、頭の両サイドや背中に大きな花飾りなどを足して体裁を整えた、リボンワンピースとでも呼ぶべきか。【グラウンドスパイダー】の糸を材料に掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちが織ったこのリボンワンピース、まるで生きているように花を咲かせ、少女がどれだけ暴れてもスカートの中は見えないよう布地が蠢うごめくという神秘なんだか神秘じゃないんだかな特殊効果付きでもある。

「おうおう帰ったかぶーぶーよ！　【迷めい宮きゆう】から戻ってきたのならさっさとわしのご飯を作るのだ。世話役の巫女みこどもの作る料理はすぐ飽きる。わしは久しぶりにぶーぶーの作ったスーパーワイルドな丸焼き系をご所望だぞー!!」

「「「……、」」」

「ぶー？」

　人間達の怪しげな視線の集中、そして一人訳が分からないぶーぶーの疑問を受けて、あの魂を持つ逆説が怯ひるんだ。

「な、何だ？　いきなり物取りを見るような目をしおって」

「いや、まあ」

「ぶーぶーさんの留守中に我が物顔で食糧を摘まんでいく最有力容疑者って言ったら、やっぱりこの方しかいませんよねえ、っていうか」

　そこで助け舟を出したのは優しさの塊ぶーぶーであった。

「みんなやめてあげて。お腹なかが空いたなら仕方ない、ぶーぶーは畑のお野菜とか気にしてないし。【ストリオーナ】が勝手にお野菜を食べたとしても自然の仕組みだから責めてはいけない」

　トドメになった。

　仮にも妖よう精せい達たちの女王という名で畏い敬けいと憧どう憬けいを一身に集める軽めに神様系【ストリオーナ】は、畑の惨状を見てようやく合点がいったようで、

「ちょっと待て、ちょっと待てええ!!　わしではないぞ、植物系はおつまみ感覚の【ベニテンゴクバナ】くらいしか口にせん。野菜とかあんまり食べない派だから盗む理由がないし！」

「ぶーぶーもお野菜は正直そんなに得意じゃない」

「「えっへん!!」」

「二人とも、後で苦手克服の猛特訓の時間を追加しようね」

　ベアトリーチェの恐怖の宣言を受けて小刻みに振動するぶーぶーと【ストリオーナ】。だがもちろん本題を忘れている訳ではなく、

「ほれ見ろ！　畑の土に足跡があるぞ。この肉球がわしのものか!?　ほれ見た事か！」

「うーん、見た目は猫っぽいですねえ」

　のんびりムードの【フィリニオン】の横で【アルメリナ】が口を挟む。

「いやでも待てよ、野菜の茎のトコ、明らかに刃物でスパッと切ってるだろ。犬猫系ならこんな道具使うか？　そもそもグランズニールの中に純粋な猫なんていたっけ？？？」

「うっく!?」

「【ストリオーナ】は人間のふりして宿屋街に入り浸っているって話だし、どっかで猫の話でも聞き付けて小細工したんじゃね？」

　ぶーぶーを除く全員の目が疑い方向で妖よう精せい達たちの女王に向け直される。

　一般的に、小こ賢ざかしい知能犯に情じよう状じよう酌しやく量りようの余地が加わるケースは少ない。

「……、もん……」

　俯うつむき、ぶるぶるぶるぶる、と震えていた【ストリオーナ】がポツリと洩もらした。

　顔を上げた瞬間、それは火山の大噴火よりもド派手な大だい音おん声じようと化した。




「違うもん!!　わしはほんとに盗んでいないったら盗んでいないもん！　それを皆で寄ってたかって犯人扱いして!!　ああああああ──────────────ん!!!!!!」




[image: ]

　ぐっ、とベアトリーチェ達の胸になんか刺さった。

（実際には何百歳か何千歳かは知らないが）見た目が見た目なので、こういう手で打ってこられると論理的に説明不能なダメージをまともに喰くらいかねない。

「ぶー。ベアトリーチェ達も【ストリオーナ】もいったん落ち着こう？」

「だって!!　ひっく、だってベアトリーチェ達があ!!」

「ぶーぶーは別にお野菜の数が減っても気にしないから」

「こやつ優しい顔して一つも信じてねえな!?　うわあああ──────────ん!!」

　ひょっとすると、世界中の憎ぞう悪おや悪意を受けるのは一向に構わないが、いったん身内と決めた人から疑われるのは死ぬほど刺さる心の持ち主なのかもしれない。

　とはいえ。

　いくら子供の顔で大泣きしようが、疑いが晴れた訳ではない。一方で、本当に【ストリオーナ】が一回も野菜を盗み食いしていないかを一から検証するのでは悪魔の証明に陥りかねない。

　最も簡単に白黒はっきりつける方法と言えば……、

「私達の手で真犯人を捕まえられれば話は早いんだけど」

「ぐすっ、ひっく。よっ、よろしい!!　この遊女達の女王にして理性を焼き切る赤き狂熱の砂嵐と呼ばれたわしを陥おとしいれた罪、全身全霊でもって贖あがなわせてくれる!!」

「待て待て逆説野郎。せっかく作ったぶーぶーの畑を猛毒の沼地にでも変えるつもりか」

　ご覧の通り【ストリオーナ】が本気出すのは論外として、体が大き過ぎるぶーぶーにこっそり見張りというのも難しいだろう。長期戦になると睨にらんだ場合、数日スパンの滞在しかできないベアトリーチェ達人間も適任とは言いい難がたい。

　赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】は腕組みし、考え、火力系幻覚の【魔法】でぶーぶーの畑と【ストリオーナ】と真犯人の枠をラインで結び、そして言った。

「罠わなを張ろう」

「ぶーぶーは細かいのは苦手。落とし穴で獣を捕まえようとするといつも自分が落ちちゃう」

「そう難しい話じゃないよ。……牛、そなた【調合】得意ならアレ持ってたよね。全部出して」

「え……『アレ』って、まさかええと、まさかですよね？」

　にゅっと相関図にフィリニオンを追加して、ベアトリーチェは冷酷に宣言した。

「【マンドラゴラ】の苗。土から引っこ抜くと悲鳴上げて周りの生き物から魂抜くってヤツ。畑の中に混ぜておけば下手人がひっくり返るでしょ」

「いやいやいやいや、稀き少しよう素そ材ざいなんですよ？　ウルトラミラクルレア！　奇跡なの!!　奇跡の上に超がついてんです！　オメーら何にも分かってないようだから馬鹿にも分かるよう説明しますけど【調合】素材の薬効系植物の大半は【万ばん能のう種だね】っていうすげーメンドクサイのが使われていて普通に育ててもただの雑草になって台無しになっちゃうから苗の状態の言ってみれば確実に【マンドラゴラ】が育つって確定されたものを常備するんですこれがまあ馬鹿みたいに法外な値段で取り引きされていて何もこんな所で消費するものじゃないっていうか何でしたら私を首だけ残して畑に埋めていただいても構わないからそれだけはっていうか───!!」

「「「……、」」」

「あっ、この流れ……。【ストリオーナ】さんの馬力を加えて強引に押し流す空気をひしひしと感じていますけど、でもそうは問屋が卸しませんからねっ！　でぃーふぇんすっ!!　でぃーふぇんあヴぁらもがぐちゃ!!!???」







　きゃー、という女性らしき悲鳴が山中に木霊こだました。







　念のため、耳栓代わりに真綿を詰めておいたベアトリーチェは、水みず瓶がめの中の水面がビリビリ振動して不自然な波紋を作るのを見て、何かが起きた事を知った。

「意外と早かったね」

　耳の真綿を抜いてベアトリーチェが葉っぱの家の外へ顔を出す。

「うん、一発目でもうがっつり引っかかってる」

　畑の方では何か小さな影が複数、仰向けに転がって目を回していた。その両手で先が二又に割れたエロ人にん参じんみたいなのを摑つかんでいる。……が、連中は明らかに人間ではない。背丈はベアトリーチェの半分ほどで、全身は柔らかそうな毛で覆われていて、何より顔が猫だった。

　種族としての特徴なのか、何故なぜか揃そろいも揃そろって小さなメイド服を着ていた。

「あれ、【ケットシー】じゃん。猫ねこ妖よう精せいとか言われているヤツ。なかなか見られないんだぞ」

　意外と可愛かわいい系が大好きな【殴おう僧そう侶りよ】が素っ頓狂な声を上げている。

「……でもおかしいな、こいつら南の森……っていうかマングローブみたいなトコで樹じゆ上じよう生せい活かつしていて、滅多にこっちでは見られないっていうのに……」

　ようは人間みたいに二足歩行で歩く猫、と捉えれば問題ない。道具も普通に使うようで、原始的だが木の棒に陶器を割って鋭くした破片に似た刃をくくりつけた槍やりを携帯している。

　アルメリナがこんな風に紹介した。

「塩だよ。南の森だと塩分が強力に結びついた【金こん剛ごう塩じお】を噴き出す間欠泉がいくつもあるはずだ。そんじょそこらの岩よりも硬いんだって。こいつらは家だろう船だろうがみんな塩で作るんだ。……まあ、名物料理も野菜の塩漬けとか肉を塩で包んで蒸し焼きにしたのとか、そんなのばっかりらしいけど」

　そして【ストリオーナ】はぶんむくれていた。

　ぶーぶーの巨体へ肩車でしがみつき、デカくて丸いクッション的に両手足を使って頭部を丸ごと抱え込んでいる。ちなみに彼女、下着は穿はかない派らしいのだがお構いなしであった。

「ほら見ろっ、わしではなかったぞ！　ぶーぶーよ、この不始末をどうするのだー！」

「ぶー、後で【朝あさ露つゆ茶ちや】をご馳ち走そうするから機嫌を直そう？」

「わーしーがーそこまで無節操の腹ペコキャラに見えるのかーガジガジ!!」

「痛い痛い！　ちゃんと謝るからぶーぶーの頭を食べるのやめて!!」

　一方でパッサパサの灰色なのは、手持ちの【マンドラゴラ】の苗を全て失ったメガネだ。

「……ふ、ふひひい。ところで一体全体この【ケットシー】とやらはどうするんですか？」

「ぶーぶーはこいつらあんまり食べたくない。お肉が少なくて美味おいしくなさそう」

　と、その瞬間だった。

『食』の話題のせいか、【ケットシー】達がふらふらながらも慌てて起き上がる。ただしぬいぐるみ系メイド服どもはダメージが足腰にきたのか、脱だつ兎とのように逃げるのは無理らしく、

『……あかん、喰くわれる!?　極悪非道の【イベリコオーク】相手じゃ待ったなしや!!』

『……だからまずいと言ったのだ！　相手は竜でも美味おいしくいただく【ドラゴンイーター】だぞ、捕まったら小こ洒落じやれたおつまみ感覚でやられる!!　男の手料理風にだ!!』

　盗人ぬすつとどもは猛たけ々だけしくなっていた。

　でもってベアトリーチェはにっこりと微笑ほほえんでいた。

　そう、彼女は子犬や子猫など『ぼく可愛かわいいのが当然ですさあ愛めでろ』と言わんばかりの連中を見ると何故なぜだか逆にふてぶてしさを覚える人間だったのだ！

　なので少女は笑顔のまま提案した。

「大丈夫よぶーぶー、貧相なお肉でも腹を割いてキノコと香草を詰めてから蒸し焼きにすればボリュームとゴージャス感は嵩かさ増ましできるはず。火の扱いは得意だから任せておいて？」

『『……ぎにゃー!?』』

　ひっくり返って小便ちびりそうになっている猫ねこ妖よう精せい達たちは、ガタガタ震えながら割と本気の命乞いモードに。いつの間にか言葉も敬語になっていた。

『……で、ですがこれも仕方のない事だったのです。でなければ【ドラゴンイーター】が治める森まで遠出したりはしません。全ては我々が生きていくために！』

「こっちでは食べ物が少なくなっているって話は聞かない。南の森は大変なのか？」

『……ふ、普通に食べて寝るだけなら誰も困らないのです』

　と、【ケットシー】はそんな風に言ったものだった。

『……【ブレイクニュース】へのお供え物なんて特大の負担を巡って、あのにっくき犬いぬ妖よう精せい【クーシー】との争いなんて起きなければ!!』




　　　　　３




　さてややこしい話になってきた。

　長話になりそうだから全員でいったん葉っぱの家の中へ戻ると、何故なぜか真ん中にベアトリーチェの頭よりも大きい【バケツダチョウの大おお卵たまご】の料理が置いてあった。内容はシンプルで、卵を丸ごと大きな葉っぱでくるんで地面に埋め、その上で火を焚たいて蒸しただけだろう。

　みんなで摘まみながら話をしてください、という事だろうか。そういえば【ストリオーナ】も巫女みこ達たちの料理に飽きてスーパーワイルドなものをねだっていた。

　元々バニラみたいに甘い味のする濃厚な卵だが、これに岩塩をちょっと振ると旨うま味みが増す事で知られている。おそらく蒸せばプディングっぽいあったかデザートになるはずだ。とても美味おいしいが、女の子が一人で頰張るには量的に勇気のいる一品。なので、こういうみんなでつつける場に出てくるとベアトリーチェ達のテンションも上がる。

　でもって、こんな事ができそうなのは、

「あっ！　そもそもこの家についている【妖よう精せい】とやらに話を聞けばわしの嫌疑など一発で晴れたはずではなかったか!?　メリディアーナのヤツめ、常に近くにいながら……!!」

「掌てのひらサイズのあの子は人前には絶対出てこないよ。【サウザンドドラゴン】の件ではちょっと関わったけど、根本的な人見知りの部分まで克服した訳じゃないんだし」

【ストリオーナ】の言う通り、メリディアーナはぶーぶーの家に勝手に居着いている掌てのひらサイズの【妖よう精せい】で、かつては一〇〇〇メートル級の【サウザンドドラゴン】の生いけ贄にえとなるため、自らその身を差し出そうとしていたところをぶーぶーに助けられた経緯がある。何でも【妖よう精せい】の血は巨大な【ドラゴン】を酩めい酊ていさせる効果があり、好んで食べる性質があったのだとかで。

　それはさておき。

　ベアトリーチェが大おお卵たまごのデザートを切り分けて大きな葉の上へ小分けしつつ言葉を止めると、全員の視線が一ヵ所に集中する。

　徹底的に小さくなったメイド服の【ケットシー】達であった。

「わしは貴様達の諍いさかいに興味はない。が、いかなる理由でテリトリーを侵害され、かつ、此こ度たびの不利益を被こうむったのかを把握せねば気が収まらん。返答せよ猫野郎。拒めばこの【ブレイクニュース】の一角が地獄を見せる」

　殊更不機嫌な声を出す（まだ目元と鼻の頭が赤い）【ストリオーナ】が相変わらずぶーぶーの巨大な頭に肩車スタイルでしがみつきながら言うと、猫ねこ妖よう精せいはビクビクしながら話し始める。

　これは【ケットシー】と【クーシー】の問題だ、と。

『……我ら猫ねこ妖よう精せいとヤツら犬いぬ妖よう精せいは、元々近しい存在ではあるのです。ですから習性や生活環境なども似通っている部分があります』

「うん？　だとすると縄張りとか餌場の争いとかになっていく訳か？？？」

　行儀悪くあぐらをかく【殴おう僧そう侶りよ】の怪け訝げんな声に、猫達は顔の前で手（いや前脚？）を振った。

『……いえ違うのです。ある意味ではもっと深刻な問題なのですが』

『……我らはお月様、もっと言えば満ち欠けを非常に重視するのです。お塩の出来にも関わりますし、何より体力やテンションに直結しますので、狩りや蓄えのタイミングもお月様を基準にスケジュールを組んでいます』

　こっちでも夜空に浮かぶ星を月って呼ぶんだな、とベアトリーチェは見当違いな感心をしていた。同じ名前が使われているという事は、命名したのは人間側っぽいが。

　一方で、ぴくんと【ストリオーナ】が片眉を上げていた。

「なるほどのう」

『……そこにきて、あの問題が浮上した』

　まだ分からないぶーぶーやベアトリーチェ達に、【ケットシー】の一匹はこう言ったのだ。




『【ブレイクニュース】の一角、月げつ蝕しよくを自在に操る【吸血鬼】……【カリカンザロス】』




　反応したのは図鑑マニアでもある【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンだった。

「えと、最近活動が確認される【ブレイクニュース】ですよね。規模は不明ですが、月げつ蝕しよくや引力を利用して沿岸部に高潮を呼んだり、昆虫やカニを大発生させるとか言われたような……」

「厳密には、長らくかび臭い棺かん桶おけで休眠していたが、活動を再開したというのが正しい」

【ストリオーナ】は息を吐いて、

「昆虫の大発生と同じ。月の引力に関わる動植物は【カリカンザロス】の影響を受ける。理性の土台の本能、いや生態の部分を丸ごと。【ケットシー】や【クーシー】も例外ではない訳だ」

「つまりどういう事？　ぶーぶーにはピンと来ない」

「嬉うれしいとか哀かなしいとか、そういう気持ちを他人に操られてしまうという事だよ、ぶーぶー」

　問題は見えてきた。

　だがそれは【ケットシー】や【クーシー】が一致団結して【ブレイクニュース】に挑むべき話であって、猫ねこ妖よう精せいと犬いぬ妖よう精せいが互いにいがみ合うのとは構図が違うような気もするが……？

『……我らでは【ブレイクニュース】には敵かないません』

『……だから共通の利害を持つ【ケットシー】【クーシー】で協力して、南の森にお塩の祭壇を作ったのです。【カリカンザロス】にお供え物をたくさん捧ささげて、月げつ蝕しよくを起こさないようにと』

　雲行きが変わってきた。

　四角い枠と赤いラインを空間中に描いて情報整理していたベアトリーチェの顔が曇る。

『……ところが面倒臭がりの【クーシー】がお供え物を捧ささげるのを怠ったのです。お互いの負担にならないように、交代でお肉の塩蒸しや果物の塩漬けを祭壇に置くと約束したのに！』

『……だから【カリカンザロス】は月げつ蝕しよく操作をやめず、我らに安息は訪れない。元凶たる【クーシー】に反省させねば我らはずっとこのままです！　作物泥棒なんてしたくないのに!!』

　ぷんすかするメイド服の猫ねこ妖よう精せい達たちだったが、ひとまずぶーぶーの畑を狙う気概はもうないだろう。ベアトリーチェが解放の意思を伝えると、彼らは頭を下げて葉っぱの家から去っていく。

　手に槍やりを持って。

　似たような犬いぬ妖よう精せいの【クーシー】達と決着をつけるために。

　最初に口を開いたのは、妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】だった。

「さて、どう思う？」

「ぶーぶーには難しい話はちょっと見えない」

「月げつ蝕しよくを操る吸血鬼【カリカンザロス】による被害はあるんだと思う」

　ベアトリーチェは自分の細い顎をさすりながら、

「……でも、根本的に【ブレイクニュース】が下々の都合なんて気にする？　確か同格の【サウザンドドラゴン】の祭壇もあったけど、一〇〇〇メートル級の飛竜の王は対話不能で自称神官達はボコボコじゃなかったっけ」

　むしろ【ブレイクニュース】としてはそれが正しい。【ストリオーナ】のように会話が成立する方が珍しいのだ。言語の面でも、善悪の面でも。

「わしとしてはテリトリー次第じゃな。勝手に目を覚ました【カリカンザロス】がわしのエリアで猛威を振るうなら永眠させるが、それ以外なら手出し無用。お前達はどうする、人間？」

　質問されて、ベアトリーチェやフィリニオン達は顔を見合わせていた。

「それは、まあですね……」

「ぬいぐるみ系がケンカして血を流すのは見てらんないし、できれば止めたいところだけどよ」

　言葉で言うのは簡単だが、そうなると【ブレイクニュース】、魂を持つ逆説、ある環境から生まれながらある環境を生み出すほどに成長したものに、ちっぽけな人の手で立ち向かう羽目になる。台風や砂嵐を個人の手で食い止めろと言われるようなものだ。

　規格外の肉体を持つぶーぶーは、かつて生いけ贄にえにされかかっていた掌てのひらサイズの【妖よう精せい】を助けるために、『逆説』の一角【サウザンドドラゴン】を平へい伏ふくさせている。が、そんな彼も同じ【ブレイクニュース】に君臨する【ストリオーナ】には勝てない。【カリカンザロス】の序列は不明だが、いくらカンスト組でも無策で突っ込むのは自殺行為だ。

「ケンカは良くない」

　そして、唯一可能性がちらついているぶーぶーはと言えば、

「でも、それは【カリカンザロス】だって同じ事。ぶーぶーには【カリカンザロス】が力を持っているってだけで、泣かしても許される理由っていうのが見えない」

　それもまた、一つの正しさだ。

　安易に感情に流されて暴力を正当化しない。生きるため、食べるため。それ以外の暴力の行使を許さない。ぶーぶーほどだと自分ルールを貫くか曲げるかで大きな意味や代償が付つき纏まとう。

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェはゆっくりと息を吐いて、

「……カテゴリが【吸血鬼】なら、おそらく人語を解する種族のはず。戦う、戦わないはさておいて、ひとまず話を聞いてみるところから始めない、ぶーぶー？　ひょっとしたら刃やいばを交えなくても月げつ蝕しよくをやめてくれるかもしれないよ」

「ん。ぶーぶーはそれなら構わない、ベアトリーチェについていく」

「マジかよう、【吸血鬼】って事は積極的に人間に襲いかかってきそうな気もするんだが」

　アルメリナがうんざりしたように言う。

　一方で【白しろ魔ま女じよ】のフィリニオンは自前の羊皮紙でできた図鑑を広げながら、

「でも、そもそも【カリカンザロス】とコンタクトって、どうすれば良いんですかね？　最近活動を再開したばかりで、行動圏も未いまだに良く分かってはいませんし」

「その辺は何とかなる」

【ブレイクニュース】同士で旧知なのか、【ストリオーナ】があっさりと請け負った。

　ただし、

「……ヤツはヤツで変なところにこだわりを持つというか、妙な癖を備えておるから、顔を合わせるのは相当面倒臭い事になると思うがのう」

　ポツリと、何だか不穏な事を付け足す格好で。
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　そんなこんなで。

「……一つ聞きたいんだけど」

　宿屋街から伸びる道の一つ。ベアトリーチェが世界を呪うように低い声を出していた。

　宵よいの口、早めの人には晩ご飯時。彼女達が歩いているのはマングローブの暗い森だった。

　ぶーぶーの葉っぱの家がある辺りとはまた違った、幻想的な光景だった。

　真下は一面海水で、頭上は南国チックな森の木々。ベアトリーチェ達が歩いているのは海面から一メートルほどの高さを延々と伸びる白っぽい石のような細い橋。蜘蛛くもの巣すのようにあちこち連結しているのが、月明かりの照り返しを受けてぼんやりと輝く道筋で分かってくる。

　淡く光を放つのは海面近くの橋以外に、頭上の枝々からもだ。上段にも白い橋が立体的に交差している他、直径一メートルから二メートルほどの立方体、奇麗な白いキューブも多い。

　これらは【ケットシー】とか【クーシー】とかの家だ。彼らは間欠泉の周りで固まっている【金こん剛ごう塩じお】を切り出して、家だろうが船だろうが自在に作る塩職人。ベアトリーチェ達が歩く橋も、連中が長い時間をかけて拵こしらえたものである。

　そしてそんなさざなみの音が響く闇の中にぼんやりした白い光がいくつか移動しているが、これは心霊現象ではない。グランズニールでは夜間、【ランタン草そう】という白くて大きな花のおしべをひねって光らせ、提ちよう灯ちんのように持ち歩くのは珍しくない。元々は虫を集めて花粉を運ばせるためのものらしいのだが。

　そんな幻想的な夜の中、生理痛の朝みたいな顔をして指先でこめかみをぐりぐりしているアルメリナがベアトリーチェの呟つぶやきに応じる。

「言うなって。馬鹿馬鹿しいって思っているのはみんな一緒なんだ」

「何で私達水着なの!?　これが【カリカンザロス】と顔を合わせる条件って何なんだーっ!?」

「だから言うなって！　何が武装解除だ、衣服の形をした【パーセンテージ】系の【魔法】を封じるならもっと上手うまい手はなかったのかー!!」

　ぎゃー、と【金こん剛ごう塩じお】の橋の上で叫ぶ二人の格好はまさしく【迷めい宮きゆう】探たん索さくには不要な一品、【おんなのこのみずぎ】だ。具体的にはベアトリーチェは赤のビキニの上から半透明のレースを重ねたもの。アルメリナは白いワンピを水着に改造したような。……ただし異世界で石油化学製品を作る術すべはないはず。吸水状態に対する防御力、『透け』についてはかなり怪しい。

　アルメリナは存在しないメガネのツルを指先でいじくるようなジェスチャーをしながら、

「つか剣士系はやっぱビキニかよ。胸はなくてもおっぱいアーマーって何かのプライドなの？」

「なっ!?」

「そしてビキニ本体をふんわりレースで覆う事で涙ぐましいボリュームアップ感を出そうと」

「これでも平均よりはあるんだよっ!!　というかアルメリナこそ、うっすーい（笑）ペチャパイ隠さなくなったら人間として大切なものを喪失しているんじゃなくておほほほほー」

「あア!?　やるか!!」

「先にケンカ売ったのはそっちだろおーがッッッ!!!!!!」

　一方でおっとり気ままなのは（一番デカい）フィリニオンだ。

　ぶー？　と首を傾かしげている四メートルに、一歩離れたメガネがこっそり解説を加えた。

「人間社会では胸の大きさで序列が決まる事もあるんですって。くだらない」

「そうなのか？　じゃあぶーぶーが一番大きい！」

「ですよね、うふふ」

　フィリニオンはぶーぶーとそんな風に言い合いつつ、マングローブの木々の表面に生えた別の草花やヤドカリのお化けみたいなのを興味深く観察し、

「水着を用意してくれた【シスター】自身は【調合】じゃなくて【鑑定】の専門家みたいですけどね。色々お世話になっている職人系に顔が利きくから、彼女を窓口に様々な依頼を紹介するような格好になっているというか、私も時折小遣い稼ぎで口くち利ききしてもらっているというか」

「馬鹿馬鹿しい！　道楽系の【調合】アイテムを売うり捌さばく【シスター】め。【経験値】が豊富に詰まった貨幣代わりの【ギミック】の歯車は炊き出しに使いますうーって文言が唯一の救いだぜ!!」

　頭から湯気が出ている（背中を大きく見せた）アルメリナとは対照的に、【マンドラゴラ】の苗大紛失の直後でもメガネが割と立ち直っている理由はシンプルで、

『ぶー。畑のお野菜は食べきれないから、ベアトリーチェ達も自由に持っていって良い』

　という【調合】系大歓喜の御褒美イベントがやってきたからだ。ベアトリーチェやアルメリナにはいまいち価値が見えないのだが、フィリニオンからすれば宝の山らしい。

「ええと、それから、こちらの南の森は巨大化したダニだのノミだのヒルだのウナギだのコウモリだの、とにかく吸血動物の温床になっていて、人の【魔法】に反応して一斉に襲いかかってくるそうなんです。【ケットシー】達の家が【金こん剛ごう塩じお】でできているのも、一説では吸血動物除けだという話もありますし。まあこれも、月の引力を手中に収めた人間嫌いの【吸血鬼】が周りの生き物を操って敷いた警戒網かもしれませんが……」

「おいメガネなのにあんまり頭の良くない人」

「ベアトリーチェ、最近私の扱いがぞんざいになってはいませんかね!?」

　海風よりも塩辛い半泣きのゆるふわメガネに、【剣つるぎ聖せい女じよ】は死んだ魚のような目を向けて、

「……そなた、胸が大きいのはわざとじゃありませんとか言ってるけど絶対ポーズでしょ。だったらどうして牛柄のビキニなんぞ選んだ品種ホルスタイン!?　ニーソまで牛だし!!」

「わっ私のサイズに合うものがこれしかないんだから仕方がないでしょう！　あの【シスター】め……。自由に選べるあなた達と交換してほしいくらいですよ！　まったく羨ましい!!」

「「ああっ!?　切り取って焼肉にしてやろうか!!」」

　そういう事情があった。【剣つるぎ聖せい女じよ】はいつもの癖の地図呼び出しができないので居心地が悪いのか、ビキニの結び目をいじくったりお尻の食い込みを指で直したり、時折もじもじしている。

　そしてぶーぶーだけが塩の橋を（不気味なくらい）軋きしませ、不思議そうに首をひねっていた。

「ぶー……。水着とか言われてもピンと来ない。何でぶーぶーはそのままでも大丈夫なんだ？」

「ま、まあぶーぶーは【魔法】を使えないし、武装解除の意味で水着になる必要はないんだよ」

　水着も何も、普段から全裸に腰布一丁なぶーぶーを眺め、【剣つるぎ聖せい女じよ】は大人の笑顔でそう言った。四メートル弱の巨体にビキニやワンピースを着せるビジョンはあまり想像したくない。

（とはいえ、中身は結構可愛かわいらしいんだけど）

　こうしている今も、【魔法】を使えないぶーぶーは【ランタン草そう】の光る花を暗いマングローブのあちこちにかざしている。よくよく見れば丸くて大きな肩もちょっと震えていた。

「ぶーぶー、まだお化けが怖いの？」

「お化けな、みんなぷんぷん怒ってるから怖い。みんなもっとにこにこ笑ったら良いい」

「多分そういう幽霊は成じよう仏ぶつして淘とう汰たされるんじゃね？」

　ビコーン！　という機械的なビープ音と共に、木々と海面の向こうから赤い光が放たれた。

　ぶーぶーはその場で軽く垂直に跳んで（危うく足元の橋をぶっ壊しそうになりながら）、

「ぷきー!?　なんか光った！」

「誰か地球側で【サインイン】に失敗したな。警告出てる。承認待ちの間にスマホの電波が乱れるとああなるんだ。細かいエラーログが積もって空き容量圧迫するから面倒臭くってさあ」

「やっぱりお外が暗くなったら早く寝てしまうに限るのかもしれない……」

　そんなこんな言い合いつつ。

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナは鋼鉄の杖つえに似た【兵へい輝き】を肩で担かつぎながら、

「でも武装解除なら手っ取り早くこいつを取り上げれば良いんじゃね？」

「人間にとって生命線の【兵へい輝き】を没収なんて誰も応じないからでしょ。交渉ごとの基本は落としどころよ。どっちみち、必要【パラメータ】が揃そろわなければ該当する【コマンド】系の【魔法】は使えない。丸腰は丸腰、ほぼ生身の人間に近い状態だから気をつけないと」

「そういう意味じゃ純粋な剛腕一直線が手元にいて良かったな。相手は【ブレイクニュース】、倒せるかどうかはともかくとして、逃げ出す隙くらいは作ってもらえるかもだし」

　そんな風に言っていた時だった。

　狂気の牛柄ビキニの【白しろ魔ま女じよ】が首元のカウベルを鳴らしてぶーぶーの巨体にすり寄った。

「そう、今の私はぶーぶーさんという壁役に守られなければならない状況なんです。ああっ！　回復役の理想というか普通はこうだろ的な編成にようやく実現の目途がついてきました!!」

「あっ、おい牛!!　そんな格好でぶーぶーに引っ付くんじゃないっ!!」

　一方、当のぶーぶーは状況を理解できないようで、橋の上で首を傾かしげているばかりだ。

「ぶー？」

「完全なる肉の盾、ただ一人ひとり前ぜん衛えいを張る特化シチュ。ともすればお荷物な状況でも無傷の私。もう全部、何もかもが理想、夢の中！　フィリニオンは全てぶーぶーさんにお任せします!!」

「だからぶーぶーから離れてって……!!」

　令嬢ワンピみたいな白い水着のアルメリナはカウベルの音を聞きつつ冷静に観察していた。

　なんか抱き着いている【白しろ魔ま女じよ】の頭がくわんくわん左右に揺れているけど、あれ、うっかりぶーぶーに密着して壮絶な獣臭を思い切り吸い込んだせいで軽めにトリップしてないか、と。

「ぶーぶーはケンカ嫌いだけど、お前達をケガから守るためなら努力する。人間は毛皮もないしお肌も柔らかいから注意しないと」

「そうですそうそう！　前ぜん衛えいって言ってもガンガン押せ押せ攻撃バカじゃない、むしろ防御を重視してくれる誰かが欲しかった!!　きゃーっ、ぶーぶーさんたら理想的ー☆」

「───、……」

「しかも宿屋街のインテリぶってる老人どもでも栽培不可能な【調合】系稀き少しよう素そ材ざいを黙っていてもビシバシ増やしてくれますし、なんていうか、ああっ、言う事がない！　傍そばにくっついているだけで戦闘も素材調達も何でもこなしてくれるなんて夢のよう!!」

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　……こりゃ本格的に焼肉か、あるいはタタキか炙あぶりかな？　とアルメリナは遠い目。橋がぶっ壊れたら手近な木に飛び移るけど、マングローブが一面森林火災になったらどうしよう、と。一歩離れた場所から不安半分興味半分でベアトリーチェの方へ、改めてそっと視線を投げる。

　そこにいるのは唇を嚙かんで小刻みに震えている【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ。

　が、予想外の展開が待っていた。




「ぐずっ……ひっく……」




　真っ先に異変に気づいたのはオーディエンスと化していたアルメリナだった。

「泣いたあ!?　爆発しないで萎しぼんじゃったぞオイ!!」

「ぶー？　どうしたベアトリーチェ、お腹なかが痛いのか!?」

　四メートル弱の【オーク】に泣き顔を見られるのは癪しやくなのか、ベアトリーチェは両手で顔を覆ったままうずくまってしまう。しかし混乱は収まらず、そのまま断片的な叫びを返していく。
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「ぶーぶーが悪いッッッ!!」

「ぷきー!?　ベアトリーチェ、ぶーぶーはお前が泣くトコとか見たくない。良くないところがあったら直すから言って、ちゃんと言って！」

「ぶーぶーがあ!!　だってぶーぶーが今もおっ!!」

　……今も。ちなみにこうしている今も（望んだ立ち位置を手に入れられそうで）恍こう惚こつな牛ビキニフィリニオンはぶーぶーに引っ付いたままという意味なのだが、それで感極まって感情の制御を手放した、というのは彼女のプライド的にどうしても口には出したくない。こんなもん四角い枠とラインを繫つないで情報整理したら人格が崩壊しかねない。

　アルメリナが呆ぼう然ぜんとしたまま呟つぶやいていた。

「私達は今、あの【ブレイクニュース】の一角とほぼ丸腰で向かい合おうっていう半分以上死出の旅の途中にいるはず、なんだよな……？」

　絵面は大分カオス。

　ビシズビシとぶーぶーとフィリニオンの顔を交互に指差し、鈍にぶ過すぎるぶーぶーのふくらはぎに軽めのローキックを入れ、ぐずぐずと鼻を鳴らすカンスト組代表格が最終的に行き着いた先。

　ぶーぶーの背中であった。

　いいや、おんぶというよりは巨大な豚面を背後からクッション的に抱き抱える、肩車に近い絵面かもしれない。何故なぜならぶーぶーの背中がデカ過ぎて足を回せないからだ！

　知性のレベルで言えば【ストリオーナ】と同じである。

　大分落ち着いてきたフィリニオンが改めて疑問を放った。

「えと、グランズニールでは泣きが入った女の子はぶーぶーさんの頭に吸い寄せられるみたいな法則があるんですかね……？　となるといずれは私達も？」

　ベアトリーチェは（言ってみればあぐらで丸いクッションを抱えているような状態なので、色々密着させたり頭の上に胸を乗っけたりした）割と危険な態勢のまま、時々木々のトンネルに頭をぶつけるのも気にせず、地上のフィリニオンやアルメリナを次々指差して、

「禁止ルール！　肌露出五〇％以上の時ぶーぶーに引っ付かない事。分かったかそなた達!?」

「えっ!?　何だか知らないけど私も含まれてんのか!?」

「ぶーぶーは浮気禁止！　これはもう全面的にだ!!」

「そもそもぶーぶーは浮気っていうのが何なのか知らないのにどうすれば良いのか」

「覚えなくて良いんだよそんなもん!!　わああーん!!」

「ベアトリーチェ、昔はもっとお姉さんだった気がする。こんなに泣き虫じゃなかった」

　首をひねりながらぶーぶーがのしのし。

　後ろをついて行く水着のフィリニオンやアルメリナが、ややあって言った。

「……なんか、いつもより、疲れが回るの早くないですかね？」

「ああもう、【パーセンテージ】系の補助がないから筋力も落ちてんだろ。普通に考えてみろよ、サンダルやミュールで遠出なんかするもんじゃねえぜ」

「だからぶーぶーの上に乗るっていうのはナシだからね！　許さないからねっ!!」

　別に誰も望んでいない念押しはひとまず放っておいて、だ。

「？」

　前方、しかも上。頭上を覆う木々のトンネルがガサゴソと揺れていた。

　何か小柄な影が複数落ちてくる。人間の半分くらいの背丈、犬や猫に似ているが二足歩行、トドメに明確に言葉を話す生き物。

　猫ねこ妖よう精せいの【ケットシー】に犬いぬ妖よう精せいの【クーシー】だ。

　にゃんこはメイド服、対するわんこは執事服であった。

　わんわんにゃんにゃん騒いで白い橋の上を器用にころころ転がっているが、彼らがやっているのは紛れもない取っ組み合い。しかも素手ではなく、木の棒に割れた陶器のように鋭い【金こん剛ごう塩じお】のブレードをつけた程度だが【ケットシー】は槍やりを、【クーシー】は斧おのを手にしている。

　洗練されてはいないが、だからこそ、傷と痛みは長く尾を引きそうな……。

『……決着を！　より良い未来のための拠出を渋った姑こ息そくな卑ひ怯きよう者ものめ。此こ度たびの戦いくさ、義のない貴様達に勝ちの目があるとでも思ったか!?』

『上等だ。【ブレイクニュース】へのお供え物の負担は五分だと？　互いの懐ふところ事じ情じようも考えず勝手に吹っかけておいて、袖にすればケンカ両成敗が正しいなどとは笑止千万。譲歩する理由など何もない、正しい因果応報というものを体で教えてくれる……！』

　ぶーぶー達が声を掛ける暇もなかった。

　小さくて丸っこい連中は木に飛び移り、上段の橋に駆け上がり、ガサゴソ音は遠ざかる。

　だが何も残らなかった訳ではない。

　海の上にある白い橋のあちこちに、点々と赤い汚れが散っているのが見て取れた。

「……ちょっと洒落しやれにならなくなってきてるぞ、これ。【ケットシー】も【クーシー】も少しずつタガが外れていって、小こ競ぜり合あいの域を越えつつある」

「ぶー。追い駆けて止めた方が良いい？」

「末端の騒ぎを一つ一つ止めても埒らちが明きません、私達が枝に登っても折れそうですし。いったん止めても見てない場所でまた始めます。阻止するなら、恐怖と混乱の元を断たないと」

　ぶーぶーは心配そうに森の奥に目をやり、そして再び目的地へ足を向けた。

　月げつ蝕しよくを自在に操る【吸血鬼】、【カリカンザロス】の下もとへと。




　　　　　５




　夜の浜辺に、煌こう々こうと輝くお月様が映えていた。

　場所はグランズニールの南の森を抜けた突端。マングローブ一帯を覆う海水はＹ字に砂浜を避さけているらしい。一面真っ白なきめ細かい砂の海岸線に、打ち上げられたクジラのように座礁した巨大な木造船。長らく放置されていたのかすっかり傷んでボロボロになった幽霊船の側面には、ほとんど消えかかった文字で『ネクスト・ボイジャー』と印字されていた。

「島の外、海の向こうに陸地があるのかを調べるプロジェクトの名残なごりだったそうですね」

　牛柄ビキニの【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが見上げながらそんな風に言った。

　浜辺に着いた頃には、もう【ランタン草そう】は捨てていた。どんな流れになるにせよ、わざわざ自分から光源を携えて居場所を教えながら進むのは得策ではない。

「まだ地球とグランズニールの間では自転、重力、大気の組成などが微妙に異なるため、長期滞在が心身に確実な変調をきたす事が医学的に証明されていなかった頃の話。無謀にも船を組んで外の海を目指した二〇〇〇人は行方不明となり、無人の船だけが浜辺に戻ったのだとか」

「なるほど、【吸血鬼】の根城にゃぴったりのエピソード付きだな」

　令嬢ワンピ型水着を纏まとうアルメリナも無理矢理に挑戦的なトーンを維持していた。

　ぶーぶーはぶーぶーで、朽ち果てた黒い影を見上げて不安そうな顔になっていた。待ち受ける【ブレイクニュース】のせいなのか、お化けの話のせいなのか。

　外洋調査船という名目だが、見た目には巨大な帆を広げるクリッパー船に似ていた。あるいは古い時代の豪華客船。何しろ二〇〇〇人が長期生活するため、体の他に心も腐らせないよう様々な娯楽施設も詰め込まれているのだろう。こうして外から眺めているだけで、デッキにパラソルらしきものが刺してあるのが見て取れる。海へ出る事を忘れて朽ちたその船は、軽々とダンスパーティを開ける広大な幽霊屋敷へと役割を変えていった訳だ。

「さて」

　ようやっと落ち着いて、ぶーぶーの上から降りたふんわりレース付き赤ビキニのベアトリーチェが、まだ若干赤い色をした鼻を指先で擦こすりながら口を開いた。

「どこから入れというのかな。まあ、壁を登れと言われれば応えてやっても良いけど」

「変態ガチムチ発言するのは結構ですけど、装備ないから【パラメータ】の補整ゼロだっていうの忘れないでくださいね。ドヤ顔で墜落は哀かなしいですよ？」

　ちなみにちょっと調べると、船体側面に乗船用のタラップが下ろされていた。船ふねの主あるじが彼女達のために用意したのではなく、船と一緒に長らく放置されていたようだ。ボロボロに朽ち果てていて四メートル弱のぶーぶーには危険そうだったが、幸い、踏み抜く事はなかった。

　辿たどり着ついた甲板は大きなプールらしい。きちんと水も張っている。月明かりだけで細かい汚れが目立たないせいもあるだろうが、ベアトリーチェ達の予想よりしっかりしていた。

「問題の【カリカンザロス】はどこにいるのやら……」

「うえっ、二〇〇〇人規模って言ったら高層のリゾートホテルよりデカいぞ。この人数で全室隅々まで調べるとしたら何日かかる？　しかも死角から飛び出してくるのはあの【ブレイクニュース】だ。ちょっとした【迷めい宮きゆう】探たん索さくより死と隣り合わせじゃないか？」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　ぐらり、と。

　いきなり、地面が揺れた。いいや正確には船体か。

「な、うわっ、ちょ!?」

「きゃあーっ!!　つ、摑つかむものが……!!」

　プールの水が一方に偏り、洪水のように溢あふれる。【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの三人は急な下り坂と化した甲板をまともに転がり、大きなプールへ放り込まれた。なまじ強きよう靭じんな脚力を持つぶーぶーだけが取り残された形となる。

「げほっ！　うぷっ!!」

　慌てて水面に顔を出すベアトリーチェは、そこでもう一度大波に顔を叩たたかれた。

　巨大な船がもう一度揺れて、元の角度へと傾きを戻したからだ。

「私達を、プールの中に放り込むのが目的、なんですか……？」

「まずいぞ、地味に足を取られて動きの速度を封じられてやがる!!」

　ベアトリーチェ達は水着に着替えているため、衣服の形をした【魔法】からの【パラメータ】補整は全て切られている。つまり灰色のビルの群れを歩く一般人と何も変わらない。そして水に足を取られた状態。ここで【カリカンザロス】が弓矢や投なげ槍やりなど、飛び道具を得意としていたら最悪だ。慌てて回避しようとしても狙い撃ちから逃げられない。

　自然と、天にそびえるようなマストや見張り台へ目が向く【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちだったが、

「……案ずるでない、人の子よ。わらわの口はそなた達の血とは合わんのでな」

　鈴を鳴らすような少女の声に凍りついた。




　音源はぶーぶー。その傍かたわら。




　ぶーぶーは、動けないようだった。

　あのぶーぶーでさえも、指一本。その状況に、プールの中のベアトリーチェは今が極大の異常事態である事を嫌でも痛感させられる。

　いつの間に現れた。

　どうやって。

　やはり【ブレイクニュース】の一角。出現と同時にそこにあった空気を根こそぎ奪い、ルール全体を自分中心に塗り替えていく。直前まであった『大丈夫』『今日までやったこれたんだし』などお構いなし、今この瞬間から常識の定義を書き換えると言わんばかりの圧倒的存在感。

　闇の中で、真紅に浮かび上がった女だった。海辺の豪華客船には似合わない事に、その格好は薄手の赤いネグリジェに近い。その下に黒いビキニが透けていた。要所の縁に白いもこもこがつき、とんがったナイトキャップを被かぶっているためか、スカート系のサンタクロースといった印象もある。髪は赤みがかった長い金髪で、毛先の方を内向きに巻き込む格好でロールしているため、全体的に八の字に大きく広がってボリュームがあるように見える。前髪は奇麗に切きり揃そろえてあった。背丈についてはベアトリーチェより頭一つ分以上も小さい。

　だが見た目の背格好があてにならない事は妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】で経験済みだ。

　というか、

（……似ている？　あの【ストリオーナ】と何かしら関係があるっていうの？？？）

　ただし、手袋に覆われた指先で子豚のぬいぐるみを弄もてあそぶ彼女には、違うところもあった。

　胸だけたわわである。

「（……うっ!?　あんなのに負けてる……）」

「（……まあ勝ったところで嬉うれしくも何ともない訳ですが）」

「（……勝負なんてハナから期待してねえよ！　くそっ!!）」

　水の中にいる少女達の反応は三者三様。

　一方、振り返れないまま、四メートル弱の巨体は告げた。

「ぷきー……。ぶーぶー達はお前と話をしに来た」

「構わんよ。見たところ人間達はきちんと『ドレスコード』を守っているようだし、礼儀を理解し作法に則のつとる客人を捨て置くほどわらわは短慮ではないのでな。大体、そうでなければそもそも乗船など許可せん。わらわは月げつ蝕しよくを自在に操る【吸血鬼】ゆえ、その気になれば月の引力を用いてグランズニール全域に規格外の高波をもたらす事も、大量のカニや虫などで陸を埋め尽くす事もできるのだという簡単な事実を忘れてくれるな」

【カリカンザロス】が朽ち果てた船を根城にしていたのも、そういう事か。全力を出すと島が丸ごと地図から消える。浮力を持った船以外は洗い流され、まとめて海の底に沈む。だから、一見不便そうな座礁船をわざわざ選んで居着いていたのだ。

　そのスケールこそが【ブレイクニュース】。

　くつくつと笑いながら、その華きや奢しやな【吸血鬼】は囁ささやいた。

「それにしても久しいぞ、この強きよう靭じんな生命力。もはや懐なつかしさすら覚えてしまうほどに」

「？」

「人間の血は口に合わんと言うただろう。【イベリコオーク】の集落が丸ごとやられたと聞いた時は眩暈めまいを覚えたほどだった。わらわは、そこからでしか部下を増やせん【吸血鬼】だからな。わずかと言えど、こうして正当なる血の筋を見つけられたのは僥ぎよう倖こう僥ぎよう倖こう」

「ッッッ!!!!!!　ぶーぶー、逃げて!!」

　慌てたように赤いビキニのベアトリーチェが叫ぶが、今は【コマンド】系の【魔法】一つ使えない。プールの水は絡からみ付つくようで、甲板に上がる事さえ叶かなわない。

　が、予想に反して【カリカンザロス】はそれ以上何もしなかった。

　牙を立てるどころか指一本触れず、ただただ妖しく微笑ほほえんでいるだけだ。

「心配するでない、今すぐ取って喰くうたりせんよ。何しろ本当に最後の一人かもしれんのだからな、自ら絶滅の引き金を引いてどうする。わらわの寿命は遠大だ。ならば一〇〇年でも二〇〇年でも待ち、数が揃そろってから捕食に入った方が賢明だろう」

　どこまで行っても、決して友好でもなければ安全でもない。

　かつての【サウザンドドラゴン】や【ストリオーナ】よりも、よっぽど純粋な脅威だ。

「そう硬くなるでない、人間」

【吸血鬼】は緩やかに声を放つ。

「むしろ状況はそなた達に味方している。言うてみれば、絶対的な効力を持つ人質を盾にしている状態に近いのだからな。だから肩の力を抜いて、ずけずけと要求を告げるがよい」

「……、」

　あのぶーぶーが、か弱い人質扱い。

　それだけでベアトリーチェは眩暈めまいがする。

　一方の【カリカンザロス】はまさに傍若無人。絶滅寸前の逸材とされるぶーぶーを放って、デッキに刺してあったパラソルの方へと歩いていく。

　ビーチチェアへ体を投げ、子豚のぬいぐるみをお腹に置き、足を組んで彼女は指図する。

「ただし人間、そなた達がくつろぐのはそちらのプールの中だけだ。わらわが消える前にデッキへ上がった場合は敵対行動とみなし、容赦なく攻撃を加えるので肝に銘じておくがよい」

「？」

　要求の合理性が見えなかった。

　怪け訝げんな顔をする【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは、思わず口を開いてしまう。

「……自分の得意なフィールドが重力操作と『水』にあるから？」

「もっとシンプルな話だよ」

　寝間着姿でビーチチェアに寝そべる【カリカンザロス】はわずかに目を細めた。

　その目だけが笑っていなかった。

「わらわは決して人間を侮あなどってはおらん。そなた達が伝統的に『わらわ達のようなもの』を殺し滅ぼす術すべを次々考案している事は分かっている。大抵は眉唾だが、中には面倒臭い手法が紛れている事もあるのでな。故ゆえに人間の動きは封じ、手札は奪っておくに限る」

　いわゆる吸血鬼ハンターなどだろうか？

　真偽のほどは不明だし、彼ら『自称』ハンターの言う吸血鬼とグランズニールに住む種族が同じモノなのかも証明されていない。ベアトリーチェの主観で良ければ、【カリカンザロス】にニンニクを突き付けた程度で何か変化があるとはとても思えないが……。

「ぶー」

　と、己の天敵に見据えられたぶーぶーが声を上げた。

「難しい事はピンと来ないけど、お前はぶーぶー達の話を聞いてくれるのか？」

「発言を許す。言うてみよ」

「ん」

　ぶーぶーは一度頷うなずいてから話を始めた。

　月げつ蝕しよくを自在に操る【吸血鬼】がその力を使うと、【ケットシー】や【クーシー】達の感情が荒れて困った状態になる事。

　彼らは【カリカンザロス】の祭壇を作って代わる代わるお供え物を捧ささげる事でなだめようとしたが、そのお供え物の負担を巡っていがみ合っている問題がある事。

　争いはケンカの域を越えて、じきに取り返しのつかない事態になる恐れが出てきた事。

「ふうむ」

　話を聞いた【カリカンザロス】は他人ひと事ごとのように首を小さく傾かしげていた。

　ぶーぶーは両手を振って、

「お肉とかお野菜とかの量を減らせれば、【ケットシー】も【クーシー】も負担が少なくなるからそんなにピリピリしないと思う。お前何とかできないのか？」

「というか、そもそも無闇に月の引力を操るのやめれば良いんだけどね……」

　ベアトリーチェは水面に大きく浮かぶ満月のど真ん中からそんな風に付け足した。

　が、

「わらわは知らんぞ」

「うん？」

「【ケットシー】と【クーシー】がどこぞの祭壇を建てた話なんぞ知らんと言うている」

「はあ!?　ち、ちょっと待てよ。じゃあ何でわんわんにゃんにゃん大騒ぎなんだ!?」

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナが思わず叫ぶと、赤い【吸血鬼】はうるさそうに片手を振って、

「魂を持つ逆説を前に、神頼みの一つでもしたい気持ちは理解しよう。だがそれでわらわを一〇〇％確実にコントロールできると謳うたうのは、思い上がりも甚はなはだしいのではないか、人間？」

「……、」

「つまり、鎮守や願掛けの意味での祠ほこらや祭壇がどこにどれだけあるかは知らん。興味はないし聞き届けてやる義理もない。わらわは一律で供く物もつや祈き禱とうの類たぐいは跳はね除のけている。故ゆえに、【ケットシー】だの【クーシー】だのの争いにも関与してはおらん」

　首元のカウベルを鳴らす牛柄ビキニの【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと白い令嬢ワンピ型水着の【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナは、月夜のプールで顔を見合わせていた。

「という事は、あれですかね？　【ケットシー】や【クーシー】が【ブレイクニュース】に捧ささげている、と思い込んでいるお供え物っていうのは……」

「……その祭壇、森の中とかにあったら最悪だ。小鳥か野生の獣が横からかっさらってるぞ」

　ビーチチェアの上の【カリカンザロス】は、良くも悪くも感情が動いていないようだった。

　まさしく、興味がないのだ。

「でもお前が一声掛ければ猫も犬もみんなケンカをやめてくれると思う」

「なにゆえ、わらわがさような事を？」

「全ての元凶だからに決まっているでしょ……」

　軽めの頭痛に悩まされるような表情で赤いビキニのベアトリーチェが言うが、【吸血鬼】の顔色はピクリとも変わらなかった。

「ならば両者に告げるがよい。わらわからそなた達に合わせるなどありえん、そなた達の方がわらわに合わせよと。こちらは逆説、そもそも筋の通った道理など持ち合わせがないのでな。そもそも自分達の悪感情が全て月のせいだというのもヤツらの主観に過ぎんだろう」

　平行線だ。

　根本的に【カリカンザロス】は顔も名前も知らない存在に興味がない。そして幽霊船で一人生活する【ブレイクニュース】にとって、赤の他人の範囲は限りなく広い。現にぶーぶーの集落が壊滅したという話を口にした時も、さして感情の波は立っていなかった。

　ベアトリーチェはそう思っていた。だが、話は思わぬ方向へ転がっていく。

「それにこれは、そなた達のためを想うての選択なのだぞ」

「ぶー？」

「空を見れば分かる、雲行きが変わってきた。近頃わらわ以外の【ブレイクニュース】が辺りを徘はい徊かいしておるが、その【ケットシー】と【クーシー】の戦いくさとやらのせいか。であればじきにわらわ以外の個体が横よこ槍やりを入れるであろう。ここでわらわが介入すれば逆説同士の殴り合いだ。砂漠化と氷河期はどっちが怖いの？　そんな勝負を見たいと思うか、人間」

　プールの中なのに、全身の毛け孔あなが開いてじっとりとした汗が噴き出るような感覚を、【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは確かに感じ取っていた。

　それは、まずい。一人一人でも規格外で手に負えない【ブレイクニュース】だというのに、複数が同時に激突するなんて先が読めなさ過ぎる。冗談抜きに宿屋街が壊滅して【迷めい宮きゆう】探たん索さくが大幅に遅延するかも、いいやグランズニールそのものが沈む可能性さえ考慮に値する。

　と、牛柄ビキニの【白しろ魔ま女じよ】が恐る恐るといった調子で、楽観的な意見に流れようとする。

「【ブレイクニュース】ってどこの……？　あっ、もしや【ストリオーナ】さんとかですかね」

　だが折る。

　魂を持つ逆説は、決して人の味方にはならない。

「いいや、それ以外だ。空を見れば分かると言ったはずであろう」
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　同じ頃。

　夜の浜辺に乗り上げた『ネクスト・ボイジャー』号から直線距離で二〇〇〇メートル以上離れた位置に、妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】は佇たたずんでいた。

　ただし平面の地図では説明できない場所。

　つまりは、月夜の空に。

「ふうむ、どうやらわしの出番はなさそうだな」

　長い銀髪に黒いリボンワンピースの少女はその手で伸縮式の望遠鏡を摑つかんでいた。まるで古い時代の海賊が使うような一品だが、当然、これは身分を偽って宿屋街で購入したものだった。

　辺りには掌てのひらサイズの【妖よう精せい】、メリディアーナがひらひらと舞っている。

「ぶーぶーさん達はどうなったのですか。ほ、本当に大丈夫なのでしょうか」

「出番はないと言っている」

　彼女がぶーぶー達に同行しなかった理由はいくつかある。例えば、皆を一ヵ所に集めてしまうと【カリカンザロス】から奇襲攻撃を受けた場合に援護要員がいなくなり、立て直しもできずに一網打尽されてしまう恐れがあるためだ。

「でも何でコソコソしているんです？　【ストリオーナ】様もご一緒したかったのでは？」

「ふん。ヤツらに力を貸すのは悪くないが、『それが当然』ではまずい。努力を放棄した依存の始まり始まり、簡単に人の魂は堕落する。九死に一生程度の按あん配ばいでちょうど良いい」

「ふえー。本当に【ストリオーナ】様はぶーぶーさん達の事がお気に入りなんですねえ、きちんと考えていらっしゃるというか」

「余計な口は慎むように」

　なんていう理由もあったり。

「……というか、もっと根本的にヤツと顔を合わせたくないだけ、というのもあるんだがな」

「【カリカンザロス】ですか？　【ストリオーナ】様とどこか似たような面影がありますけど」

「そういう風に誤解されるから嫌なんだ。単なる近所の幼おさな馴な染じみの分際で、生意気にキャラ被かぶりなんぞしおってからに。胸がデカい程度で騙だまされるな、わしの方が年上なのだぞ」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　月光に陰りがあった。

　思わず夜空からさらに天へ目を向ける二人は、満月に巨大な雲がかかっているのを目撃する。普通の気象条件ではない。今夜は雲一つない月夜のはずだった。にも拘かかわらず、前提を無視して分厚い雲を作った原因がある。さて、このグランズニールで雨雲を呼ぶ存在と言えば何か。

「す、す、【ストリオーナ】様……」

【妖よう精せい】のメリディアーナが青い顔で、震える声を放つ。

　恐怖、動揺、そして紛れもない憎ぞう悪おと嫌けん悪おのスパイスまで。

　無理もない、彼女は直接的にその【ブレイクニュース】から命を狙われた事があるのだから。

　だが【ストリオーナ】は動じない。

　両手を細い腰に当て、鼻から息を吐いて、そして言った。

「……なるほど、そういう話か」

「？」

　怪け訝げんな顔も放って、銀髪の少女は分厚い雲を見上げていた。

「それは誰もが通る道だが、圧倒的に無意味な行いだよ。末席にしてご同類」




　　　　　７




　雲行きが変わってきたと、【カリカンザロス】はそう言っていた。

　浜辺に打ち上げられた座礁船からぶーぶー達は降りていく。【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナはそれぞれ【兵へい輝き】を摑つかんで衣服の形をした【パーセンテージ】系の【魔法】を改めて浮かび上がらせ、身に張り付けるようにして纏まとっていく。カンスト組がカンスト組としての力を取り戻していく。

　圧倒的な逆説が、それでも決して侮あなどらなかった人間の力を。

　そんな彼女達も、すでに異変を摑つかみ始はじめていた。真上、夜空を見上げればすぐ分かる。

「【サウザンドドラゴン】!?」

【剣つるぎ聖せい女じよ】が叫ぶ。一〇〇〇メートル越えの巨体を誇る飛竜の王にして、その巨体で宙を突っ切るだけで気圧差が生じ、莫ばく大だいな雨雲を生む『魂を持つ逆説』【ブレイクニュース】の一角。

　低空飛行はそれだけで災いをもたらした。

　ドォ!!　という凄すさまじい烈風がマングローブの木々さえ薙なぎ倒たおしそうな勢いで一面を襲う。

　運動が苦手なメガネが片手で帽子を押さえ、夜の浜辺で早速息を切らせて疑問の声を放つ。

「ひゃあ！　で、でもどうしてこのタイミングで戻ってきたんです？　【ケットシー】と【クーシー】の問題に介入する理由が見当たりません!!」

　浜辺から南の森へ入る。あちこち枝分かれした白い橋を進むと、マングローブは蜂の巣をつついたような騒ぎだった。小さな住人達は折れて落ちる太い枝を避けるので精一杯。頭上から小さな鍋やランプが降ってくるのは樹じゆ上じよう生せい活かつの彼らが大慌てで白いキューブの家から家財道具をまとめているからか。上段の橋では二足歩行の犬や猫が手製の武器も落とし右往左往、手近な木の幹におでこをぶつけては白い塩の橋へと落ちてきたり、海面で犬かきをしていたりする。

　ベアトリーチェが橋の上で目を回しているメイド服の【ケットシー】の一人を介抱して話を聞いてみると、猫ねこ妖よう精せいは頭を振りながらこんな風に言ってきた。

『……どうしたもこうしたもありませんっ！　ヤツが、【サウザンドドラゴン】が帰ってきたのです。ヤツは言いました。ちょっと留守にしていた間に見知らぬ輩やからの祭壇が増えているのは気に喰くわん、もっと立派な祭壇を作ってしこたまお供え物をもらわねば気が済まん、と！』

「……、」

　怪け訝げんな顔の三人の横で、通り過ぎようとする執事服の【クーシー】の方が声を掛けてくる。

『何をしている、早く逃げるのだ……！』

　ズズン!!　と地震めいた震動が地を伝い、猛烈な水柱が彼らを震え上がらせる。

　どうやら森ではなく、一度悠々と夜空をＵターンしてから開けた海岸線へ着水したらしい。

『【サウザンドドラゴン】の話なら聞いている。降りたのなら地上に用があるはず。つまりは捕食！　ヤツは近い種族の【妖よう精せい】を貪むさぼり食くっては酩めい酊てい感かんを楽しむ悪逆非道の逆説だと……!!』

　わんわんにゃんにゃん。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの様子だが、反してぶーぶーとベアトリーチェは納得がいかない部分があった。【剣つるぎ聖せい女じよ】は近くの木々の幹から直接生えた、ハイビスカス風の赤い鮮やかな花を指でなぞり、「……【ベニテンゴクバナ】。お供え物のせいで食糧難に遭ったのに、食べられた様子はない」

「ぶー。食べると舌がピリピリするから、普通は口に入れたりしない」

「でも【サウザンドドラゴン】の酩めい酊てい感かんを生み出すのは、【ベニテンゴクバナ】の微弱な毒素と【妖よう精せい】の血が混ざって劇的に変化するからなんだよ」

「と言いますか」

　おずおずと口を開いたのは図鑑マニアのフィリニオンだ。

「【妖よう精せい】、猫ねこ妖よう精せい、犬いぬ妖よう精せい。いっしょくたにされがちですが、系譜は全く別物ですよ？　仮に【ケットシー】や【クーシー】が【ベニテンゴクバナ】を食べても体内変化は生じませんし。というか分解も蓄積もできないから普通に目を回すと思いますし」

「つまり、【サウザンドドラゴン】には【ケットシー】や【クーシー】を襲う直接的な理由はない訳だよな……？」

「ぶー」

　と、そこで四メートル弱の【イベリコオーク】が唸うなった。

「そもそもあいつと約束した。ぶーぶーは睨にらみを利きかせているって。生きるため、食べるためなら仕方ないけど、それ以外の理由は許さないって。あいつが同じ事を繰り返すと思えない」

　なら何が起きている？

　根本的な問題に対するヒントは、やはり逃げ惑う猫ねこ妖よう精せいや犬いぬ妖よう精せいからあった。




『こうしてはいられない！　もう【カリカンザロス】なんて話じゃないっ!!』




　あっ、と思わず声を上げたのはベアトリーチェだった。

　頭上を見上げ、分厚い雲に覆われた曇天へ目をやって、

「あいつ、まさか……!!」

「【吸血鬼】以上の恐怖心を与える事で、問題の前提をリセットする……？　より大きな恐怖を与える事で、【ケットシー】や【クーシー】の諍いさかいを中断させる。そういう話なんですか」

「そりゃ巨きよ大だい隕いん石せきに乗って宇宙人の軍団が攻め込んでくるって分かったら地上の戦争なんてなくなるだろうさ。でも【サウザンドドラゴン】にそんな事する理由なんかあんのか？　嫌われ役、憎まれ役を買って出るほどの繫つながりなんて見えないぞ!?」

　そもそも、そこまで互いに引き寄せ合っていれば猫ねこ妖よう精せいや犬いぬ妖よう精せいはここまでパニックを起こさないはずだ。知り合いだから何か理由があると、コンタクトを取ろうとするはずだ。

　なのに、ない。

　繫つながりがなくとも、【サウザンドドラゴン】は問題解決のために動いた。

　文字通り、その身を削って。

「……、」

　ぶーぶーだけが黙っていた。

　彼は黙って、暗く重たい夜空を見上げていた。

　暗雲。

　どこかの存在が、作為的に生み出した雨雲を。
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「英雄欲求、または防衛願望という言葉を知っているか」

　夜空を漂いながら、呆あきれたように【ストリオーナ】は語る。掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナにはちょっとイメージできなかったらしい。

「損得ではない、知り合いか否いなかは関係ない。とにかく誰でも良いいから救いたい、それができる存在になりたい。そんな幼稚極まる願望だよ」

「……『あの』【サウザンドドラゴン】にそんな心が？　正直、私には良く分かりません。かの悪竜が自身の戯たわむれと快楽のために、私達【妖よう精せい】を貪むさぼり食くった事実は変わりませんから」

「それも正しい」

　が、【ストリオーナ】は調子を崩さない。

「……いいや、だからこそ陥りがちなのだ。英雄欲求というヤツに」

「？」

「結局、英雄欲求というのは、誰かを救った救わなかったという結果を重視しておらん。そもそも赤の他人、見知らぬ誰かの人生なんて重みを感じるはずもない。にも拘かかわらず守るという言葉に心が飢えているとしたら、理由は他のところにあると見るべきだろう？」

　呆あきれたように、妖よう精せい達たちの女王は看破する。

　まるで、自分も通った道だと苦味を思い出すように。

「これは常習的なリストカットと同じ。重荷がある、罪悪感がある、引け目がある。苦しいから取り除きたい、でも他者に容赦なく糾弾されるのは怖い。だから、自分で自分を傷つける。傷つけて安心を得たがるのだ。もうこんなに苦しんだんだから、罰は十分に受けただろう、と」

「そんな……」

　メリディアーナは顔色を曇らせた。

「そんなのは勝手です。だって、私達の気持ちを何も考えていない。ただ自分が解放されたいから、見当違いな自己罰を与えて見せびらかすだけ。むしろ、透明な壁を作って私達が糾弾する権利を一方的に取り上げているようにも聞こえます……」

「その通り。どれだけ自分を傷つけても罪の清算には繫つながらないし、まして加害者から被害者へ所属を鞍くら替がえさせるなど笑止千万。見当違いも甚はなはだしい」

　言うだけ言って。しかし銀髪の少女はふっと小さく笑う。

「分かっている。分かっていて、なおやらかしてしまう。そういう事なのだろう、末席よ」

【ストリオーナ】自身も手を染めた事だ。

【エルキアド】なる【ギルド】からベアトリーチェ達を守るため、宿屋街の人間全てを敵に回したぶーぶー。彼に集中する悪感情を霧散させるため、より大きな脅威をぶつけるという形で。

　だけど、【ストリオーナ】の場合は【妖よう精せい】達たちの輪があった。

　今の【サウザンドドラゴン】のような自滅思考とは似て非なる状態だ。

「……、」

　そもそも【サウザンドドラゴン】は普通の状態ではないはずだ。

　強烈な毒素を体内に持つ【妖よう精せい】を定期的に襲っていたヤツは、急にそれを断って精神が変調しているはずなのだ。言ってみれば、危険な禁断症状。様々な苦痛や幻覚にもがき苦しむ中、それでも【妖よう精せい】はもう喰くらうまいと歯を食いしばり続けた結果、溜たまりに溜たまった内圧は別の方法で噴出する羽目になった。そこから英雄欲求や防衛願望に繫つながったのだろう。自分自身をズタズタにしてでも、絶対に【妖よう精せい】には手を出さない。そう決めたからこそ。

　汲くみ取とってやれとは言わない。

　赤の他人が見せびらかすようなものでもない。

　だからその暗闘は、誰か一人でも理解してやれればそれで良いい。

「なればこそ、ヤツは止まらん。これは何人を救うまで、という話ではなく、自分で自分をどれだけ傷つけられるかという話にすり替わっている事に、ヤツ自身が気づいていないのだから。決して拭えぬ罪悪感がぶり返すたびに、ヤツは骨身を削って全てを救おうとするのだろうさ。誰一人として望んでいない、自分自身さえも渇きを潤せない、そんな孤独な戦いをな」
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　ボクは自分がキライだった。

　みんなに嫌われる自分がキライだった。

　図ずう体たいばっかり大きくて、腕っ節はあっても何も守れなくて。結果、何をやっても誰かを傷つける。周りのものを全て壊してしまう。

　嫌けん悪おして。

　やめようって思って。

　何をやってもどんなに頑張っても、だけど結果は追い着いてくれなかった。




　小さな小さな【妖よう精せい】を食べて。一時の酩めい酊ていと快楽に身を任せて。全部終わった後に死にたいくらいの嫌けん悪おと絶望が襲いかかってきて。でも気がつけば何もない生活に空虚さを覚えていて。また【妖よう精せい】を探し求めている自分に気づいて。

　酷ひどい事ことをした。謝りたかった。でもそんな資格なんてどこにもなかった。

　だからあの【イベリコオーク】に止めてもらえた時は、正直に言って嬉うれしかった。【ブレイクニュース】なんて呼ばれて誰からも恐れられる存在にまだ体当たりでぶつかってきて、ボクを本気で止めてくれる人がグランズニールにいるんだって分かって、本当に涙が出た。唯一心残りだったのは、その【イベリコオーク】が完璧過ぎた事。あそこで憎ぞう悪おに任せてトドメを刺してくれれば何も残らなかったのに。それで最高のハッピーエンドのはずだったのに。

　後に残されたのは、胃袋を丸ごと鉛で埋め尽くしたような罪悪感だけだった。

　全身の血管や神経がぶくぶく膨らむような感覚にのた打ち回りながら、ボクは何ができるか考えなくちゃならなかった。

　ボクにできる事は少ない。

　図ずう体たいばかり大きくて、腕っ節はあっても【妖よう精せい】達たちの命を取り戻せる訳じゃない。

　だから、せめて。

　貪むさぼり食くってしまった【妖よう精せい】より多くの命を救おう。五倍でも一〇倍でも良いい、とにかくたくさん。それで誰の怒りが収まる訳じゃない、失われた命が戻る訳じゃない。でもそうでもないと、ボクがいる理由が見えない。生き残ってしまった結末に対して申し訳が立たない。見当違いと罵声があっても、無駄な事はやめろと石を投げられても、ここだけは曲げちゃダメだ。

　身を削れ。

　削って救え。

　自分の弱さや甘えを振り切れずに多くの【妖よう精せい】を犠牲にしてきたボクだからこそ。情けも容赦もなく流されたボクだからこそ。償いの道もまた、情じよう状じよう酌しやく量りようなんてあっちゃいけない。徹底的な修羅の道。血にまみれ肉を削そぎながら進んで、なお許されないのが前提。きっとそれくらいの覚悟でもって、間違いで残ってしまった『余生』を過ごすのが正解なんだ。

　そう思っていた。

　本気で信じていた。

　なのに。




　ザン!!　と真正面から悪竜の前に立ち塞がる影が一つあった。

　丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】を掲げる【イベリコオーク】が、あの時と同じように。
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『ぶーぶー、さん……!?』

　思わず人間の可聴域を超えた声を放っていた。

　驚くボクに、その勇猛なる【イベリコオーク】は一歩も退かなかった。海と浜とで向かい合う様子は、まるで焼き直し。かつてと同じく、何か絶対的な間違いを正そうとするかのように。

「ぶーぶーは言ったぞ」

　低い声だった。それだけで、一刀両断された気分だった。

「いつも睨にらみを利きかせているって。生きるため、食べるためなら仕方がない。だけどそれ以外の理由で命を奪うのはダメだって」

『っ!!』

「だからぶーぶーは、約束を果たしに来た。お前がもう一度、誰かの命を粗末に扱うというのなら。たとえそれがお前自身の命であったとしても、ぶーぶーはお前を許さない」

　とっさに言葉で反論しようとして、だけど、何もまとまらなかった。

　ただ染しみた。

　胸がいっぱいになった。

　この人の圧倒的な正しさの前には、ボクのやろうとしている自己犠牲『ごっこ』なんて何の意味も持たないんだろう。【ケットシー】も【クーシー】も、本当の意味で救われる事はないんだろう。泥の中に埋もれた自分自身の矮わい小しようさを剝むき出だしにされたような気分だった。

　でも、流されるな。

　ぶーぶーさんの正しさと優しさに吞のまれるな。

　だって、真っ当に生きて良いいはずがないだろう。あれだけの事をやっておいて、どの面を下げてお天てん道と様さまの光を浴びて生きていけるというのだ。だから罰を、徹底的な罰を。ボクは所詮、そんなウジウジした卑いやしい心の持ち主でしかないんだ。




　だけど、そんなボクでもできる事を見つけたんだ。

　やっと巡り会えたんだ。

　だから負けないぞ。たとえ誰が相手だって。

　ボクは絶対に負けないぞ。
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　合図はなかった。

　一瞬の出来事だった。

　ドゴァッッッ!!!!!!　という壮絶極まるその爆音は、わんわんにゃんにゃん右往左往していたメイド服の【ケットシー】や執事服の【クーシー】さえもまとめて黙らせた。

　丸太や鉄骨に似た太い『兵へい輝き』を携えたぶーぶーに、全長一〇〇〇メートルオーバーの巨竜【サウザンドドラゴン】。両者が真正面から最短距離で激突したのだ。

　森の木々がまとめて薙なぎ倒たおされ、ぶーぶーと飛竜の王はゴロゴロと転がりながら戦場を移していく。浜辺から南の森へ、大きな円を描く格好で、今度はマングローブから浜辺へ、ぐるりと一周回り、そして海へ。ヒルだのコウモリだの巨大化した吸血動物すら逃げ惑う有り様だ。

「お、おい。大丈夫なのかあれ!?」

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナが呆あつ気けに取られて叫んでいた。【ブレイクニュース】の分かりやすい指標、あまりにも巨大な竜に単騎で戦いを挑むぶーぶー。危険極まる状況と分かっていても、加勢するのは足がすくむ。それが人間側における最強の代名詞、カンスト組であったとしても。それくらいの猛攻、まさに環境激変の渦か中ちゆうと言える有り様なのだ。

　話に伝え聞いていても、実際に目の当たりにすれば心に受ける衝撃は全く違う。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンの声にもまた、微かすかな震えが混じっていた。

「で、でも、ぶーぶーさんは前にも【サウザンドドラゴン】を打ち倒して、メリディアーナさんを助けた前例があるんですよね？　す、すでに実力差が分かっているなら……」

「……どうだろうね」

　本当にぶーぶーを大切に思っているからこそ、ベアトリーチェは安易な楽観論にはすがらなかった。彼女がそう答えた根拠もきちんとある。

「【サウザンドドラゴン】はその一戦で敗北の味を知った。力技のごり押しで何でも勝てる段階から、工夫しなければ勝てない戦いがあると学んだ。その上で、もう一度人生の壁であるぶーぶーの前に立っている。逃げるんじゃなくて、乗り越える、いいや打ち破るために」

「おい、それって……」

「【サウザンドドラゴン】一番の特徴はその巨体に、莫ばく大だいな重量を存分に振り回す規格外の筋力。だけど正直、ぶーぶーがあの巨竜を完全制圧したとは言いにくい。全長一〇〇〇メートル。やりようによってはごり押し以外にも、恐るべき戦術を組み立てられるんだから」
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　妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】と、その庇ひ護ご下かにある【妖よう精せい】メリディアーナもまた、夜空の上から静観していた。

　浜辺、月げつ蝕しよくを自在に操る【吸血鬼】の根城である座礁船に干渉しないギリギリの場所で、爆風めいた勢いで大量の砂を吹き飛ばすぶーぶーと【サウザンドドラゴン】を、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】がおろおろしながら眺めている。

「すっ、【ストリオーナ】様！　あなたのお力でぶーぶーさんに加勢はできないのですか!?」

「魂を持つ逆説たる【ブレイクニュース】同士で本気の正面衝突をご所望か？　やるには場所が悪いな。もっと沖に誘導せねば島の半分近くを吹っ飛ばしかねん。そしてあの状況では、そんなに分かりやすく釣れるとも思えんぞ」

　そうこうしている間にも地上では動きがあった。

　白兵戦であれば、体格差など無視してぶーぶーの優勢であった。毒を持つ虫が人間を襲うのとは違い、純粋な打撃力で競せり勝かつ。直径数ミリの弾丸が人間の眉間に風穴を空けるように。やはりぶーぶーの運動能力は規格外のさらにもう一歩はみ出た領域に達しているが、そんな事は過去に敗北した【サウザンドドラゴン】だって百も承知のはずである。にも拘かかわらず、挑んだ。つまり前例を覆くつがえす『何か』に心当たりがある。

　ゴォアア!!　と巨竜が吼ほえた。

　ちょっとした岩礁を丸ごと嚙かみ砕くだきかねない巨大な顎が、天からぶーぶーに迫る。首長竜の一撃にも似て浜辺を襲う。だが【イベリコオーク】には届かない。恐るべき脚力で飛び上がると、ぶーぶーは逆に突っ込んできた【サウザンドドラゴン】の頭部へと足をつけて乗り移る。

「あっ！」

　メリディアーナが思わず声を上げる。

　前の戦いでもぶーぶーは巨竜の頭に乗り、頭蓋に『兵へい輝き』を突き立てて勝利宣言を放った。

　だが掌てのひらサイズの【妖よう精せい】が思わず声を上げたのは、ぶーぶーの勝利を確信したからではない。

　直後の出来事だった。




　ぐるんっ!!　と。

　そのまま【サウザンドドラゴン】がバク転でもするように真後ろへ跳ねたのだ。




　繰り返すが、かの巨竜は全長一〇〇〇メートルを越える。

　つまり顎で誰かを咥くわえ、垂直に体を伸ばしただけで相手は高度一〇〇〇メートルまで持ち上げられる。一秒未満のまさに一瞬、気圧差などお構いなし。咥くわえて固定する事はできなかったが、ぶーぶーが頭の上に乗っているなら似たようなものだ。

　水の入ったバケツをぐるぐると振り回すのと同じく、遠心力が働くためぶーぶーが振り落とされる事はない。

　圧倒的な質量の移動が、夜空の空気さえメチャクチャに攪かく拌はんした。

「きゃあっ!?」

「チッ、世話を焼かせる……!!」

　暴風に吹き飛ばされかけた掌てのひらサイズの【妖よう精せい】を、【ストリオーナ】が両手で抱え込む。

　だがここで終わりではない。

　バク転。

　天地を逆さまにし、【サウザンドドラゴン】は頭から海水に突っ込んでいく。

　つまりは、

「まずいぞ……。ヤツめ、ぶーぶーを深海一〇〇〇メートルまで引きずり込むつもりか!?」

　返事は爆音だった。

　沖合一キロ。

　小惑星の落着にも似た、凄すさまじい水のクレーターが全方位へ展開された。

　高度一〇〇〇メートルから、一転して深海一〇〇〇メートル。【サウザンドドラゴン】には文字通り一回のバク転に過ぎないが、ぶーぶーには違う。四メートル弱、人間から見れば巨体だが、圧力の影響を完全に跳ねのける金属製の硬式潜水服のような頑強さはないだろう。

　何より、たとえ圧力に耐えたとしても、そこは一〇〇〇メートルの水底。【サウザンドドラゴン】がぶーぶーを離してしまえば、彼は自力で海面まで戻れない。単純に息が保たないのだ。いいや、仮に猛烈な筋力で極めて短期間の内に一キロの高低差を乗り越えようとすれば、今度は潜水病のリスクが急浮上する。血管内を流れる血液成分が崩壊しかねない。

　まさに八方塞がり。

　雨雲を自在に生み出しグランズニールに破滅と恵みの水をもたらす水害の主。

　その本分を活いかした水みずの牢ろう獄ごくが、最強極まるぶーぶーを取り囲み、吞のみ込こんでいく。

「ぶーぶー、さん!!　いやああああああああああっ!?」

　メリディアーナが、叫ぶ。

　それ自体が大爆発のような怒ど涛とうの勢いで大量の海水が下から上に吹き飛ばされた。あまりにも膨大な水柱と共に顔を出したのは、一〇〇〇メートルの巨竜。そしてその頭には、もう人身豚面の【イベリコオーク】はいない。

　勝者は一人。

　暗闇の底へ引きずり込まれたぶーぶーはどこにもいない。
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「いいや」

　そして最も近くからぶーぶーを見つめ続けてきた少女が、そう言った。

「こんなものじゃ終わらない」
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　異変があった。

　勝ったはずの【サウザンドドラゴン】からであった。

　その巨大極まる首が、頭が、ふらりと揺れる。と思ったら、強きよう靭じんな顎がみちみちと音を立てて開く。そこに竜の意思はない。顎の内側から凄すさまじい力で強引に押し広げられていくのだ。

　そんな事ができるのは誰か。

　答えは決まっている。

「……なるほどな」

　豪華客船と見み紛まがうプールを備えた座礁船の甲板で、ビーチチェアに身を委ねてお腹の上に乗せた子豚のぬいぐるみをさすりながら、気だるそうにその【吸血鬼】は呟つぶやいていた。

　月げつ蝕しよくを自在に操り、衛星一つ分の重力を丸ごと支配する存在、【カリカンザロス】。

　サイドテーブルにはトロピカルドリンクの代わりに、ほら貝程度の大きさに膨らんだ葉っぱの器があった。複数の香草をミノムシみたいに整えたこの器を夜間、家の軒下などにぶら下げておくと朝あさ露つゆが溜たまり、器のハーブと絡からみ合あって冷たいドリンクになる。俗に言う【朝あさ露つゆ茶ちや】というグランズニール名物だが、彼女は朝あさ露つゆよりも潮風を好んでいた。

「高度や深度に伴う膨大な圧力差。平行して発生する酸素残量の問題。普通に考えれば逃げ場はないが、ぶーぶー、そなたには一つだけ特大の心当たりがあった」

　いくつかのハーブと組み合わせると、濃密な血の味と酷似するから。

【イベリコオーク】の首筋に牙を立てられない彼女としては、嗜し好こうにして必需であった。

　そんな【吸血鬼】が気にする事など一つしかない。

「【サウザンドドラゴン】の腹の中。深海圧力を己の武器とするヤツ自身なら潰れる心配もない。内部の圧力は保たれるし、あれだけ膨大な腹ふつ腔こう内ないなら呼吸を維持するだけの酸素も残されていよう。何しろ相手は一〇〇〇メートルを越える巨竜で、かつ、その重量で自己崩壊を起こさないほど強きよう靭じんな骨と筋肉に恵まれている訳だからな」

　脅おびえて逃げずに、前へ突き進んだ者だけがチャンスを摑つかむ。

　だとしても、できるか。

　自らの意思で竜の口の中へ飛び込んで難を逃れるなどと。理論で分かっていても、感情が……いいや脅おびえる魂を押さえつけて実際の行動に移せるか。

「そしてどれだけ硬い竜も体内からの一撃には脆もろい。元々ぶーぶーは外からでも打撃で押し切るほどの腕の持ち主だ。硬い鱗うろこや筋肉を無視して臓ぞう腑ふへ直接響いた衝撃は、殊更重かろうよ」

　見ている前で、【サウザンドドラゴン】がぐらりと横に揺れた。

　ぶーぶーが洞窟のような口から飛び降りた直後、意識の全てを手放すように巨竜は夜の海へ身を横たえていった。
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　ベアトリーチェ達はその結果を見ている事しかできなかった。

　いくらカンスト組とはいっても、介入できるレベルをはるかに超えていた。

「これで……一件落着、って事なんですかね？」

「どこがだよ。【サウザンドドラゴン】はあくまで横よこ槍やりだ。【ケットシー】と【クーシー】のケンカの軸は【カリカンザロス】っていう【吸血鬼】だろ。あいつは基本的に不干渉で騒ぎを治めるつもりはなさそうだし、嵐が過ぎればまたケンカを始めるんじゃないか？」

　フィリニオンとアルメリナがそんな風に言い合っていたが、ベアトリーチェの意見は違った。

「……それはどうかな」

「？」

　最初怪け訝げんな顔をしていた二人だったが、やがて彼女達も気づいたようだ。

　木々を薙なぎ倒たおされ、白い【金こん剛ごう塩じお】の橋も寸断された、ボロボロの暗いマングローブのあちこちで、猫ねこ妖よう精せいや犬いぬ妖よう精せいの気配がある。だが彼らの話し合う内容が変わってきているのだ。

『……やっと終わったみたいだぞ』

『命がいくつあっても足りなかった。本当に危なかった……』

『……戦うって怖いな』

『強いって格好良いと思っていたけど、傍はたから見ればあんなに怖いんだな……』

『……お供え物の問題なんてどうでもいいや。争いを続けるくらいならちょっと我慢して、妥協して、向こうと一緒に祭壇に届け続けた方がマシだ』

　極め付けに。




『『……もうやめよう。あんなバケモノになったら生き物としておしまいだ……』』




　本当に。

　ベアトリーチェは本当に、何かを堪えて唇を嚙かんでいた。

　そうじゃない、そんな話じゃない。何かが間違っていたかもしれないけれど、取った手段は暴力の塊だったかもしれないけど、ぶーぶーも、【サウザンドドラゴン】だって、【ケットシー】や【クーシー】のために頑張ったんだと、そう言いたかった。できなかった。強さに対する恐怖が薄れてしまえば、彼らが再び安易に武器を手に取るのは目に見えていたから。

「……大馬鹿野郎」

　だから、それだけだった。

　誰にも真意が伝わらないよう、断片に断片を刻んだそんな一言しか、搾り出せなかった。
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　誰からも嫌われて。

　誰からも怖がられる。

　そんな【イベリコオーク】の生き残りは、夜の森でポツリと呟つぶやいていた。

　ぶーぶーの家に向かう、二人きりの帰り道で。

「……ぶーぶーは【サウザンドドラゴン】の気持ちがちょっとだけ分かる気がする」

「ぶーぶー？」

　隣を歩くベアトリーチェが怪け訝げんな顔をする中で、ぶーぶーは続ける。

「人の役に立てたら、人から必要とされるかもしれない。ありがとうって言ってもらえたら、ここにいても良いのかもしれない。そんな風に思う時はある。頑張れば頑張るほど空回りして、みんなを怖がらせるのは分かっていても」

「そんな事ないよ……」

「でも、そういう言葉は無理に引き出そうとするものじゃない。返ってくるのが当然なんて考えちゃいけない。自分の気持ちは、押し付けちゃいけない。ぶーぶーはちゃんと分かっている、だからやらない。ありがとうって言ってもらう事に飢えて繰り返すような戦いは」

「……、」

　何も言えなかった。

　違う、違うと連呼するのは簡単だ。だけどぶーぶーとは背負うものが違う。ベアトリーチェ自身、かつてカンスト組として最強過ぎてバランスを崩すなどと煙たがられた。だが彼女は畏怖と尊敬の対象だ。一つ一つの言動は積み重なり、誰もが彼女の言葉に耳を傾ける。嫌けん悪おと恐怖を押し付けられ、積み上げる事ができず、言葉の内容を問わず一律で冷遇されるぶーぶーや【サウザンドドラゴン】とは、立ち位置が違う。反論を許されない強さ。すればするほどみんなが遠ざかる力。『強さに恵まれた』ベアトリーチェが安易に分かる分かると言うのは違う。

「だからぶーぶーはあいつを止めた」

　気づかない。

　ありがとうの存在しない日々が、前提。

　それがさも当然なぶーぶーは、自分がどれだけ哀かなしい事を言っているか気づかない。

「【サウザンドドラゴン】はまた失敗したけど、あいつはきっとあそこで終わらないヤツ。いつかきっとまた立ち上がる。今度は本当にみんなのためになる事をやるって思ってる。だからその時まで待つんだ、待って探すんだ。あいつの中にある、ありがとうって言えるところを」

　うん、とベアトリーチェは頷うなずいた。

　できる事は少ない。

　今の彼女には、こんな言葉をかけてあげるくらいしか思い浮かばなかった。




「ありがとう、ぶーぶー」













　　　メリディアーナの！　お料理レシピ




『【バケツダチョウの大おお卵たまご】のあったかデザート』




　・用意するもの




【バケツダチョウの大おお卵たまご】　一つ

【包み大葉の葉っぱ】　新鮮で水気の多いものを三枚から四枚ほど

　水　適量（火を消す時にも使うので多めに用意しておく事！）

　岩塩　一振り

　干し草、焚たき木ぎなど　適量




　・調理手順





１・【バケツダチョウの大おお卵たまご】を包み大葉の葉っぱでくるむ。

２・柔らかく吸水性に富んだ土を選んで穴を掘る。１の大おお卵たまごを入れたら、【妖よう精せい】の腕一本分くらいの厚みで土を被かぶせ、削った岩塩を溶かした水を上からかけて土に染しみ込こませる。

３・上から干し草や焚たき木ぎなどを置き、点火。

４・焚たき火びの周りで美味おいしい大おお卵たまごの踊りを一曲踊る。（訳注・人間換算で五、六分ほど）

５・地面の火を消して土の中から大おお卵たまごを取り出せば、完成！









　妹へ！

　岩塩の代わりに各種のハーブを浸した水を染み込ませると味に個性をつけられます。私達【妖よう精せい】の場合は【ベニテンゴクバナ】のお花でピリッとさせる事が多いですけど、他の種族の方々にお出しするのは控えましょう。

　また、余った殻はお風ふ呂ろにも使えます。二つに割った殻にお湯を注ぎ、【ミルク椰や子し】や【糖とう蜜みつ草そう】などで整えれば美肌効果もばっちりです！













　　　第二章　異界信仰のホワイトサキュバス
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「……ふう」

　柔らかい女性の吐息が一つ。

　ずぶの素人しろうとでもはっきりと違いが分かるであろう、上質極まる香の匂いがうっすらと鼻に触れる。今ではすっかり見なくなった、冗談抜きに人間国宝に指定された職人達が組み上げた宮大工の技。逆に歴史の息い吹ぶきが強過ぎて作り物の時代劇や大河ドラマの撮影では浮いてしまうなどの伝説さえ持つ、おそらく日本建築の中では最大級の規模を誇る、まさにその一角。

　東とう京きよう赤あか坂さか一等地をごっそりと抉えぐる緑の楽園。

　牛うし頭がしら神じん宮ぐう。

　正確にはその『竜りゆう宮ぐうの間ま』。

『向こう』ではフィリニオンなどと呼ばれているその女性は、【ゲート】を潜って【サインアウト】した途端、色鮮やかな紅白の巫み女こ装しよう束ぞくへと切り替わっていた。とはいえ、彼女はベアトリーチェと違って極端に目鼻立ちは変わらない。ゆるふわの長い金髪を白い筒状の丈たけ長ながで絵え元もと結ゆい。顔を彩いろどるメガネ。ただしそのメガネは瓶底みたいなぐるぐる。メガネの技術も随分向上したが、近視に乱視に色々混ざった彼女の場合、どうしても特注で野暮ったくなるのだ。

　巫み女こ装しよう束ぞくとは多少違和感があるかもしれないが、髪も視力も遺伝なので仕方がない。

（……あと、『これ』も）

　ここだけちょっとうんざりした調子で、彼女は自分の胸元へ視線を落とした。

『向こう』よりも、さらに大きい。元々着物を代表とする和装は大きな胸との相性が悪い、などという話もあるが、巫み女こ装しよう束ぞくだとさらに際きわ立だつような印象がある。

　とはいえ、生まれを呪った程度で成長速度に変化は出ない事など証明済み。

　世の中には、どうにもならない事がある。小五の春から思い知らされっ放しなので、理不尽に憤いきどおるより自分の方で気を取り直すしかない。

「かしこみかしこみ申す……」

　宗教的な儀礼というよりも料理の途中でつい鼻歌を歌ってしまうような『染しみ付ついた』感じで洩もらし、金髪の巫女みこは時代劇の代だい官かん屋や敷しきより広い畳敷きの社やしろの中でスマホを取り出す。

　メールにＳＮＳのコメント、留守番電話。かなり未読のメッセージが溜たまっているのを確認してうんざりする。ほんの二、三日空けていただけでこれだ。中身の方は、全く無価値なダイレクトメール、怪しい無線スポットによるスマホ乗っ取りと【経験値】の外部操作についての注意喚起、神しん道とう系けいの大学の課題に遊びのお誘い、横よこ浜はまサミットの晩ばん餐さん会かい行ぎよう事じに関する打ち合わせ、何でもアドレス帳から引っ張ってくるこのご時世に間違い電話というのは珍しい縁えにしなのでこれは保存しておく。そして極め付けがこちら。




【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェの監視報告に関する督促




　わずかに指が止まった。

　山羊やぎに関する童謡を歌いながらメールは捨てておく。

　何となく出鼻をくじかれたので、手に入れた【経験値】で新たな【魔法】を解放するのは後回し。広過ぎる社やしろの中を歩きスマホでお行儀悪く進み、彼女は一面に響く大だい音おん声じようで語りかける。

「ババ様ーっ!?　ただいま帰りましたよー、ババ様ーっ!!」

『何じゃいうるさいのう、上の娘はどうしてこう出来が悪いのか……』

「ババ様疲れたー。私はすき焼きをご所望です」

『うちの神宮の名前を一度声に出して読んでみい、ばかたれが』

　声は聞こえるが老婆の姿はない。感覚としては天井裏から返事があるのに近いが、そちらを調べても誰もいないのは分かっている。彼女が生まれた時にはすでに『常識』となっていて、これまで一度も老婆を見た者はいない。

　なのに声を放てばいつでも返ってきて、気がつけばお風ふ呂ろは沸いていて、彼女の好きな料理で固めた膳が並べてある。ババ様と呼んでいるが、単純な祖母でもない。本物の祖母は、あれはうちのカミサマだよ、なんて冗談めいた顔で答えたものだった。

　そんな不思議な関係。

（……まあ、伝声管みたいなもので声を伝えているだけなのかもしれませんが）

　それはそれとして。

「牛うし頭がしら神じん宮ぐうって言っても、別に牛の神様を祀まつっている訳ではありませんでしょう？　牛の頭を得る、つまりは解体と牛食。明治時代以降の『新しい文化』の象徴としてこの名を冠に戴いただいているだけで。古き良き『伝統』で固められた宮く内ない庁ちようの、言ってみれば出島。私達がアンテナ役として様々な知識技術を蒐しゆう集しゆうし、文化の連なりを破壊する恐れがないと分かったものを『伝統』の中へ段階的に取り入れていく。そういうお役目だったはずではありませんか」

　その最先端たるものが……つまりは【魔法】。

　異世界グランズニールに入り浸る理由の一端がここにある。

「だったら牛を食べても問題ないというかむしろお肉食べ放題が本流ではないかと思う訳なのですよババ様。そんな訳ですき焼きー」

『まったく、我欲を捨てず屁へ理り屈くつをこねくり回すからバチが当たったんと違うのかね』

「ばち？」

『その無駄に膨らみ切った乳房の話じゃ』

　ババッ!!　とゆるふわ金髪を筒状の丈たけ長ながでまとめたメガネの巫女みこは慌てて両手をクロスに。

　完全ガードの構えだが、それでもはみ出てしまうのがいやに扇情的だ。ついでに言えば巫女みこさんとしてはあんまり似合わなさそう。

「胸は関係ありませんでしょう胸は!?」

『困るぞ、下手に大きくても。このババが歳としを負うごとに辿たどった道を教えてやろうか？』

「地獄!!」

　割と本気の涙目で抗議しても、カラカラという笑みが返ってくるだけだった。一通りからかい終えると、『天井裏の声』はこんな風に切り出してくる。

『ババ達は公安の犬とは違う。何を勘違いしたのか背広の官僚どもが勝手に申し付けてきた【剣つるぎ聖せい女じよ】の監視とかどうでもええ、本業でないもんは適当に流しとけ。……そんな話とは関係なく、グランズニールはどうじゃった？』

「うん」

　この『当たり前』がある事に、ゆるふわ金髪にメガネの巫女みこは感謝していた。

　絶対に口には出さないけど、友人を裏切らないという想おもいを汲くんで背中をきちんと押してくれる、彼女の柔らかいもののために矢面に立ってくれる、『当たり前』の保護者の存在に。

「やっぱり面白かったです。現実なんて忘れてしまうくらいに」
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　ベアトリーチェは奇妙な光景に出くわしていた。

　いつもの森の中、ぶーぶーの葉っぱの家に向かう途中の道すがらの事だった。

　いきなり木々の向こうから鋭い女性の声が響いてきたのだ。

「遅い!!」

　ガササッ！　かささささっ!!　と下草の葉の擦こすれる音おとがいくつか響く。

　眉をひそめてそちらに目をやると、年齢も性別も服装も【ジョブ】もバラバラの男女が複数、少し離れた場所を軽快に疾走していた。木々の隙間や人工的な木板を立てた障害物などを滑るように回避しながら、最短で声を荒げる女性の下もとへと駆けていく。

　白みの強い金髪を三つ編みにし、背中側で大きく輪を作っても腰まで届く長髪が特徴の女性だ。服は西洋喪服に重いブーツを足した感じで、異世界なら珍しくない。あと胸は勝ってる。

（……【召しよう喚かん師し】、いや弓ベースって事は【召しよう喚かん狩人かりゆうど】か。何にしてもレアよね）

「まだ短縮できるはずだ、それに精度も甘い！　一体何のつもりだこれは!?」

　彼らは一抱えの箱を背負っていた。

　その中身を見るなり中心の女性は呆あきれたように息を吐く。

　中に入っているのは、

（……うわあ、【一ひと口くちアヒルの卵たまご】か、もったいない。ていうかぶーぶーが哀かなしい顔をしそう）

　箱の中にぎっしり詰まっているのはピンポン玉よりも小さな鳥の卵。だがその中の二つ三つが割れていただけで、中心の女性は不合格のサインを送る。

「実戦ならば許されない不出来さだ。それからあなた、ここに来るまでに木の枝にくくったリボンはいくつ見つけた？　数と色と場所を正確に」

「えっ……と、あう……その」

「話にならない、一からやり直し!!　実際の【迷めい宮きゆう】では不定期に地形が変化する。そしてわざわざマッピングのためだけに日数を割いていく訳にもいかない。手と足を動かしながら常に地形を把握していき、少しでも変化があれば正確に記録して共有する！　距離は歩幅で測る！　できるまで続けるぞ、さあ散った!!」

　どこかの【ギルド】の基礎訓練かな？　とベアトリーチェは考え始めていた。

　彼女達は衣服の形をした【パーセンテージ】系【魔法】の補助を受けているため、その気になれば素手で中型の【キマイラ】や【グリフォン】を屠ほふるほどの腕力を発揮できる。が、それはあくまでも『元となった身体能力に、％単位で倍率を掛けていくもの』に過ぎない。例えばＳＴＲ×二〇〇％なら腕力は二倍になる。言い方は残酷だが、元の数値が低ければ高倍率の装備で身を固めても宝の持ち腐れになるので、基礎体力の向上は馬鹿にできない項目だ。

　とはいえ、

（……そういうのって、元の世界のフィットネスジムとかでやるものじゃないのかなあ？）

　体に適度な負荷を掛けて筋肉の発達を促すなら、【パーセンテージ】系の補強はむしろ邪魔だ。言ってみれば、パワードスーツを着込んだまま筋トレに励むようなものだと思うのだが……この辺りは【ギルド】の都合かもしれない。例えば、バラバラの国や大陸に在籍するメンバー達ならここでしか集まれないのだし。

　未いまだに不思議そうな顔のベアトリーチェは、ふと中心人物の女性と目が合ってしまった。

　ニコォ!!　と、太陽みたいに眩まぶしくて胡う散さん臭くさい笑みを浮かべ、彼女は頭を下げる。

「どうか今日があなた様にとって善よき一日となりますように」

　そして勝手にお祈りされてしまった。

　その左手の薬指にある指輪が成なり金きんオヤジの金歯みたいにギラリと輝く。

「？？？」

[image: ]

　良く分からないまま、首をひねってぶーぶーの家を目指すベアトリーチェ。

　やっぱり奇妙な出来事と遭遇した、以外に頭へ浮かべる感想はない。

　頭の中が疑問でいっぱいのまま森の中を歩くベアトリーチェは、横合いからガサゴソと茂みの動く音を耳にした。

　やだなあまたさっきのお仲間かなあと思っていたが、違う。

「どうしたベアトリーチェ。お前もご飯を探しに来たのか」

「ぶーぶー」

　ようやくほっと息を吐いて、そして首を横に振った。

「ぶーぶーの家へ遊びに行こうと思っていたんだけど……ぶーぶーこそどうしたの？　でっかい籠を背負っているけど」

「ぶーぶーはこれから野菜台にお野菜を届けるところ」

「？」

　何だか面白そうなのでついていくと、森の中にちょっとだけ開けた場所があった。草原や叢くさむらほどではない。せいぜい人間大のテントを一つ張るにはちょうど良いい、くらいのスペースは、おそらく【テーブルダケ】という馬鹿デカいキノコが土の栄養を全部吸い取ってしまうからだ。……胞子で他の動物の食欲を刺激し、ここで食事をさせる事でポロポロ落ちた食べかすを土に吸収させる、とかいう生態が囁ささやかれているようだが、こちらについては根拠がない。

　ぶーぶーは背中の籠を下ろすと、中に入っていた【ニャンデッタの実】や【糖とう蜜みつ草そう】をそれこそちょっとした食卓くらいの大きさのキノコの上に置いていく。

「これは誰でも取って良いいお野菜」

「……ぶーぶーがボランティアなんて文明人の精神を学んでいる」

「なんか馬鹿にされている気がする。あとボランティアって何だ？」

　言いながら、彼は彼であらかじめデカいキノコの傘の上に置いてあった干し草と蜜みつ蠟ろうを固めて煉れん瓦がのように四角く形を整えたものを摑つかみ上あげる。そのまま籠に入れていく。

「これがあると風が強い日でもへっちゃら。焚たき火びの火が消えなくなる」

「固形燃料か……。ボランティアっていうより物々交換の無人販売所って感じなのかな。でもぶーぶー、だったら手頃な石を積んで竃かまどでも作ってみたら？　こう、コの字に火種を囲むだけでも結構風の影響は変わってくると思うけど」

「ぶーぶーは持ち歩けないほど大きくて重たい家具とかは作りたくない。未練ができちゃう。森の家がなくなっても、すぐに荷物をまとめて出て行けるくらいでちょうど良いい」

「……、」

「痛いっ、ぷきー！　ベアトリーチェ、何でぶーぶーの腰にどすどすパンチする!?」

　そんな風に言い合いながら、ベアトリーチェとぶーぶーは森の野菜台から背を向ける。

　ちょっと歩いた時だった。

　後ろからガサッという音が聞こえたので【剣つるぎ聖せい女じよ】が振り返ってみると、他にも何人かの男女が野菜台に近づくところだった。流れるような金髪に美しい面持ち。同じ人間にも見えるが、両耳は鋭くとんがり、衣服も【パーセンテージ】系の【魔法】のような特徴がない。

　おそらく【エルフ】辺りの【亜あ人じん】だろう。

「また野菜が来てる」

「助かった助かった」

　やいのやいの言っている光景に微笑ほほえましくなるベアトリーチェ。

　だが直後にこうあった。




「森には凶悪な【イベリコオーク】がうろついていますからな。あんなのと遭遇しないように狩猟や採取を行うのは大変なので、本当にこの野菜台はありがたい」




　反射的だった。

　カッとなって引き返そうとした【剣つるぎ聖せい女じよ】の頭を、ぶーぶーの大きな手が上から撫なでた。

　彼は言う。

「放っておいてあげて」

「でもっ、そもそもあの野菜はぶーぶーが!!」

「ぶーぶーが置いたものだって知ったら、誰も取りに来なくなる。だから教えちゃ駄目」

「[image: ～][image: ～][image: ～]ッッッ!!!!!!」

　悔しいが、だがどうにもできないのも事実だ。

　友達が欲しいと言ったぶーぶーの道は前途多難である。

　だがベアトリーチェもベアトリーチェで気づいていない。そんな風に思ってくれる誰かが一人でもいる事が、ぶーぶーにとってどれほど心強いのかを。
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　ぶーぶーの葉っぱの家へやってきたベアトリーチェは、ふと気づいてしまった。

「ねえぶーぶー、何だか最近ものが増えていない？」

　ここのところ、ベアトリーチェはぶーぶーと一緒になって【迷めい宮きゆう】に潜っている。【ギミック】を倒せば貨幣にも使える歯車が手に入るが、これで買い物をしているとは思えない。哀かなしいが、ぶーぶーの見た目で宿屋街を出入りするのは難しいからだ。

　だとすると、さっきの物々交換の無人販売所はそんなに品しな揃ぞろえが豊富なのだろうか。

「そこにあるのは大体【シスター】っていうのが野菜台に持ってきたヤツ。うっかり野菜台の近くで鉢合わせたけど、【シスター】はぶーぶーを見ても逃げなかった」

　言いながら、ぶーぶーは葉っぱの家のあちこちに散らばっているものを一つ一つ指差す。

「これは鉄のお鍋、こいつがあると美味おいしいご飯の種類が増える。こっちのは木の浮き輪、こいつがあれば水に落ちてももう安心」

　あれこれ説明しながら、ぶーぶーは南国に生える大きな葉っぱみたいなもので自分の牙をごしごし擦こすっていた。

「ぶーぶー、それは？」

「ん、これは【シスター】にもらった【刃は物もの研とぎの大おお葉ば】。できるぶーぶーの身だしなみ！」

【イベリコオーク】にとって牙の長さや大きさにはこだわりがあるんだろうか。例えばベアトリーチェの生まれた地球の自然環境でも、ヘラジカなんかの角は攻撃だけでなく同種の間でのアピールにも使うため発達したとかいう話もあるらしいが……、

「【シスター】が言っていた、殿方のアレみたいなものですわーって」

「ぶばふうっっっ!!!???」

　口に何も入っていないはずなのに、ベアトリーチェは何故なぜだか盛大にむせたような呼吸困難に陥る。一方のぶーぶーは小首を傾かしげるばかり。変に質問されてアレってなーにと言われても困るため、全力全開で話題を逸そらしにかかる【剣つるぎ聖せい女じよ】。

「じ、じゃあ、ええと、このキーホルダーみたいなのは？」

「ん。それは【まんまる】」

「？」

　そのまんま過ぎて逆に全容が見えない。ピンポン玉くらいの木の球体に布を被かぶせ、キーホルダーのような細い鎖を繫つなげたモノの使い道は結局不明のままだ。

　微笑ほほえましい光景だが、ベアトリーチェはキリキリキリという歯は軋ぎしりみたいな音を耳にした。音源は驚くべき事に上。ちらりと目をやると、【妖よう精せい】の小さな光点が天井近くを漂っている。

（……あれ？　家財道具を作って恩返ししている【妖よう精せい】がヤキモチ焼いてる？？？）

　微妙な緊張状態とそれに全く気づかないぶーぶー。

　そこへ新たな来客があった。

「ぶーぶーよ」

　ひょっこり顔を出したのは妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】。何やら魚の小骨が喉に引っかかっているというか、調子の出なさそうな声で彼女は尋ねてくる。

「わしの耳かきを知らんか？　方々探し回ったが故ゆえ、残るはもうここくらいしかないのだが」

「ぶー？　そもそも耳かきって何だ？」

「えっ。じゃあぶーぶーって耳掃除はどうしているの？」

　ベアトリーチェが思わず尋ねてしまったが、ぶーぶーは首を傾かしげるばかりだった。それは、まあ、野の良らの犬や猫なんかは一生耳かきしないのだから【イベリコオーク】だってそれでやっていけるかもしれないが、しかしやっぱり【剣つるぎ聖せい女じよ】から見れば驚きの発言だった。

　一方、勝手に入って家探しを始めた【ストリオーナ】は、

「……昨日の夜に……晩飯をねだりに来た時に……コウモリの【ミルク椰や子し】煮にを食ってお腹なかがいっぱいになった後は、そのまま横になってくつろいでいたとなると……そう、しばらく眠りこけていたから、あった、これだ！　わしの耳かき!!」

「ああん？」

　若干めらっとする発言がいくつかあったが、【ストリオーナ】はこっちなんぞ見てない。よほどのお気に入りなのか、あるいは耳の調子が引っかかっていたのか。早速鼻歌を歌いながら耳の穴へ先端を差し込んでいる。

　と、ここで素っ頓狂な声を上げたのはぶーぶーだった。

「ぷきー!?」

「なっ、何だいきなり大きな声を出して。びっくりするではないか」

「【ストリオーナ】が頭のネジを締めてる!?」

「違うわばかもん!!　そんなゆるゆるに見えるのかー!?」

　激げき昂こうする銀髪の少女だが、これはこれでチャンスだとベアトリーチェは考え始めていた。というかぶーぶーの耳掃除をやってみたい。

　そんなこんなで、

「こっ、怖い！　頭の中になんかずぶずぶ入ってくる……!!」

「大丈夫よぶーぶー、動かないの」

「怖いー!!」

　一〇〇〇メートルを越える【サウザンドドラゴン】を剛腕で薙なぎ倒たおすぶーぶーが耳かき一つでぎゅっと目を瞑つぶり、肩と言わず首と言わずガチガチに固くする様子は見ていて微笑ほほえましい。

　……実際には身長差があり過ぎるため恋人同士の膝枕、なんて真似まねはできず、座り込んだぶーぶーにベアトリーチェが背伸びして横から耳の中を覗のぞき込こみ、【ストリオーナ】から借りた耳かきを動かしている訳なのだが。

　明かり代わりの炎の【魔法】が（アホ毛に）あるので奥まで覗のぞくのは苦労しないが、やはり人とぶーぶーでは耳の中も全然違う。

　というか、

「うわっ、すごい。取れる、どんどん取れる！　あはは!!　ぶーぶーすごい、私は金脈を発見してしまったかもしれないよ!!」

「ぶ、ぶー!?」

　パズルゲーム大連鎖に似た歓声を上げているベアトリーチェ。冷静に考えれば汚れが見つかっているだけなので喜んでいる場合ではないかもしれないのだが、こう、お掃除名人のアイデアグッズでタンスの裏や窓のサッシの汚れがごっそり取れていくこの感じは、論理で封殺できるものではない。もっと体感的な快楽や達成感と直結している。

　が、

「あれ？」

「ベアトリーチェ、こんな大事の最中に不思議そうな声出さないで！　がくがく、ぶーぶーの頭の中は一体どうなってしまったのか。ネジ巻き過ぎて爆発するかもしれない……!!」

　そういう話ではないというか耳かき程度で何が起きるという訳でもなく、

「耳かきが、奥まで、届かない……」

「そりゃまあ、わしのサイズだからのう」

「ああもうっ、奥に、まだ奥に！　こんなにもがっつりした金脈が見えるというのに!!」

　ある程度悪わる足あ搔がきしてみたがやっぱりどうにもならない。

【剣つるぎ聖せい女じよ】はいったんぶーぶーの耳から抜き取った耳かきを手の中でくるくる回しながら、

「これはぶーぶー専用が必要かなあ……。宿屋街とかでそれとなく請け負ってくれる【調合】職人でもいれば良いんだけど」
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「できませんよー」

　そしてメガネ牛こと【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンのクソ野郎は全く役に立たなかった。

　宿屋街の酒場兼宿泊所。完全に死んだ目のベアトリーチェが火力系幻覚【魔法】の四角い枠、フィリニオンの文字にでっかく×印を描き込んでいく中で、何やら彼女はわたわたと両手を振って引きつった笑みを浮かべる。

「いやだってカテゴリエラーっていうか私の専門は回復薬ですもん！　【調合】できれば何でも作れるって訳じゃないんですよ？　こまかーく枝分かれしているんです！」

「耳かきは……」

「医療行為じゃありませんっ。三〇分三〇〇〇円で誰でも開業できます」

　それはそれで胡う散さん臭くさい感じが漂っているのだが、今議論したいのはそこではない。

「となると、他によそで【調合】相手を見つけないといけないか。ええと」

「工作系。金属よりは木工、【迷めい宮きゆう】に直接挑むんじゃなくて宿屋街での後方支援、つまり消耗品の売り買いで【経験値】を稼いでいる……特に【細さい工く師し】辺りですかね」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　同じテーブルの空いた席に、どかりと乱暴に腰掛ける顔かお馴な染じみがもう一人増えた。

【殴おう僧そう侶りよ】のアルメリナだ。

「よーう御両人！　一仕事終えてくったくたなんだ。なんか冷たい飲み物奢おごってくれーい」

「ふざけんな、【迷めい宮きゆう】帰りって事は歯車ザクザクじゃない」

「分かってんだろ、【ギミック】だの【トラップ】だの倒したら中身確かめないでとにかく袋詰めだ。細かい仕分けなんか後回しだよ」

　中に多くの【経験値】を溜ため込こんでいる事から、宿屋街では貨幣代わりになるこの歯車。確かに往来でもたもたと袋を漁あさっていたら強盗に取り囲んでくださいと宣言するようなものだ。

「儲もうけが出たのは間違いないんだ、後できっちり返すよ。そうだな……ここは割引、返す時は定価分。これであんたが得する構図の完成だ。とにかくなんか飲ませてくれーい」

「割引？」

「あら、知らないんですかベアトリーチェ」

　フィリニオンまでのほほんと言ってきた。そして【白しろ魔ま女じよ】と【殴おう僧そう侶りよ】は揃そろって懐ふところからなんかキーホルダーみたいなものを指で摘まんで引っ張り出す。

　細い鎖の先にピンポン玉くらいの球体がくっついた……？

「【まんまる】ってんだ」

「そのまんまなんだけど」

　ぶーぶーも持ってたな、と赤いラインと四角い枠を繫つなげると、フィリニオンは再び口を開く。

「でもでも、これを持っているだけで色んなお店で割引してくれたり、裏メニューを出してくれたりってなかなかの厚待遇なんですよ？　特にわらしべ長者【トレード】なんかじゃ必須になりつつあるみたいで。少しでも安く買って高く売るが基本ですからね」

　それ以前にそもそも【まんまる】自体が何なんだと頭の中が『？？？』でいっぱいになっているベアトリーチェだったが、続けてフィリニオンはこんな風に言ってきた。

「ああ、言われてみれば彼女のお店が使えるかもしれませんよ、ベアトリーチェ」

「彼女？」

　そう、ぶーぶーも言っていたではないか。

　森の野菜台の近くで誰かと鉢合わせたと。葉っぱの家にあるのは大体彼女が野菜台に持ち寄ってきたものだったと。

「前に水着を用意してもらった【シスター】。彼女なら特注の耳かきもお願いできるのでは？」
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　謎のキーホルダー【まんまる】と【シスター】がどう繫つながっているというのか。

　疑問は実際に訪ねてみて氷解した。




　火力系幻覚の【魔法】を利用して空間中に呼び出した地図を頼りに進むと、行き着いた先は歓楽街で知られる金脈街区だった。宿屋街と言っても街区によってカラーは結構変わり、人間がどれだけ無駄な贅ぜい肉にくを抱えて生きていくかが見て取れる光景でもあった。

　大仰なカジノに野外劇場や円形の闘技場。北の山々からわざわざ引いた温泉を使った公衆浴場もあったか。頭上を飛び交う複数の影は、アドバルーンに似た鎖付きの巨大風船をコーナーポスト代わりにしたグリフォンレースだ。賭け事に付き物なのか、酒場やダンスホールも多い。ちなみにどれだけ訓練しようが【グリフォン】はあくまで生き物なので、頭上に注意していないと時折特大の糞ふんが墜落してくる事もあるのでなかなか油断ならない。

　遠くの丘に見えるミステリーサークルのような複数の円は、超巨大なダーツ勝負だったか。【魔法】を使って放物線状に鉄柱をかっ飛ばして、命中精度を競い合うギャンブルの一つだ。

　建物で埋める事もできない小さなスペースはハーブ園になっていた。ぶーぶーの畑と比べると大分くたびれている印象がある。フィリニオンが言っていた『人間側の栽培研究』のなれの果てだろう。こんな穴埋めさえ金かね儲もうけの匂いが漂う。

　どこまでも欲望に正直な街並みだった。

　貨幣代わりの歯車が無数に飛び交い、そこに詰まった【経験値】を得られるなら、これもまた【魔法】の習得や【ピース】の獲得という意味では間違ってはいない。だが【迷めい宮きゆう】探たん索さくを忘れ特化し過ぎた稼ぎ方は、どこか歪いびつにも見えた。まるで飛ぶ事を忘れたダチョウのようだ。

「あれー？　さっきも会ったな、ベアトリーチェじゃん」

「……アルメリナは何でこんな所に？　確か【迷めい宮きゆう】帰りでへとへとって話だったよね」

　うんざり声の【剣つるぎ聖せい女じよ】だが、【殴おう僧そう侶りよ】は（僧侶なのに）悪びれた感じもせずに笑って、

「へっへー。だからこそじゃん、せっかく汗水垂らして【ギミック】倒して稼いだ歯車なんだ。ここらで確実な投資ってのをしたくてさ。バカラにポーカー、クラップスにルーレット。テーブルゲームの女王アルメリナ様を舐なめるなよー？」

　これが『自称』だけのスッカラカンなら大笑いだが、現にアルメリナは馬鹿勝ちしすぎて何軒かのカジノで出禁を喰くらっている身の上で、今ではオーナーの顔を立てて適度に負ける事も覚えたとか。まったくこれで【ジョブ】が僧侶系だというのだから少しも冗談になっていない。

「それより金脈街区にやってきたって事は、闘技場の反則女王ベアトリーチェ様の超復活デスマッチの開催って可能性を考えて良いのか？　だったら全額ぶっ込むぞ絶対勝ちじゃん!!」

「やだよ面倒臭い、連中どう考えたって私が負けるトコ見たくて無茶苦茶な対戦カードを仕込んでくるじゃない！　大体、あれは闘技場の連中が目玉イベントを作るためにぶーぶーを捕まえようとしたから頭に来て引ひっ搔かき回まわしてやったってだけなんだから」

　元来闘技場は【迷めい宮きゆう】で破壊した【ギミック】を地上に持ち寄り、組み直して、人間の手駒として再起動できないか試す実験場だったはず。実にならなかったからって形骸化し過ぎだ。

「ちえー。向こうも新しい女王が生まれたらしいけどアンタが出てこないと闘技場はつまんなくてさ。【氷ひよう瀑ばく姫き】だっけ、あいつもベアトリーチェと戦いたくてうずうずしてんじゃね？」

「……さては冗談じゃないな。その内辻つじ斬ぎりでも起きそうでおっかないね」

「その時は私も呼んでくれ。即席でチケットの胴元になってやる」

　あっという間に空気に吞のまれてしまった。

　爛らん熟じゆくにして退廃。

「フィリニオンのヤツはお留守番？」

「冗談。あいつはあいつでグリフォンレースの名手でしょ。図鑑マニアの特徴駆使して、居並ぶ【グリフォン】の血統、筋力やスタミナ、気性にコンディション、みんな当てちまうんだから。毛並と目の色と体臭を調べればどんな餌食ってるのかまで百発百中らしいぜ。後は別口の気象予報に強い連中と手を結んで大空のデータをもらえば敵ナシだな」

　はあ、とベアトリーチェは息を吐く。

　このグリフォンレースもまた、グランズニールの【亜あ人じん】や獣達を飼い慣らして【迷めい宮きゆう】探たん索さくのお供にできないかを考えての研究だったはずだ。結論としてはレア【ジョブ】の召喚系以外はコストが高くて安全性も確保できないとの事。残ったのはレース用の利権だけだった。

「カリカリしなさんなって、息抜きと【経験値】稼ぎを同時にできるならこういうのも悪くないさ。……私は仕事の関係でリアルじゃこういう遊びは難しいからな。グランズニールではせいぜい派手にやらせてもらうって決めているのさ」

　じゃなー、と手を振って立ち去るアルメリナを見送り、ベアトリーチェはどっと疲れが押し寄せるのを感じていた。ここ、金脈街区はそういう街なのだ。とにかく立って歩いて息を吸うだけで人間の欲望を表に引きずり出される。

　だからこそ、か。

　娯楽と賭け事の街に佇たたずむ教会は、アスファルトの隙間に咲く花のように可か憐れんな印象もあった。

　とはいえ、てっぺんに分かりやすい十字架を掲げている訳でもない。

　そして戸口では、植物を編んだバスケットを腕に下げた白い【シスター】がにこにこ笑いながら何かを配っていた。

『あなたは一人ではありません。みんなでまんまるを作るのですわ』

『あっ、【シスター】だ！』

『はいどうぞ。みんなで輪を作って心がまんまるになりますように』

『こんなもんが節約術になるなんてねえ。負けが込んでいるからありがてえが……』

　やっぱり教えの中身も違うようだ。

　首を傾かしげる【剣つるぎ聖せい女じよ】に気づいたようだ、奇妙なほど滑らかな動きで音もなく【シスター】が近づいてくる。ちなみに肌を極力隠す白い修道服だったが、その上からでもはっきり分かるくらいボディラインはメリハリの嵐であった。こっちだって平均よりは上なんだっ、ギリで数ミリだけど!!　とベアトリーチェは渾こん身しんの精神集中に入る。

「【まんまる】です、お一ついかがですか」

「はあ」

　いまいち分かっていない顔でキーホルダーめいた【まんまる】を受け取る【剣つるぎ聖せい女じよ】。

　いわゆる勧誘というか、彼女のシンボルだったのだ。ようやっと四角い枠やラインの中で、ぶーぶーやフィリニオン達を繫つないでいた【まんまる】の項目を埋められる。

「……というかこの前は水着作っていたような」

「あら。またご入り用でして？」

「いやええと水着はいらないんだけど仕事を頼みたいっていうか耳かきの話なんだけども」

「伺いましょう。立ち話も何ですからこちらへどうぞ」

　戸口から中へ。

　娯楽と賭け事の街から、一挙に雰囲気は静せい謐ひつへ。

　教会の礼拝堂を模しているようだが、こちらも宗教的な意匠はない。例えば窓はカラフルなステンドグラス『風』になっているが、神話や伝承のワンシーンを切り取っているようには見えない。ただ色とりどりのガラスをはめ込んでいるだけに見える。

（教会、か）

　特に固定の宗教観を持たないベアトリーチェにとって、真っ先に思い浮かべてしまうのは人生の節目と言われるあの大イベント。

（結婚式。グランズニールにチャペルがあるのなら、うわあ、ウェディングドレスも着られるかもしれない可能性が出てきたんだなあ……）

　一瞬乙女な想像に話が持っていきかかったが、直後に疑問があった。

（ん？　ぶーぶーと？　あの巨体がどうやって白の礼服を？？？　ああ駄目だ、空欄を一個埋めただけで自家生産の理想のビジュアルがどんどん崩れていく……!!）

「それで、ご相談というのは？　炊き出しの準備金になるなら何でも構いません。本日は【調合】ですか、あるいは病気療養ツアーなどで？」

「うん？」

　聞き慣れない単語に眉をひそめると、【シスター】は胸の前で掌てのひらを合わせ、

「わたくしには『向こう』の様子は分からないのですが、どうも、グランズニール内で病気を癒すと『向こう』でも健康体になれるのだとか。物品や生物のやり取りはできませんが、元からある人の体の傷に関してはそのまま継続できるらしくて」

　ああ、とベアトリーチェは頷うなずいた。

　だからこそ森の中の【ギルド】はわざわざグランズニールで筋トレらしき事をやっていたし、逆に大おお怪け我がを引きずったまま【ゲート】で帰還すると悲惨な目に遭う。絶対に【魔法】で回復してから帰還すべし、は基本だ。

「それで、本日はそちらでよろしいのでしょうか？」

「いっ、いや！　ごほんごほん……。もの自体は簡単でね、こう、これくらいの大きさの、耳かきを作ってもらいたいの。サイズは大きいけど雑な感じにしないでもらえると助かる」

　ベアトリーチェが両手で提示したのは【海かい賊ぞく】達たちの腰にあるカトラス大。普通なら首を傾かしげる注文だが、白い【シスター】は特に口を挟まず（大きな）胸の前で両手を合わせて微笑ほほえむ。

「その程度でしたら、すぐに取りかかれますわ。お話を聞く限りですと、滑り止めなど余計な加工は施さず、シンプルさを極めた方が好みに合いそうな気もしますわね」

「ええと？」

「わたくしから良いい職人をご紹介しましょう。ふふ、元はと言えば貨幣代わりの歯車のやり取りで諍いさかいを起こす方々を仲裁するため、【迷めい宮きゆう】の【トレジャー】や【調合】の商品などに正しい【鑑定】をしようと決めただけなのですが」

「ああ、いや」

「そもそも素材をそのまま売るか、複数組み合わせて【調合】商品に変換してから売るかで値打ちは変わりますものね。そうした最高換金率の計算などもさせていただいております。宿屋街から出ずに【経験値】を溜ためる非戦闘系【ジョブ】の方々を中心に困った時は【シスター】だと思ってくださるようで、ご厚意に甘えさせていただいていると言いますか」

「そうじゃなくて」

　宿屋街の人々にとって、【イベリコオーク】は好感情の的ではない。あまり深く突っ込まれても面倒だが、そんな前提を取っ払ってベアトリーチェは思わず疑問の声を上げてしまった。

　が、やはり【シスター】は動じない。

　彼女は自分の髪を覆うフードへ手を伸ばすと、

「みんなで輪を作って心がまんまるになりますように……」

　謳うたうように呟つぶやいてから取り外した先に、答えがあった。

　シスターの肩まであるウェーブがかった銀髪。その両サイド。耳の後ろ辺り。

　まるで山羊のように丸まった角が生えていたのだ。

「わたくしも【亜あ人じん】の一人ですわ、種族は【サキュバス】。こんな見た目なので宿屋街でも受け入れていただけていますが、それができない方々のお気持ちも理解しているつもりでしてよ」

　いささか以上に驚いていた。

　宿屋街は人間の領域。【ブレイクニュース】の一角、【ストリオーナ】が可か憐れんな見た目を利用して遊んでいるのは知っていたが、改めて完璧に溶け込む【亜あ人じん】を見ると衝撃もひとしおだ。

　というか全然【サキュバス】な感じがしない。

　男性を誘惑してベッドに引きずり込み、夢の中で精を貪むさぼるとか何とか、そういうイメージから最も遠い清せい廉れん潔けつ白ぱくな印象しかない。

　まあ、これは地球に住んでいる人間側が自分達の持っていた知識と照らし合わせてグランズニールの住人達に名前を当てはめていっただけなのだから、当の本人からすれば名誉棄損も甚はなはだしい偏見の嵐なのかもしれないが。

（……いやいや、森で会ったお祈り集団とかどこぞのギャンブル狂いより聖職者っぽいけど）

　自らを【サキュバス】と名乗った修道女はにこりと笑って、

「ですからわたくしはあなたの抱える事情について、深くはお尋ねしません。問わずとも分かりますわ、あなたが人間と【亜あ人じん】とを繫つなぐ架け橋となっている事は。そして、そういう事情であれば協力を拒む理由は見当たりません。こうして初見のあなたに角を見せたのも、両者の架け橋たるあなたなら悪いようにはしないだろうと判断しての事でしてよ」

「そなた、は……」

　ごくりと喉を鳴らして、ベアトリーチェは口を開く。

「どうして、こんな事を……？」

　人間の暮らしは便利だが、全ての【亜あ人じん】に心地良さを与えるとは限らない。人間の暮らしに憧れるとしても、わざわざ教会や説法で注目を集めるのはリスクの素になりかねない。諍いさかいを止めるための正しい【鑑定】というのも、吹っかけている側からすれば余計な逆恨みの原因になりかねない。人を利用しサービスを味わうだけなら、【ストリオーナ】のようにひっそりと紛れた方が効率は高く安全でもあるはずだ。

　対して、修道服の【サキュバス】は微笑ほほえんだままだった。

　笑いながら、わずかに影が差した。

「その疑問は、そもそもの発端が違うのです」

「？」

「わたくしが宿屋街へ足を運んだのは、人と出会ったから。距離を縮め、隣を歩いたから。なればこそ、人の目を逃れるのは違うのですわ。私は人の暮らしに憧れているのではなく、人そのものに憧れているのですから」

　何となく、ピンと来た。ベアトリーチェとぶーぶーの関係に近い誰か。それが彼女にもいる。そんな風に直観で思った。

　甘かった。

「とはいえ、人を愛するきっかけとなった殿方はすでに冷たい土の下なのですが」

　かける言葉がなかった。

　人間がグランズニールに来る理由。【迷めい宮きゆう】探たん索さくのリスク。常にそんな可能性があるのは分かっていても、実際に目の当たりにするのは違う。

「だとすると、そなたが教会を開いたのはもしかして」

「人間はこちらと向こうを自由に行き来できますが、何でもかんでも持ち運べる訳ではありませんわ。あくまでも生きている生身の体一つ、後は知識やデータの類たぐいを詰めた【兵へい輝き】のみ。……となると当然、看過できない問題が一つ浮上する」

「グランズニールで死亡した人間の……遺体、か」

　どんな理由であれ、こちらで死亡した者は地球へは帰れない。遺体はグランズニールに埋めるしかない。死んだ後の事、なんて思春期の少女であるベアトリーチェにはいまいちイメージできないが、【迷めい宮きゆう】探たん索さくに関わる以上は明日にでも、いや今日起こり得る可能性の一つだ。

「ですからそうした方々の心の充足と安らかな眠りのため何かできないか。考えた末に辿たどり着ついたのは、やはりわたくし達より一歩も二歩も進んだ人間の行いを真似まねる事にありましたの」

　銀の髪の【サキュバス】は淡く笑う。

「これで正しいのかは分かりませんわ。ひょっとしたらまるで見当違いな独りよがりに過ぎないのかもしれない。ですがどうしても、わたくしはこの地で息を引き取ったあの人のためにできる事を模索してみたかったのですわ」

「間違っている事なんかないよ」

　ベアトリーチェは自然とそう呟つぶやいていた。

「大金を積めば良い訳じゃない。パレードみたいなお葬式をして純金の仏壇を作れば死者が笑ってくれるって話でもない。結果にいくら払ったかじゃないんだ。何をしたいと思えるか、そっちの方がはるかに救いへ繫つながるだろうからね」

「ありがとうございます」

　白い修道服の【シスター】は最初驚き、それからにっこりと笑ってそう答えた。

　直後の出来事だった。




　ガシャン!!　と甲高い音が炸さく裂れつした。

　窓を彩いろどるステンドグラスが、外からの力で激しく叩たたき割わられたのだ。




「!?」

　とっさにベアトリーチェは腰に差したレイピア状の【兵へい輝き】へ手を伸ばし、爆風の壁でもって雨のように降り注ぐ色とりどりのガラス片から【サキュバス】を庇かばう。

　床には握り拳大の石が転がっていた。

　それだけでベアトリーチェの頭が沸騰しそうになる。

　静寂は破られた。

　割れたガラスの向こうから、毒々しい娯楽と賭け事の空気が侵しん蝕しよくしてくるようだった。

「誰だっ!?」

　怒りに任せて叫び、走って、教会の門を体当たりするように開け放つ。

　外は平穏そのものだった。

　木札に焼やき印いんしたチケット番号と大空を飛び交う【グリフォン】を交互に見やる者。勝ったのか負けたのか赤ら顔で何軒目かの酒場に向かう者。貨幣代わりの歯車を詰めた布ぬの袋ぶくろをぶら提さげ、道端で怪しげな投資話に耳を傾ける者……。そんな中に、石を投げた下手人はいない。行き交う人々はいつも通りで、戸口に立つベアトリーチェなど見てもいない。

　だが、だからこそ違和感があった。

（何だっ……揃そろいも揃そろって逆に無関心過ぎる……）

　ガラスの割れる音は耳に残る。普通は事情を知らない人間でも思わず立ち止まり、音源へ目を向けてしまうはずだ。まして屋内にいたベアトリーチェ達ならともかく、屋外にいた人なら石を投げた下手人を目撃しているはずである。別に捕まえろとは言わないが、何のリアクションもないのは絶対におかしい。何かがあった、くらいは分かるはずなのだから。

　だとすると。

　これは。

（知らない、じゃない。知ってて見なかった事にしている。この教会そのものを、空気か何かのように扱って……？）

　群衆の中で、何かがチカッと瞬まばたいたような気がした。

　成なり金きんオヤジの金歯のような、悪趣味な輝き。

　罵声や怒号とはまた違う、ねっとりとした悪意のようなものを感じていた。

　今は石だった。だけど他の条件でも同じように振る舞うとしたら？　例えば刃物や【兵へい輝き】を携えた男達が複数で正面から押し入ったら、その時ベアトリーチェがいなかったら。建物から響く悲鳴や破壊音を前に、こいつらはどんな対応をするつもりだった……？？？

「あらあら」

　ようやく、あまりにも遅く。

　ベアトリーチェの背後から、フードを被り直した【サキュバス】が顔を出した。

「最近多いんですのよね、こういうの。まあガラスくらいなら【調合】ですぐ用意できますから、表の皆さんに怪け我がさえなければ幸いなんですけれど」




　　　　　６




「ぶー……」

　山の中では、葉っぱの家が大震動の震源と化していた。

「ぶごごう!!　ぶぶー！　むにゃむにゃ……犯人は本当に館にいる誰かなのかしら……ぶふふうっっっ!!」

　大物を仕留めて数日は食料に困らない。そういう時は大体日中はお昼寝しているのがぶーぶーのパターンだ。野生動物などはおっかなくて爆心地に近づかないが、一つだけ例外があった。

　この家に居着いている掌てのひらサイズの【妖よう精せい】、メリディアーナである。

「ふんふんふんふーん」

　彼女は巨大なテントのような三角形の家の、その屋根にいた。ある程度弾性のある葉っぱの屋根に【バケツダチョウの大おお卵たまご】の半分に割った殻を埋め込むように置いて、中には適度に沸かしたお湯を注いで、後は美容効果のある【ミルク椰や子し】が蓄えた甘い汁しるで整えれば準備完了。

　何の？

　決まっている、お風ふ呂ろである。

「ふはー、やっぱり露天に限りますう……」

[image: ]

　大おお卵たまごの縁に両肘を乗せ、うつ伏せに近い格好で白い湯に浸つかるメリディアーナ。

【ミルク椰や子し】や【糖とう蜜みつ草そう】の美肌効果は有名で、人間なんかも利用している。チキューとやらの事は知らないが、こちらで肌を磨けば『向こう』でも効果が続くのだとか。

　ちなみに【妖よう精せい】は食物連鎖で言えば下位に位置するため、普通であればこんな見晴らしの良いい場所で無防備に肌をさらすと猛もう禽きん類るいにかっさらわれる。一応うつ伏せになって───つまり気流を読み取る羽は濡ぬらさないように───警戒中だが、いざ『実戦』でどこまで役に立つのやら。やはりぶーぶーの大いびきという究極の安全装置がなければできない贅ぜい沢たくであった。

（……それにしてもあのにっくき【シスター】め、物で心を摑つかむだなんて！　家財道具をひっそり作ってお届けするのは私のご恩返しなんですっ。いいえ、いけないいけない。お風ふ呂ろでリラックスして、本当にぶーぶーさんのためになる事をいっぱい考えなくちゃ。キリキリキリ）

「メリディアーナ」

　と、その時だった。

　絶対安全圏にいる【妖よう精せい】に語りかけてくる声があった。

「全力全開で満喫しているな、メリディアーナ。ある意味羨ましい」

「あっ、モルガン様」

　ひらひらと舞う小さな【妖よう精せい】がもう一人いた。ライム色の髪を頭の後ろでまとめ、オレンジ色の装束を纏まとう、セミに似た大きな羽を持つモルガン。【妖よう精せい】達たちの集落の長老であり、しかもメリディアーナより警戒心が強く滅多に人前に現れない事から、人間達の占い師の間などでは『目撃しただけで吉凶いずれかの大きな前触れ』などと誤解されているようであった。

「メリディアーナ、そして我ら【妖よう精せい】全体に救いをもたらしたぶーぶー殿への挨拶が遅れた。礼を携えるつもりだったが……この調子だと」

「ぶーぶーさんは危機的状況が近づけばいつでも飛び起きますけど、でも逆に言えばぶーぶーさんくらい強きよう靭じん極まる御仁が危機を感じるほどの事をやらないと絶対起きません」

「鋭いのか鈍いのかいまいち良く分からんな。やれやれ」

　モルガンは器用に空中で静止しながら首を横に振って、

「恩義ある我らの都合でぶーぶー殿の眠りを妨げるのも忍びない。今日は礼を置くだけにして、挨拶は後日改めてという事にするか」

「あれ、何か持ってきたんですか。食べ物とか？」

　集落の長老をそのまま行かせる訳にもいかないので、メリディアーナも大おお卵たまごの湯船からいったん出て体を拭き、桃色のワンピースを纏まとって客人を家主の下もとへ案内する事に。

　葉っぱの家の真ん中で、ぶーぶーは仰向けに寝転がっていた。

【イベリコオーク】の体は頑丈なのか、ベッドどころか毛布の一枚さえ必要ないらしい。

「ふむ、これがかの悪竜を退け、悪あしき慣習の鎖を断ち切った英えい雄ゆう様さまか」

「ぶっ、ぶーぶーさんは見た目はおっかないですけど優しい人なんですよ！　その、第一印象ではスーパー分かりにくいかもしれませんが!!」

「別にそんな事考えていない。あとフォローのつもりで相手を傷つける事もある。注意しろ」

　モルガンは適当に言いながらひらりと舞った。

　再び足をつけたのは巨大な豚面の、おでこの辺り。

　その場で膝を折り、頭こうべを垂れて、【妖よう精せい】達たちの長老は深く重たい声でこう告げた。

「挨拶が遅れた。我が名はモルガン、力至らぬ身なれど【ストリオーナ】様より留守を任され【妖よう精せい】達たちを束ねる長老なり。だからこそ皆を代表し感謝を伝えよう。そして形ある礼を。汝なんじが我らのため山と見み紛まがう悪竜に立ち向かったように、我らは汝なんじのため無限の祝福を授けよう」

「あっ!!」

　思わずメリディアーナが口に片手を当てて大声を上げていた。

　跪ひざまずいたモルガンが、そのままぶーぶーの巨大過ぎるおでこにそっと唇を寄せたからだ。

「あー！　あー!!　あーっっっ!!!!!!」

「うるさいぞメリディアーナ、神聖な儀式の最中だ」

「だって、ええと、あの、あれがこうなって、ベアトリーチェさんとの仲もあって距離感測りまくっていた最中にどうしてそうモルガン様が気軽にチュって今ーっっっ!!!???」

「どうしてと言われたところで、我ら【妖よう精せい】にできる事など、労働力を補うか祝福を授けるくらいしかないだろうが」

　はうう!!　とメリディアーナが奇声を上げて両手で顔を覆った。恩返しと言って真っ先に労働力の方へ思考が傾いた彼女は華きや奢しやなふりして案外根っこは脳筋なのかもしれない。

「なっ、ならならなななななら私だってほら【妖よう精せい】の祝福をぶーぶーさんに……!!」

「よせ、今しがた全ての【妖よう精せい】達たちを代表して一度で済ませた。下位に属するお前が重複して祝福を授けると競合を起こしかねない。これ以上は意味がない」

「ヴぁー!!」

　どうにもならなくなって奇声が止まらないメリディアーナ。ちなみにこうしている今もぶーぶーは全力全開の大いびきで起きる気配は全くない。

　微妙にメリディアーナとは論点がズレているモルガンはさして気にした風もなく、

「ぶーぶー殿のためにできる事をと思うのなら言こと伝づてを頼む。いや、人里の事は【ストリオーナ】様の方がお詳しいかもしれないが」

「ヴぁーヴぁー!!　……ヴぁ？」

「人間達の間では【教団】と呼ばれる【ギルド】が不穏な動きを見せているらしい。人里に興味さえ持たなければ大きな騒乱に吞のまれる事はないかもしれんが……何にでも首を突っ込むぶーぶー殿の事だ。お耳に入れておいて損はないかもしれない」

「えと、【教団】……ですか？」

「正直、人間達の神話構造には明るくないが、文字通り宗教色で結束する集団だ。選民思想に基づく排他的行動というお決まりのコースで、我ら【亜あ人じん】への対応も優しいとは言いい難がたい。人は皆平等だが逆に言えば理解できない者を人とは認めない。総評しよう、気をつけろ」
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　泳ぐ魚の影が見て取れる爽やかな清流が垂れ流しの合成洗剤で濁るような、そんな変化。

　あれから数日。

　人間達の活動拠点である宿屋街は、明らかに空気が変わっていた。

「ベアトリーチェ、ベアトリーチェ！」

　店も客もお互い信用ゼロが前提の露店で値切り合戦をする【剣つるぎ聖せい女じよ】を呼ぶ声があった。

　押し殺したような声の主は【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンだった。

　満足な結果も出せないまま、ベアトリーチェはただでさえ狭い通りからさらに隙間のような路地裏に引っ張り込まれる。

　そちらでは【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナが待っていた。

「何なのみんな揃そろって」

「何なのじゃないよ警告に来たんだ。今、宿屋街で大っぴらに【まんまる】見せびらかして歩いているなんてあんたくらいだ、気をつけなって」

「？」

　あんたくらいも何も、つい先日その【まんまる】を見せつけてきたのは彼女達ではなかったか。怪け訝げんな顔をするベアトリーチェに、フィリニオンとアルメリナは互いの顔を見合わせながら、自分達もおずおずと懐ふところに手を伸ばす。

　出てきたのはやっぱり同じ【まんまる】だ。

「大っぴらっていうのがまずいんだ」

「ええ、かなり過激な【ギルド】が動き出したみたいですからね。正直、規模の面でも個人の力でも【教団】とは関わりたくないですし」

「冗談でしょ、【教団】だって……!?」

　思わず大きな声が出そうになった【剣つるぎ聖せい女じよ】の口を、二人の少女が慌てて押さえにかかる。

【教団】。

　多かれ少なかれ、人間達の中で信仰される神話や宗教は『世界の取り扱い』について語る一節がある。あるいは世界を作ったり、あるいは世界を預かる権利をもらったり。扱う領域は様々だ。小さな集落や島から、都市や国家、惑星、宇宙の果てまでひっくるめた全世界。

　だけどここで困った問題が浮上した。

『異世界』グランズニールの存在なんて、どんな聖典や経典にも記されていなかったのだ。

　記されていないならどう扱えば良い？

　ましてグランズニールに関わった人間が、【魔法】なんてインスタントな超常、もっと言えば奇跡を振りかざす存在へと進化を遂げていったとしたら……。

「宗教界はどこも紛糾している」

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナがそっとベアトリーチェの口から掌てのひらを離しながら呟つぶやいた。

「連中にとっては、正直に言ってグランズニールなんて目の上のたんこぶで、なかった事にできるならそっちの方がありがたい。だけど【ピース】だの技術革新だののせいで人類はもうグランズニールを切り離せない。それは今からネットやケータイを全廃して時代から取り残されるようなもんだ。自分達だけ衰退するのは目に見えているから誰もが受け入れるしかなく、だけどその扱いを巡ってみんな揃そろってピリピリしている訳だ。そんな中で台頭してきたのが【教団】。こいつらは筋金入りだ。あるいは前にかち合った【エルキアド】以上かもしれない」

「【教団】の正体は不明です」

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンもまた、肩をすくめて息を吐き、

「世界最大の唯一神系秘匿部門とも、あるいは様々な宗教からグランズニールの存在そのものに不満を持つ者達が結集した超党派とも。何しろ、こちらの見た目はあてになりませんから。宿屋街で大っぴらに鏖おう殺さつを実行しても、そのまま地球に帰ってしまえばお咎とがめなしです」

「そもそもグランズニールでの目鼻立ちは装備品のアジャストに依存してるだろ。こっちに来るたびにバラバラの装備を纏まとえば一回一回新しい顔の出来上がり。ま、普通は【パラメータ】とか好みとかの反映があるしそこまでコロコロ顔が変わる事なんかないはずなんだけどさ」

「……、」

「とにかくシンボルなしの金きんの指輪にご用心、です。彼らは普段は制服を持たず完全に風景に溶け込みますが、例外的に左手の薬指に純金の指輪をはめる事は判明しているので。何でも自分達の神の名を刻んでから溶かして加工し、誰にも分からない形で信仰と結婚するのだとか」

　そうか、とベアトリーチェはようやく納得した。

　妙に違和感があると思ったら、時々目にしていたのだ。衣服の形をした『そういう魔法』ではなく本当に純金の指輪の輝きを。当然、基本的には地球と異世界の間で物資のやり取りはできない……と、『大昔の実験』が結論づけているようだし、わざわざグランズニールで指輪を作り、帰還の際は金庫番に預けているのだろう。

「ま、『左手の薬指』だからって西洋圏出身とは限らねえ。こんな習慣はもう世界中に広まっているし、わざと無関係な文化圏の偽装って線もある。うちらの装備は分厚い装甲から下着まで『そういう魔法』だろ？　なのに純粋な物質としての金きんを纏まとっていたら怪しんだ方が良いい」

　ベアトリーチェは改めて、キーホルダー状の【まんまる】に目をやった。

　そこに込められた、いいや、当人には込める意図もなかった『価値』を、今一度測る。

「フィリニオン、それにアルメリナも。……【シスター】についてはどこまで知ってる？」

「実は【亜あ人じん】で【サキュバス】だったって話ですか？　当人は隠しているつもりですけどバレバレです。公然の秘密ってヤツですよ」

「【亜あ人じん】に【魔法】は使えない。水着だの何だのの【調合】は本人が請け負って知り合いの人間に頼んでいたようだけどな。ともあれ」

　表の騒ぎにアルメリナが言葉を切る。

　路地裏からそちらへ目をやると、粗雑な木の板で作ったプラカードを持った男女が歩幅も荒々しく歩き回っているのが見える。彼らの手にはこうあった。

『化け物お断り』

『人の宿屋街を守れ』

（あっさり感化されちゃって……）

　ベアトリーチェは軽く息を吐きながら、改めて言う。

「……周りに洩もれているって事は、当然【教団】の耳にも入っているリスクがある訳か」

　彼らはどう思うだろう。

　元々地球で生まれた各種の宗教と完全な『異世界』であるグランズニールは相性が悪かった。解釈の問題を巡って紛糾する中で、さらに向こうから新しい宗教が芽生えつつあると知ったら。

　それは異界で死に、髪の毛一本戻れない者達へ安らかな眠りを与える、そういうものだった。人間達を眺めて見よう見まねでまんまるなんてシンボルを掲げる、無邪気なものだった。

　だけど関係ない。

　二つの世界の間で持ち帰れるものは少ない。そんな中で、知識や技術、もっと言えば記憶や情報は数少ない恩恵だ。つまり、宗教や教義も。そしてフィリニオンはこう言ったではないか、地球とグランズニールでは同じ人間でも目鼻立ちが違うから区別がつかない。グランズニール内で何をやっても地球に帰れば追跡できなくなる、と。

　つまり、

「グランズニールで発生した宗教がどこまで広がるか、誰にも把握できなくなる……」

「でもってグランズニールは人の足でも歩いて三日でぐるりと一周できる程度の広さ。ここに世界中の【ゲート】を潜って、あらゆる国家あらゆる人種の人達が集まってきているんだ」

「一昔前は監視不能のスパイ天国なんて呼ばれてもいましたが、そこからさらに派生した印象ですね。グランズニールで何か爆発的流行が起こると、それが世界各地へ瞬またたく間まに持ち帰られる。『起点』を軸に、惑星のどこまで広がるかは誰にも予測がつかなくなるという事です」

　あの【サキュバス】に、侵略の意図なんてなかったかもしれない。

　だけど、ただでさえ自分達の世界だけで紛糾している宗教界からすればそれだけで十分だ。これではもう、全ての【ゲート】を閉じてグランズニールをなかった事にしたところで、向こうから持ち込まれた情報、まんまる教という新しい宗教の拡大は止まらない。

　そういう恐れが蔓まん延えんしたら。

　一刻も早く取り除くべきという意見で大勢が傾いたら。

「くそ……」

　いちいち火力系幻覚の【魔法】で四角い枠や赤いラインを描いている余裕もない。

　ベアトリーチェは思い出す。

　大きな石が投げ込まれた教会。誰も彼もが無関心を装よそおって、衆人環視の中で切り取られたように作られた大きな死角。【教団】という【ギルド】が組織単位で動いたら。あの無関心の檻おりの中でどれほどの暴力が白昼堂々【サキュバス】を襲うというのだ。

　共に寄り添った人間の髪の毛一本さえ、元の世界へ帰してあげる事もできない。

　だからせめて、グランズニールの地で誰にも邪魔されず安らかに眠って欲しかった。

　それだけを願っていたはずだったのに。

「くそっ!!」

「あっ、おいベアトリーチェ？　ああもう関わるなってこれだけ言ってんのに!!」

「彼女にはぶーぶーの耳かきを注文しているの。受け取る前にやられちゃ敵かなわない！」

「分かりましたよお人ひと好よし！　首を突っ込めば良いんでしょう!!」

　結局三人揃そろって走り出す。

　どっちがお人ひと好よしだとベアトリーチェは心の中で思うが、背中を支えてくれる存在への感謝を忘れるほど愚かではない。

　街区ごとにカラーが変わるとはいえ、所詮は【迷めい宮きゆう】探たん索さくの傍かたわらに造り上げた人の街だ。大きさはたかが知れている。少し走れば例の娯楽と賭け事で埋め尽くされた金脈街区に入れる。

　火力系幻覚の【魔法】で金脈街区の詳細な地図を呼び出すベアトリーチェに、アルメリナが根本的な質問を飛ばしてくる。

「けどよ、逃がすっつってもどうすんだ？　さっき言った通りグランズニールは歩いて三日でぐるりと回れる程度の島だぞ。【教団】が人海戦術で狩り出しにかかったら逃げられねえ。【シスター】の正体が【亜あ人じん】って事は、【ゲート】潜って地球にご招待する訳にもいかないしさ」

「でも逆に言えば、彼女はグランズニール育ちだから体内時計の狂いは心配しなくて良い。私達みたいに数日スパンで帰還して体調を整えないと心身に深刻な影響が出るって事はないんだから、時間は彼女に味方してくれるはず」

「それってつまり……？」

「地下に広がる巨大な【迷めい宮きゆう】に身を隠してもらっても良い、どこぞの『ネクスト・ボイジャー』みたいにありったけの食糧を積んで船で外洋に出てもらっても。とにかく容易に捜し出せない環境で時間を稼げば、生存の目も出てくるはず……」

　言いかけたその時だった。




　シュドッッッ!!!!!!　と。

　宿屋街の一角、彼女達の目的の方角から、建物群の頭を突き抜けるほどの火柱が上がる。




　机上の空論でどれだけ勝算を求めても、間に合わなければそれまでだ。

　たった一秒でも、いや一瞬でも。

　手が届かなければ悲劇は止められない。

「ちくしょう!!」
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　その少し前の話だった。

　月夜の晩。宿屋街から大きく離れた山の中腹───奇くしくもぶーぶーの家のある斜面とは反対側───を、西洋喪服に似た青黒いワンピースを纏まとい、左手の薬指に純金の指輪をはめた一群が搔かき分けるように進む。薄いヴェールで面持ちを隠す彼女達の手には、正面に大きくスタビライザーの突き出た、アーチェリーにも似た弓が握られている。そのものではないのは、弓の両端に近接用の短いブレードが装着されていた事と、あくまでも【魔法】行使のための【兵へい輝き】である事も重なっているせいだ。

【教団】。

　それ以上の真実を言葉のヴェールで覆い隠す彼女達の目的地は明白だった。

【フラスコの花園】。深い森の奥の奥、開かれたように一面咲き誇る花畑の正体は、人間には栽培不能であるといわれる【歓喜のベラドンナ】【憤ふん怒ぬのジギタリス】【悲哀のセージ】などなど、稀き少しよう【調ちよう合ごう】素そ材ざいであった。中には効率的に羽虫を集めて花粉を運ばせるためか、ぼんやりと淡い光を放つものまである。頭上を覆うのは半透明状のドーム。おそらく巨大なキノコの類が日光を操り、蒸気の形で水分や栄養を供給する事で奇跡の彩いろどりを成立させているのだ。

「【イレアナ】!!」

　だが【教団】の目的はハーブ類ではない。

　中心にいた一人が声を張り上げる。

　白みの強い金髪を三つ編みにし、Ｕ字に折り曲げてなお腰まで届く女だった。背中の大きな輪を全て解けば、完全に地面を引きずる格好になるだろう。

「我ら【教団】は約定に従い協力を求めに来た！　召喚に応じろ、洗礼受け人の言葉を読み解く力を授けられし獣よ。【ブレイクニュース】の力、今一度我らのために振るってみせよ!!」

　花園が蠢うごめいた。

　風が吹いたのではない。色とりどりの花弁の海から、新しい影が伸び上がったのだ。

　煌こう々こうと輝く満月よりも妖しい、夜の象徴。

　褐色の肌に薄く青みがかった長い髪を持つ美しい乙女。ボディラインをブドウの蔦つたや葉に似た植物で覆い、鳥籠に似たロングスカートの骨組みだけを広げる彼女は身に蘇そ生せいと致死の薬効を同居させ、呪いの叫びで有機・無機を問わず敵対する全てを破壊するバケモノ達の一角だ。

　花園の主、あらゆる【マンドラゴラ】の頂点。

　植物系【ブレイクニュース】。

　名を【イレアナ】。

「……威勢の良いい小娘ぞな。『この地』を守れというかつての願いの延長として、その末まつ裔えいたる貴様らの声に応じているだけだというに」

　この地、『エンターコスモス』。巨大な塔を逆さに突き刺し、不定期に内部構造を作り替える【迷めい宮きゆう】の動きを食い止めようとした、人間達の夢のなれの果て。浜辺に打ち上げられた巨大調査船『ネクスト・ボイジャー』の由来を加味すれば、かつて東西の『大国』達がグランズニールでどのような暗闘を繰り広げていたかを推測するのは難しくない。

　だが一面に献花の咲き誇る巨大な墓標を無視して西洋喪服の女は言った。

「その気はあるのか。本来なら即時討伐のところ特別に猶予を与えられ、我らの右腕となる栄誉を預かるつもりが」

「くっくっ。その柔軟性にどちらの陣営が救われているか、本当は分かっているだろうに」

　含むように笑う【イレアナ】に、周囲がざわりと揺らぐ。

【教団】の尖せん兵ぺい達たちが殺気立っているのではない。

　範囲も密度もさらに大きい。花園一帯が、人間達全体を取り囲む世界そのものが、甚じん大だい極まる戦意と悪意の見えない『圧』でもって、全方位からすり潰そうとしているのだ。

　中心に立つ西洋喪服にヴェールの女だけが、挑むように繰り返した。

「応じる気はあるのか」

「良いいだろう」

　果実の装飾に彩られた、毒にも薬にもなる【マンドラゴラ】の頂点が、軽く指を鳴らす。

　死の花園の『圧』が霧散され、ただただ美しい花弁の海へと戻っていく。

　そして夜が嗤わらった。

「ただし私が動く時は相応の代価が必要ぞな。求めるは清らかなる処女。なあに、品行方正な【教団】であれば調達もまた難しくはあるまい。というより、元々お前達はそのためのデトネーターとして純粋培養されてきたのであろうからな」

「……、」

「お前が欲しい」

　ピッ、と人差し指を少女の控え目な胸に突き付け、【ブレイクニュース】は宣告した。

「魂を持つ逆説を動かさんとするその覚悟を試したい。お前は目的のためにどこまで体を張れる？　まさか自分だけ傷一つないとは思ってはおるまい。納得できるものを提示するのであれば、私もまた全力を振るってみせようぞ」

「それで良いい」

「はっは!!　一秒もないときたか！　確かにこれでは敵かなわんぞな。束つかの間まの遊びとはいえ、いいや遊びだからこそ、全身全霊を込めねば感性を問われかねんのでなあ!!」

　笑っているのは植物ドレスの【イレアナ】だけだった。

　この回答までの早さ。これができるから彼女は【教団】の中心で、それは先代から引き継がれてきて、そして次代へと引き継がれていく『強さ』であった。

「して、己を贄にえとする者よ。お前の名は」

「グルアガッハ」

「では勇猛にして哀れなる女グルアガッハよ、逆説たる私に何を望む」

「今回の仕事は大物狩りではない。つまり【ブレイクニュース】以下の【亜あ人じん】の粛清だ。ただし場所が厄介で、ヤツは我ら人間の拠点である宿屋街に溶け込んでいる。憎まれ役は買ってくれるな？　必要ならば街ごとやれ」

「了解」

　囁ささやき、そして【イレアナ】は息を吐いた。

　誰にも聞こえないように、咲き誇る献花は告げる。

「にしても【亜あ人じん】の粛清か。嫌な響きだ、いつかの【イベリコオーク】の話を思い出すぞな」
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　宿屋街の一角でド派手な火柱が立ち上った。

　パラパラとベアトリーチェ達の下もとまで何かが降ってくる。カジノや闘技場では散々飛び交っている、貨幣代わりの歯車だ。グリフォンレースの準備を進めていた頭上でも翼を持つ怪物達が大暴れしていて、危うく騎手が振り落とされそうになっていた。

　火力系に強いベアトリーチェは即座に破壊の規模を計算してしまう。

「火柱の高さから考えて、指向性でなければＴＮＴ換算で八七キロ。石造りの教会なんて花が開いたように吹っ飛ばされる!!」

「マジかよオイ……。この調子でバカスカやられたら宿屋街そのものがなくなっちまうぞ！」

「いくら【教団】でもここまでやるもんですかね？　宿屋街はグランズニールに関わるあらゆる人にとって重要な拠点です。いくら巨大組織とはいえ、いえ数の力を知るからこそ、人類全てを敵に回せばどうなるかなんて目に見えるでしょうに」

　教会の【シスター】と【教団】の暗闘なら、勝ち目はないと思うかもしれない。

　だがこれが宿屋街と【教団】の大きな戦いに発展し、カンスト組含む総員を相手取っての騒乱に発展したら。少数派と多数派はひっくり返り、【教団】の方こそが狩られる側に追い込まれるような気もするのだが。

　疑問に対する答えは、現場に近づく内に理解できた。

「何だ、あれ……？」

　あちこちに歯車の散乱する通りを走りつつ、アルメリナが黒煙に汚された青空に目をやる。

　いいや違う。彼女の目線の先は高い建物の屋根だ。グリフォンレースの最終ラウンドを告げる鐘しよう楼ろうだったか。縁、いいや角。そこに薄く青みがかった長い髪に褐色の女が立っている。

　その髪が、肌が、内側から不気味な光を放つ。

　両腕を広げて、オペラ歌手のような素振りがあった。

　何故なぜだかベアトリーチェがゾッと背筋に悪お寒かんを走らせた直後。




　意識が爆発した。

　超高周波の『叫び』が宿屋街の一帯を埋め尽くしていったのだ。




　とっさに腰に下げたレイピア状の【兵へい輝き】を起動させたが間に合わない。狙い外しの煙幕を突き抜けて絶叫が耳をつんざき、少女の体は背中から煉れん瓦がの壁に叩たたき付つけられる。頭の中をミキサーで攪かく拌はんされたように思考の連続性が失われ、上下の感覚さえ曖昧になっていく。

「か、はっ……!!　あぐうあ!?」

「っ」

　今度こそ頭上の【グリフォン】達が完全に、落ちる。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが、ふらつきながらも何かを取り出した。回復薬の一種だろう、登山家が持ち歩くような掌てのひらに収まる小さな角瓶だ。いや、その瓶もドラマ撮影に使う飴あめ細ざい工くのビール瓶に似た、薬の一部なのか。キャップを半回転ほどひねってから真上に投げると、空中でひとりでに瓶が砕けて液体と混ざり合い、ぶくぶく泡を立て、一気に清浄な霧が噴き下ろされていく。そしてようやくベアトリーチェ達は吐き気すら覚える壮絶な頭痛から解放される。

　アルメリナが壁に手をついて首を振りながら、

「何した何やった？　頭のぐわんぐわん消えたけど例の『叫び』止まってねえよな怖い!!」

「わざと失敗した回復薬で伝達系を阻害しているんです。普通に考えれば毒ですけどあれを喰くらい続けるよりマシでしょう」

「あの『叫び』って、【マンドラゴラ】だろ。ほら、ぶーぶーの畑を荒らす【ケットシー】達を捕まえる罠わなに使った……。でも街全体を冒すほどの高出力なんて聞いた事もないぞ！」

　アルメリナの疑問に、ベアトリーチェはごくりと喉を鳴らした。

「……【ブレイクニュース】」

　植物ドレスを纏う怪物が、このタイミングで偶然出てくるとは思えない。

　だとすると、【教団】は魂を持つ逆説まで飼い慣らしているとでも言うのか。

「ヤツら、ほんとに真っ向勝負するつもりなんだ。宿屋街の存亡をかけた騒乱も何も、第一波で残らず昏こん倒とうさせてしまえば反撃は来ない。それくらいの大雑把な考えで攻め込んできた！」

　グランズニールに滞在するあらゆる人間を敵に回す。そうは言ってもこの島で人間が利用するのは拠点である宿屋街か地下に広がる【迷めい宮きゆう】の二ヵ所で、あちこち歩いて回るベアトリーチェの方が珍しいくらいだ。分厚い岩盤の下にいる【迷めい宮きゆう】組ぐみは騒ぎに気づかないだろうからひとまず無視して、宿屋街さえピンポイントで先制攻撃できれば大部分を無力化できる。

「【サキュバス】一人確実に殺すためにあらゆる国家あらゆる人種を皆殺し、ですか」

「こりゃ絶対途中で諦めないぞ、さっさと【シスター】を引っ張り出さないとヤバい!!」

　教会は近い。

　急いでラストスパートをかけるベアトリーチェ達だが、【白しろ魔ま女じよ】の薬も完璧ではないらしい。そもそも【ブレイクニュース】の猛攻に耐える術すべがあるだけで十分に僥ぎよう倖こうではあるが、壁や地面に反響し、音の塊が重なり合うところではぐわんと頭を持っていかれそうになる。

　だから、わずかに遅れた。

　最後の角を曲がって教会の前へ。いいやすでに跡地とでも呼んだ方が良いいのかもしれない。教会のあった場所は瓦が礫れきの山になり、隣接する別の建物まで倒壊するような有り様で。灰色の粉ふん塵じんが広がる中、引きずるように表へ連れ出される影があった。

　白い修道服のグラマラスな【シスター】。

　建物自体が吹っ飛んでいるのだ、あれだけの爆発から逃れられたとは思えない。【亜あ人じん】という事なので見た目より強きよう靭じんな可能性もあるが、それにだって限界はある。

　死んだふりをしていれば良かったのかもしれない。瓦が礫れきの山の捜索が始まる前に粉ふん塵じんに紛れて逃げられたかもしれない。

　だけどそうしなかった。

　抱え込んだ両腕の間から、ポロポロと落ちるものがあった。

　キーホルダー状の【まんまる】。この地で倒れ、髪の毛一本拾ってもらえない人間達にただ安らかに眠って欲しかったという、それだけの願いを込めた象徴。それがひび割れた道へ落ちていき、西洋喪服に素顔をヴェールで隠した一団に踏みにじられていく。

「あうっ!!」

　建物の原形を失い、ただ意味のないかきわりと化した壁の前へ【シスター】が投げ出される。半円状に取り囲むように、喪服の女達がアーチェリーに似た【兵へい輝き】を一斉に構えていく。

　浴びせかけられるのは、それ自体が鋭い返しのついた矢のような敵意の言葉。

「神は全ての人を救う」

「つまり化け物などは最初から数に含まれていない」

「【亜あ人じん】如ごときが、人の信仰を真似まねるなどとは笑止千万」

「粛清せよ」

「信仰を踏みにじる者に鉄てつ槌ついを！」

　まるで銃殺刑。

　石造りの教会さえ爆破する威力の【魔法】を自在に操れるなら、彼女がどんな末路を迎えるかは言うに及ばず。集中砲火を浴びればひとたまりもない。

「間に合───ッッッ!!!!!!」

　ベアトリーチェが吼ほえた。

　いいや、吼ほえようとした。

　だがその直前で、ぐわんと頭が揺さぶられる。視界がブレ、思考が乱れる。例の【マンドラゴラ】の【ブレイクニュース】だ。この状況でも動ける者がいる事を摑つかみ、集中的に狙ってきたのだろう。壮絶な絶叫が音響兵器のように【剣つるぎ聖せい女じよ】を無力化していく。

　壁に手をつこうとして、それさえ失敗する。

　地面の味を嚙かみ締しめ、ベアトリーチェは理解できてしまう。

（ダメだ、届かない……）

　直接戦闘最強のベアトリーチェでもダメなら、フィリニオンやアルメリナにも打開はできないだろう。そして彼女達の手が届かなければ、無害な【シスター】がどうなるか。

　詰んだ。

　どうにもならなかった。

　そしてベアトリーチェは因果も前提も覆くつがえして、思わず頭に浮かべる顔があった。

（ぶーぶー……!!）

　直後。

　宿屋街の一角で、冷徹極まる破壊の爆音が炸さく裂れつした。
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　ひょっとしたら、自分のやっている事は間違っているかもしれない。

　死者には想おもいなんて届かないのかもしれない。

　そんな風に思った事は幾度もあったけど、結局【サキュバス】は修道服を纏まとって宿屋街へ流れてきた。自分達とは文字通り住む世界の違う隣人。それでも言葉を交わして感情を共有できる人間。その存在を忘れる事ができなくて、切り捨てる事ができなくて、【サキュバス】は人間も【亜あ人じん】も共に暮らしていけるビジョンを追い求める事をやめられなかった。

　死者は戻ってこないけれど。

　死者の代わりとなる誰かが欲しい訳でもないけれど。




『よお、ベイビー。人間様も捨てたもんじゃねえってのを教えてやるよ』




　始めて会った時、耳にした言葉がもう忘れられない。

【迷めい宮きゆう】探たん索さくも人間社会を覆くつがえす【魔法】や【ピース】も関係ない。人間や【サキュバス】自身の問題でもない。偶然森で無数の頭を持つ竜【ヒュドラ】が小人の【ドワーフ】を襲う場面を目撃し、弱肉強食の営みだと捨て置けたのに、横から肩を叩たたいて笑う獰どう猛もうな男がいたのだ。

　無関係でも助ける。

　赤の他人の幸せを願う。

　大仰な鎧よろいに巨大な斧おのを持って迷わず厄介ごとに首を突っ込む、そんな生き方に憧れたのだ。何故なぜそんな事ができるのかと疑問に思ったのだ。対して、男はわざわざグランズニール内で樽たるを拵こしらえて果実を醸造させたのだろう。自前の一杯を呷あおりながら考えなしに答えたものだった。




『別に大した理由じゃねえさ。人生ってのは有限だ、一分一秒でも楽しく遊び倒したいってのに、いつまでも同じ事でうじうじぐだぐだ悩んでいられるか。だったら多少面倒でも、目についたトラブルってのは解決しておくに限る。ようは、寝覚めの問題ってヤツさ。この一杯だって、勝利の美酒か自棄やけ酒ざけかで味はガラリと変わる。俺は素直な人間だからな、不味まずい酒なんか吞のみたかねえんだよ』




　だから、ついていった。

　グランズニール生まれの【亜あ人じん】達たちならまず近づかない【迷めい宮きゆう】の中にも。意味などなかった。だけど合理のない事に全力を注ぐのが、その男に近づく術すべではないかと思えた。

　一緒に笑った。苦難を乗り越えた。罵り合って髪の毛を摑つかみ合あい、転げ回って仲直りした。

　いつしか彼女は短い黒髪の男の隣に並んでいた。いいや、寄り添っていた。

　ずっとずっと焦がれていたものを、この手で摑つかんだ。

　そんな実感があった。




『ないものねだりになっちまうだろうけどよ、それでもついつい思っちまう。お前にも見せてやりてえなって。俺ん家は小せえけどでっかい桜の木があってさ、花見のシーズンにゃ毎年見た事もねえおっさんどもが酒瓶片手に拝ませてくれって庭に入ってきやがるんだ。桜、分かんねえか。グランズニールにも生えてりゃ良かったんだけどな』




　壁しか残っていない教会の残骸に叩たたき付つけられ、取り囲まれて、無数の洋よう弓きゆう型がた【兵へい輝き】を突き付けられて。『人間』の持つもう一つの顔を目の当たりにし、真っ白な修道服を纏まとう【サキュバス】はうっすらと笑っていた。

　へたり込んだまま、踏みにじられた【まんまる】へ目をやる。

「みんなで輪を作り、心がまんまるになりますように……」

　やっぱり自分は間違っていたかもしれない。こんなものには自分の独りよがり以外何も宿らなかったのかもしれない。誰の安息を手伝う事もできず、ただただ人間のトラブルを誘発させていただけだったのかもしれない。

「……けど、まあ」

　命乞いの必要はない。

　失敗だったのならそれでも良いい。混乱の責任を問われるなら殺されても。

「何もかも上手うまくいかなかったのだとしても、それはそれで」

　人間達のルールは知らない。でもここはグランズニール。死後の世界があるなら、きっと同じ場所へ行ける。人間と【亜あ人じん】でふるいがかけられ別々の場所へ放り込まれるとは思えない。

「もう、寂しがる事はありませんわ」

　だから。

　ここは、笑うべき場面なのだ。

「あなた。今、そちらへ行きますね」

　ゆっくりと息を吐いて、目を閉じようとした。

　直前の事だった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　宿屋街の一角、全ての建物がごっそりと抉えぐれて吹き飛ばされた。




　人間達の【魔法】ではない。

　もっと単純に、単純極まる大質量が地表へ一気に激突したのだ。【サキュバス】の彼女に知しる由よしもないが、さながら大型旅客機の墜落事故のように。手近なカジノや闘技場がまとめて吹っ飛ばされ、貨幣代わりの歯車が大噴火にも似て街中にばらまかれていく。瓦が礫れきに身を叩たたかれ、暴風に舞い上げられて、総崩れになる西洋喪服にヴェールの襲撃者達。真っ白な修道服の【シスター】は最初、何が起きたのか理解できなかった。あまりにもやってきたスケールが大き過ぎて、見上げても見上げても巨大な壁にしか見えなかったのだ。

　それは一〇〇〇メートルを越える黒い竜。

【ブレイクニュース】の一角、【サウザンドドラゴン】。

「チッ！　【イレアナ】!!」

　ヴェールの女の一人が叫ぶ。

　一等高い建物、グリフォンレースの最終ラウンドを告げる鐘しよう楼ろうの屋根にいる薄く青みがかった長い髪に褐色の女と黒い竜が睨にらみ合あう。そして同時に吼ほえた。片や【マンドラゴラ】特有の殺人的な『叫び』に、片や水と雨雲を象徴する巨竜の口から放たれる超高水圧のブレス。中間地点で激突し、霧散され、方向が逸それて……そして竜の一撃は【イレアナ】の立つ鐘しよう楼ろう自じ体たいを容赦なくへし折った。倒壊する石造りの大質量と共に【イレアナ】が消えていく。

　おそらく人間には聞き取れないだろう、超低周波の唸うなりで竜は告げる。

『あの程度でボクと同じ【ブレイクニュース】が倒れるものか。今に起き上がってくるぞ。乗れ、【サキュバス】。その前にここを離れるんだ』

「え、あの……」

『その装束は何かを奉ずるためのものらしいけど、あなたが何を信じているかボクには分からない。人間達との間にどんな違いがあるのかも比べようがない。だからボクはあなたを庇かばう格別な根拠を持っている訳でも、言葉を尽くしてあなたを守れる立場にいる訳でもない』

　でも、と【サウザンドドラゴン】は言葉を切った。

　そして改めて言った。

　かつて自分がギリギリの状況で『間に合った』ように。目の前に立った勇敢なる【イベリコオーク】を見たその時に、感じた事を素直に口に出す格好で。




『今このタイミングで間に合ったのは、きっとただの偶然じゃない。あなたがこの瞬間に生きている事は、きっとそれだけで奇跡って呼んで良いいんだって思う』




　それだけで十分だった。

　手を取り合うには十分な理由だった。

　壁のようにそびえる【サウザンドドラゴン】にどうよじ登るか思案する白い【サキュバス】に竜は尻尾を振った。お尻の方から持ち上げる格好で、お手玉のように背中へ乗せてしまう。

　そしてその巨大過ぎる翼へ存分に風を蓄えていく。

　瓦が礫れきの山を突き破り、【マンドラゴラ】の頂点が再び顔を出した直後だった。

　引き抜かれると絶叫し、下手人を殺害する。

　そんな伝承をなぞらせないよう、今一度全方位に爆発めいた空気の塊を叩たたき出だして、嫌がらせのように瓦が礫れきの塊や貨幣代わりの歯車の嵐を叩たたき付つけ、その反動で【サウザンドドラゴン】は大きく青空へ飛び上がる。
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【ブレイクニュース】の叫び声が途切れた事で、ベアトリーチェ達はのろのろした動きで再び身を起こしていた。

　そして火力系爆発の【魔法】を応用し、自分の声を天高く舞う黒い竜へ叩たたき付つける。

「ナイス!!　そのままグランズニールの島を出て！　地面に根を張る【マンドラゴラ】は海へは出られないし、【教団】は基本的に人間だから数日スパンで往復できる距離しか人海戦術は使えない。そなたの翼で大きく島を離れれば追ってはこられないの!!」







【教団】の青黒い西洋喪服にヴェールの女、グルアガッハは舌打ちした。

【サウザンドドラゴン】や【サキュバス】ではなく、瓦が礫れきの山を睨にらみつけて叫ぶ。

「【イレアナ】!!　攻撃の手を緩めるな！　何のために貴様を駆り出したと思っている!?」

　返事は無線めいた極指向性の音声だった。

『どうでも良いいが、どちらに私という戦力を投入するか考えろ。論点は二つあるぞな。今まさに逃げ出そうとする竜を追うか、このまま宿屋街の制圧を続けるか』

　宿屋街の手を緩めれば、第一波で奇襲された面々は残らず【教団】へ反撃という牙を剝むく。少数派と多数派はひっくり返り、【教団】は劣勢に立たされる。

　ここで【サウザンドドラゴン】を野放しにすれば、【サキュバス】もろとも手の届かない島の外の海へ逃げ切られる。そうは言っても相手は【ブレイクニュース】。【教団】の精鋭とはいえ、人間だけの編成で確実に撃墜できるかは正直かなり疑問だ。

　理解した上で、グルアガッハは即答した。

「よろしい、貴様は竜を追え」

『ハッハ！　総そう叩だたきのリスクを吞のんででも初期目標の達成に舵かじを切るかえ!!　面白い、だが忘れるでないぞ。お前は私の贄にえだという事を。勝手に死ぬのは許さんぞな』







　地上の一帯が星空にも似て一斉に瞬またたいた。

　それらが全て【教団】の人間が青空に向けて放った【魔法】の矢だと気づいた時、数十数百もの色とりどりの放物線が【サウザンドドラゴン】のすぐ横を突き抜けていった。いいや、慌てて身をひねるがいくつかは分厚い鱗うろこの隙間を押し広げる格好で突き刺さっている。まるで空飛ぶ蛇へび。明らかに途中で軌道を曲げて【サウザンドドラゴン】を追撃してくる。

　地上に向けての反撃もできるが、人間達に拘こう泥でいしていられない。すぐにでも【イレアナ】と呼ばれる【ブレイクニュース】が来る。ヤツから少しでも距離を離すのが最優先だ。

『ふふっ』

　明らかに格下の相手から、啄ついばまれるように身を削られる状況。

　しかし、その大き過ぎる背に白い【サキュバス】を乗せた竜は、思わず笑みをこぼしていた。

「？」

『ああ、ああ。やっと分かってきた。やっぱりボクは今まで「ごっこ」遊びしかしてこなかったんだ。ぶーぶーさんみたいに、本当の意味での人助けになんて全然届いてもいなかった』

　竜の呟つぶやきは、どんどん大きくなっていく。

　やがてそれは明確な叫びとなってグランズニールに響き渡った。

『だって分かったんだ。本気の人助けっていうのは理屈なんかいらない。ドロドロしたものを理論武装で封じ込める理由がない！　ああ!!　誰かを守るっていうのは、こんなにも体が軽くて、清すが々すがしくて、何より胸を張れる事だったんだっっっ!!!!!!』
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「やれやれ……」

　山の中腹。ぶーぶーの葉っぱの家のすぐ外では、【ブレイクニュース】の一角である【ストリオーナ】が両手を腰に当てて息を吐いていた。

「未いまだかつてない勢いではっちゃけおって。これでは何のためにわしらが我慢しておるのかサッパリ分からんぞー」

「どうした【ストリオーナ】？　もうこれ焼けちゃうから、このまま焦がしちゃうくらいならぶーぶーが全部食べちゃうぞ」

「あっ！　ずるいぞぶーぶー、わしも【カニだんご】食べたい!!」

　はふはふ息を吐きながら二人してちょっと遅めのお昼ご飯にありつく。ちなみに馬鹿デカい【ばくだんニワトリ】を仕留めて数日は食に困らないぶーぶーだったが、淡水の【かわらカニ】をしこたま【妖よう精せい】達たちから贈られたので先にこっちへ手を付ける事になったのだ。何しろエビカニ系は足が早いので、急いで食べないとあっという間にダメになってしまう。

「ベアトリーチェに言われたから、ぶーぶーはお野菜も食べてみようと思う」

「偉い事だのう」

「他人ひと事ごとじゃなくて【ストリオーナ】も」

「だが押し付けるのは良くない！　あー！　わしの皿をてんこ盛りにするでないぶーぶー!!」

　軽めに泣きが入った【ストリオーナ】だが、とりあえず皿に乗ってるものは全部食べる性分らしい。ぶつぶつ言いながらも手は止めない。

「そういやぶーぶーよ、お前は【教団】については知っているか」

「ん、【妖よう精せい】の書き置きがあった。【教団】には気をつけてって」

「分かっていれば良い。……しっかし連中も本音と建前というか、信条と利害というか、もうちょい滑らかに繫つなげられんのかのう。前は貨幣代わりの歯車の流通中心地だった金脈街区のカジノを牛耳る事で膨大な【経験値】の独占にかかろうとした話もあったと聞く。まあ、その件はギャンブル狂やら闘技場の女王やらが突如暴れ回ったので立ち消えになったらしいが」

「結局何がどういう事？」

　ぶーぶーが首をひねると、葉っぱ系の野菜で【カニだんご】を包みながら【ストリオーナ】は先を続ける。

「表向きは宗教界の紛糾だのグランズニール初の新宗教が逆輸入される危機だの叫ぶが、ちょいと裏をつつけばボロが出る。いわく『剣と魔法の異世界をネット通販が無双する』そうだ」

「うん？」

「ぶーぶーにはちと分からんたとえだったかのう。ぶーぶー、お前はベアトリーチェ達にくっついて【迷めい宮きゆう】に潜っているだろう？」

「とにかくお腹なかがすいて困ってしまった。ぷきー、生き物が全くいない地下なんてやっぱりおかしい。水も空気もいっぱいあるのに……」

「裏を返せば事前準備がなければ【迷めい宮きゆう】には潜れん。携帯食糧はもちろん、磁石、ロープ、明かり、それに各種の【調合】材料。衣服や寝具含め大部分を【魔法】で補うとはいえ、やはりゼロから【迷めい宮きゆう】に入るのは自殺行為。……となれば、『そこ』を押さえてしまえば【迷めい宮きゆう】探たん索さく全ぜん体たいを牛耳る事ができるようになる」

　黒いリボンワンピースの少女はカスタム【カニだんご】を頰張って、

「今の宿屋街は個人商店の集まりに近い。個々得意の品を持ち寄って取引するだけ。原始的で健全な経済活動だな。だがここにフランチャイズのノウハウを持ち込めばどうなるか。ヤツらはマンパワーにものを言わせて常に【迷めい宮きゆう】内ないに一定間隔で人を立たせ、さながら距離の長いバケツリレーの感覚でどこにでも商品を運ぶらしい。不定期に形の変わる【迷めい宮きゆう】の中で、わざわざローテーションを組んで誰が休憩・帰還しても常に穴が空かないよう気を配ってな」

　この場にベアトリーチェがいれば、声を上げていたかもしれない。

　彼女が森の中で見た【ギルド】の訓練は、つまり足場が不安定で【ギミック】や【トラップ】で溢あふれた【迷めい宮きゆう】の中で迅速確実に商品を運ぶためのものだったのだ。

「一見して便利なサービスだが、人間の危機感が足りなくなれば宿屋街での事前準備もおろそかになる。困ったら【迷めい宮きゆう】内で補充すればいいや、と。だが【教団】も利害を持つ一組織。土ど壇たん場ばのギリギリを狙って事故を装よそおい、配送を遮断すれば【迷めい宮きゆう】の奥でそいつは孤立し、命を失う。……若干の偶発性はあるが、『確率論の殺人計画』程度は組み上げられるだろう」

　そして、と彼女は付け足す。

　まだだ。ここまで行ってもまだ終わらない。

「優れた人気を持つ一系統のグループが席せつ巻けんすれば、宿屋街の個人商店には太刀たち打うちできない。あっという間に閉店、廃業に追い込まれ、物流と供給は一本化。まさしくモンスター組織に支配されるという寸法だな」

「ぷきー？　つまりどういう事？？？」

「おっと、難しかったか。ようは水も食糧も全部一人が牛耳って、そいつに嫌われた者は一滴も飲めなくなる時代がやってくるって話だよ。こうなったら自由な【迷めい宮きゆう】探たん索さくなんて夢のまた夢。みーんな【教団】とやらの都合の良いいスケジュールを吞のむしかなくなる。【魔法】の習得は人間社会を歪ゆがめる【ピース】の獲得と同義だ。つまり、【教団】が自由に人間社会を曲げる究極の独裁システムの始まり始まり、という訳だな」

　ぶーぶーは首をひねった。

　彼は素直に言った。

「独り占めは良くない」

「その通り。だが利便性は究極の甘い毒だ、分かっていても切り離せん。わずかな準備不足が命に関わる状況で不買運動もないだろうしな。ぶーぶー、あれだけ火を恐れていたお前が、こうして焼いた肉の味を覚えたのと同じだ」

　ぶー、と【イベリコオーク】は唸うなりながら焚たき火びを木の棒でつついていた。焚たき木ぎの他に野菜台でもらった四角い固形燃料も投じているため、今日の火勢はいつもより安定している。

　長い銀髪に黒いリボンワンピースの少女は素直に笑ってから、

「つまり【教団】……というか、その上はそんな思惑を掲げておる。大方、探索準備の完全フランチャイズ化を進めるにあたって、影響力のある個人や集団を懐柔するか恫どう喝かつするかで地じ均ならししたいというのが本音なのだろう。【調合】依頼を仲介する例の【まんまる教】はそいつに引っかかった。とはいえ、作物を啄ついばむ小鳥が憎くて畑を燃やすとは正気の沙汰とは思えんがな。上の連中とやら、果たして本当に【教団】の手綱を握れておるのやら……」

　がつがつと遅めの昼食を貪むさぼりながら、【ストリオーナ】はそんな風に言った。

　親指の腹をぺろりと舐なめて、

「さて、これ食ったらわしも出るか」

「ん？　お出かけするのか？」

「例の【サウザンドドラゴン】が白い修道女を背に乗せて飛び回っておる。【教団】が放った別口の【ブレイクニュース】、【イレアナ】も込みでな。正直捨て置いても構わんが、わしは最初に言った。……この【ストリオーナ】のテリトリーを踏んだ者は直々に潰して回ると」

「ぷきー、みんなケンカは良くない」

「全くその通りだが、無用なケンカを繰り返さんために角を突き合わせる必要もあるのだ。してぶーぶーよ、お前はどうする？　ベアトリーチェ達が火消しに走っている部分がやや引っかかるが、ぶーぶーには率先して関わる理由はなさそうだ」

「ん」

【イベリコオーク】は【カニだんご】に息を吹きかけてちょっと冷ましながら、

「ぶーぶーはちゃんと分かってる、【ブレイクニュース】はどいつもこいつもおっかないって。そんな簡単にケンカとかしたくない」

「うむ、殊勝な心がけだ。これからもわしら最上位存在を恐れ敬うが良よい」

　よっこいしょ、と微妙にババア臭い声と共に【ストリオーナ】は立ち上がる。スカートのお尻に小さな手を伸ばすが、ぶーぶーがまだ食事中なのを見てパンパンはたくのはやめたようだ。

「わしのテリトリーはわしが守る故ゆえ、ぶーぶーは大人しくしていろ。ただし【イレアナ】を見かけた時は迷わず逃げろ。家財道具を気に掛けるな。辺りの森が急速に枯れるかもしれんが仕様だ。パニックは起こさぬよう、慌てず騒がずな」

「ぶー？　どういう事？？？」

「ヤツは【マンドラゴラ】、植物系の【ブレイクニュース】だ。本気出すと絶大な力を発揮するんだが、その源は土壌の栄養分。つまり一気に吸い上げる。可能な限り瞬殺してチャンスを与えぬようにしたいが、一〇〇％の保証はできん」

　ぶーぶーは【カニだんご】を手にしたまま、あちこちを見回した。

　小鳥のさえずりに吞のん気きな蝶ちようが【イベリコオーク】の頭上をゆっくりと舞う中、彼は言う。

「森がなくなったら困る。ぶーぶーも食べていけなくなる」

「最善を尽くすよ」

　つまり何の保証もしないが無条件に信用しろという奇跡の言葉であった。

　でもってぶーぶーに奇跡は通じなかった。

「【イレアナ】は森を枯らしてまで何をしようとしているの？　そんなにケンカが楽しいのか。その【シスター】っていうの、そこまで悪い事したのか？　森の中でぶーぶーと出くわしても怖がらずにお話ししてくれたのに」

「知らんよ」

　呆あきれたように言って、【ストリオーナ】は両手を腰に当てた。

「【ブレイクニュース】も色々だが、ヤツは言葉や知性以外の理由で計り知れん。人に頼まれて暴威を振るう……言ってみれば、純粋な傭よう兵へいパターンか。今の雇用主は【教団】のようだから、ヤツにとって食指の動く報酬を提示できたという話なのだろう」

「それは、食べるために必要なもの？」

「元々ヤツは植物だ、陽の光を浴びて土に刺さっていれば生きていける。何であれ娯楽と享楽の産物であろう。ヤツは食物連鎖コンプレックスだからな、高次生命と人生の贅ぜい肉にくを履き違えておる節もある。……正確な契約内容は知らぬが、大方『オンナ』絡からみであろうな」

「……、」

　ぶーぶーの手が止まっていた。

　食べかけの【カニだんご】もそのままに、彼は困った顔で言った。

「ぶー。つまり【イレアナ】は理由もないのに【シスター】に意地悪しようとしているのか？　しかも、それが終わってもまだ何かあるのか？」

「挙げ句、邪魔立てする【サウザンドドラゴン】を落とし、ベアトリーチェ達を薙なぎ倒たおし、辺りの森を枯らしてまでな。ま、わしらは根本的に逆説。正論なんぞは似合わん。火事場泥棒程度の利はあっても、その本分は害の一色の方が性分に合ってはいるが」

　そこまでだった。

　がつがつむしゃむしゃ!!　とぶーぶーは残る食べ物を全部平らげると、傍かたわらに置いたものを摑つかむ。【兵へい輝き】。丸太か鉄骨と見み紛まがう塊を振り下ろし、焚たき火びの炎を踏み潰すように消火する。

　立ち上がって彼は言った。

「ぶーぶーも行く」

「理由を尋ねようか」

「その【シスター】っていうの、ベアトリーチェ達のために水着を作ってくれたって前に聞いた事がある。それがなかったら【カリカンザロス】とお話しできなくて、【ケットシー】と【クーシー】の件は間に合わなかったかもしれない。人間達の宿屋街にいる内はお話しできないって思っていたけど、今なら別。ありがとうって言う前に倒されるのは防ぎたい。ましてそれが、食べるために必要のない行為なら食い止めたい」

　それに、と彼は小さく付け足して、

「……ぶーぶーの時には間に合わなかった。【亜あ人じん】の粛清とかいうので集落のみんなはやられてしまったって話を聞いた。でも今度は違う。生きるため、食べるため。それ以外の理由で命を奪われそうになっている【サキュバス】に手が届く」

　ふむ、と【ストリオーナ】は鼻から息を吐いた。

　何か気に入らないらしい。

「もっとストレートに言えよ。【イレアナ】の横暴にブチ切れたからぶっ飛ばすって」

「ぶー？」

　ところが、ここでぶーぶーは首を傾かしげてしまった。

　流石さすがに予想外のリアクションに目を丸くする妖よう精せい達たちの女王に、彼は続けてこう言ったのだ。




「ぶーぶーは別に【イレアナ】が憎い訳じゃない。止められるならあいつも止めたいだけ」




　今度こそ。

　今度の今度こそ、長い銀髪に黒いリボンワンピースの少女は頭が真っ白になった。

「ふはっ」

　そして、笑う。

　場違いにも、戦いくさの最前線を前にして、【ストリオーナ】は盛大に笑う。

「はははっ!!　面白い、気に入ったぞ！　最強という位、その冠がもたらす長生に飽きる事もあれど、こういう心地良い裏切りがあるから人生は捨てられん!!　良いいぞぶーぶー、ならば此こ度たびの主導はお前に譲ろう。好きに命じよ、予定調和の外にあるものをわしに見せておくれ」

「ん」

　巨大極まる【兵へい輝き】を手にし、親指の腹を小さく舐なめて、ぶーぶーは戦場を見据えた。

　青空を舞う漆黒の竜を。

「それなら、まずあそこまで行く手段を」
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　真っ白な修道服を纏まとう【サキュバス】を乗せた漆黒の竜が大空を行く。

　たっぷり陸の島を縦断するコースだが、急激な方向転換は無理だ。莫ばく大だいな慣性Ｇが【シスター】を苦しめるし、真後ろから膨大な数の光の矢に追われている。可能な限り減速は避けたい。

　地上から流星雨のように放たれる光の矢が胴体や翼に何本も刺さっているが、致命傷には至らない。仮に毒が塗ってあったとしても、一〇〇〇メートルを越える巨体だ。一般に薬物の致死量が体重をベースに計算される事を考えれば、矢毒程度で墜落するものではない。

　だがそれは体の問題だ。

　心の方を抉えぐるため、突き刺さった矢が蠢うごめく。

　上下左右に延びた四枚の矢羽。全体をもって十字を作るその矢に力が宿り、矢羽が規則性をもって振動する。それは瞬またたく間まに明確な人の声を紡つむぐ。

『魔女を殺せ』

『善を騙かたり悪あしき種を蒔まく魔女の心臓を引きずり出せ』

『与くみする者も引き裂け』

『殺せ』

『一度でも卑いやしき種を植えられた者は救われない。全て殺せ!!』

　ぐっ、と【サキュバス】が唇を嚙かんだ。

　だが彼女が何か言う前に、【サウザンドドラゴン】の方こそが、吼ほえた。

『……何が正義の味方だ、どこが教えを授ける一団だ。あなた達の目には！　居場所を奪われて涙を堪えている女の子の顔も見えないのか!?　その心の傷が分からないというのか!?』

「……、」

　だから、その修道女は何も言わなかった。

　ただそっと竜の鱗うろこに手をやり、そして優しく身を寄せた。

　その時だった。

『ジジジザザ！　何とも勇ましい事ぞな末席。人の知に触れ騎士道にでも興味を示したか』

　声質が明らかに変わった。

　そして自らを末席と呼ぶ連中に、【サウザンドドラゴン】は心当たりがある。

『同類か!?』

『その一言がすでに不遜。見るべき場所も間違っている。こちらぞな』

　チカッ！　と何かが瞬まばたいた。

　はるか後方に流れた人間達の宿屋街ではない。真逆。進行方向から迫りつつある、冠に白雪を携えた山々のてっぺんであった。

「な、ん……っ、早い！　どうやって!?」

【サキュバス】が思わず息を吞のんだ時だった。

　一〇〇〇メートルの巨竜は相手の出方など待たなかった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　大口を開き、超高水圧の水のブレスでもって、山頂ごと標的を切り飛ばす。




　標高が削り落とされた。

　天を貫く槍やりの、折れた穂先。そこをギリギリで【サウザンドドラゴン】は突き抜けていく。

　確実に仕留めた。その確信があった。

　にも拘かかわらず、

『ジジジ、いやはや何とも素晴らしい』

『そんな……どうやって!?』

『そのブレス、完全無補給で実現するとはな。そもそもお前の巨体ではまともに栄養補給すればあっという間にグランズニール全域が干上がる。外海で魚介類を専門に喰くらう可能性もあったが、ならば陸地に寄りつく理由もなくなるぞな。お前は腹の中で【火精サラマンダー】、【水精ウンディーネ】、【風精シルフ】、【土精ノーム】、一式揃そろえて大量に飼い慣らし、そこから無尽蔵のエネルギーを得る。表面上の食事行為はそいつらの餌に過ぎん。まったく良く考えたものよ。その分なら、燃料を大量消費すれば各【属ぞく性せい】ごとの防壁をも張れるのではないか？』

　驚きよう愕がくと疑問。

　その直後に巨竜の頭が、三半規管が、凄すさまじい勢いで揺さぶられた。

『があ……ッ!?』

『聞こえているか末席。よもやこの私が、たかだか殺人音波をばら撒まく程度で【ブレイクニュース】の仲間入りを果たしたなどとは思っておらんぞな？』

　見えざる音の槍やりが、一斉に黒い竜を狙う。

　そう、

『私は【マンドラゴラ】、食物連鎖では下位に当たる植物系の【ブレイクニュース】』

『っ』

『だが喰くわれる一方の草花がどうして絶滅せずに陸を埋め尽くすか、図ずう体たいばかりのお前の足りないオツムでも理解はできるぞな？』

『っっっ!!!???』

　それこそ、【教団】とは比べ物にならなかった。

　眼下の陸地、異世界グランズニール。その島の全てから、均等に瞬またたくような光が生じる。

　星空の絨じゆう毯たんから、全ての力を一点へ集約するように。

【マンドラゴラ】の攻撃準備としての発光。

【ブレイクニュース】の超高周波の槍やりが、迫る!!

　自らの叫びすら聞き取れなかった。

　攪かく拌はんされる頭は背に乗せた【サキュバス】の事さえ気に掛ける余裕を失う。空中でバランスを失い、高度を下げ、ぐるりと錐きりをねじるように巨体が回る。

『……我ら、グランズニールの薬草類は【万ばん能のう種だね】より生じ、水や土壌など生育環境によって咲かせる花やつける実を大きく変える。賢人が育てれば妙薬に、俗人が育てれば雑草に』

　そんな中で。

　唯一余裕で満たした女の声が、ただ響く。

『一点だけ褒めて遣わす、末席。お前の丸々太った血肉から生じた私はなかなかの出来ぞな』

『お、まえ!?』

【イレアナ】は、いくらでも増える。

　それこそ植物の強みである事を世界に誇示する格好で。

　めきめきめきめき!!　と異音が炸さく裂れつした。

【教団】が放った光の矢の一本。鏃やじりに込められたのは【魔法】でも矢毒でもなかった。ただ一つの小さな種。それを突き込み、鱗うろこを割いて、竜の血肉を吸うために埋め込んできたのだ。

　そして成じよう就じゆする。

　黒い竜を吸ったためか。磨かれた黒曜石のように輝く常とこ闇やみの地肌に、赤く燃えるような髪。植物の蔦つたのドレスを纏まとう女の全身が、【サウザンドドラゴン】の鱗うろこや肌を引き裂き世界へ立つ。

　どれだけ振り落とそうとしても無駄だった。そして【マンドラゴラ】には有名な特性がある。

　引き抜かれた際に絶叫し、耳にした者全ての魂を抜き取る。

　致死圏内に両目を見開いた白い【シスター】がいた。

　にい……と粘つく笑みを浮かべ、【イレアナ】は目一杯大きく息を吸い込む。

[image: ]

　絶叫が放たれる。

　その一瞬前の出来事だった。




「お前、良く耐えた。後はぶーぶーに任せておけ」




　耳にした全員の目が見開かれた。

　丸々太った巨体が、切り裂くような空中でサウザンドドラゴンの頭と交差した。

『ぶーぶー、さん……!!』

　言葉で応じる必要はない。

　そのまま宙を流れる。白い【シスター】との間に割って入ったぶーぶーは、着地の勢いも殺さず、半ば砲弾のような勢いで【イレアナ】への攻撃のアクションに移る。

　ゴッガッッッ!!!!!!　と。

　丸太か鉄骨と見み紛まがう【兵へい輝き】がその腹へ振り回され、溜ため込こんだ空気を全て吐き出させる。

「ちぃ!!　【亜あ人じん】か、どうやってここまで上がってきたぞな!?」

「お前が気にするのはそこじゃない」

　ぐるんと大きく【兵へい輝き】を回し、その平たい先端を突き付ける。

　見た事はないだろうが、まるでスラッガーのように彼は低い声で宣言する。

「ぶーぶーはここへ来た。間に合わせた。【亜あ人じん】の粛清だの何だの、生きるためにも食べるためにもならない殺しなんか絶対に認めない。【シスター】は絶対にやらせない」

「絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆ如ごときが魂を持つ逆説に意見するとな」

「ぶーぶーは大おお飯めし喰ぐらいだぞ。ぶー、齧かじられたくなければ引っ込んでろ、お野菜」

「……ほう、一丁前に吼ほえるか」

　磨き上げられた黒曜石のような女が、ゆるゆると息を吐いた。

　その両目だけが、爛らん々らんと紅ぐ蓮れんの輝きを灯ともしていた。

「ならば味わえ、死の食感を。その出自への多少の憐あわれみは溢あふれる怒いかりが拭い去った。この身は魂を持つ逆説【ブレイクニュース】の堂々たる一角にして【マンドラゴラ】の頂点、【イレアナ】。愚おろかなる屍しかばねを土に還かえして喰くらってくれるぞな！」
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「ふむ」

　長い銀髪に黒いリボンワンピースの少女型【ブレイクニュース】は、青空を見上げて両手を腰に当てていた。

　傍かたわらには巨大な木製のスプーンのような機材をシーソーに似た関節で固定し、丈夫な植物の蔦つたで繫つなげた……へんてこな設備が鎮座していた。

【ストリオーナ】はこう呟つぶやいていた。

「……ひとまず、カタパルトは成功といったところかのう」

　攻城兵器の一つに、縄や蔦つたの反発力を利用して大きな岩を遠くへ飛ばす、カタパルトというものがある。歴史的には火砲より前の時代の兵器だ。かつ、グランズニール内にある物資だけでも火砲を作れる事は、先日の軍隊系【ギルド】の【エルキアド】で実証済み。なら『それ以前』の技術であれば叶かなえられるのも道理である。この辺りは人間達の宿屋街で話を盗み聞いている【ストリオーナ】の知識と、手先の器用な【妖よう精せい】達たちの腕の見せ所だ。

　でもって、カジノ街として有名な金脈街区の丘には大きな円をいくつも描いた超巨大ダーツがある。あれも元々は宿屋街全域を外から迫る【ブレイクニュース】から守るための投とう擲てき兵へい器きを作れないか、という研究が見事に失敗した、風化の名残なごりらしいのだ。

　とはいえ、辺りをひらひらと舞う掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナは青い顔をしていた。

「あわわあわあわ本当に飛んでいっちゃいましたよぶーぶーさん！　まるで絵本の中の世界みたいに!!」

「一応計算済みだ。生身の人間程度なら射出の衝撃でバラバラだが、ヤツは【サウザンドドラゴン】に振り回され一秒未満で高度一〇〇〇メートルまで持ち上げられても生き残ったし」

　そして問題は【サウザンドドラゴン】の広大な背だけに留とどまらない。

　ざわりと周囲の森が蠢うごめいた。

「……わざわざそちらから出向くとは都合が良いい」

【ストリオーナ】の声色もまた、変わる。

　リボンワンピースの大きく開いた背を中心に、赤い血の羽が生じていく。

「わしのテリトリーを土足で踏み、よもやただで帰れるなどとは思うまい？」

　返事は複ふく数すう箇か所しよからあった。

　取り囲むように、赤、青、黄、緑……様々な肌を持つ女達が土から湧き上がったのだ。おそらくはそれぞれが毒や薬、全く異なる効能を秘めた【マンドラゴラ】達が。

「そちらこそ。大地とそこに住まう生命は全て私のものぞな。支えてもらっている身の上で思い上がるな、頭こうべを垂れろ。正しい序列を教えてくれるわ」

「それが何であれ、土壌の栄養を吸うだけ吸って人の役に立たん植物は雑草と呼ぶ」

　焼け付くような空気の変化にメリディアーナが脅おびえる中、妖よう精せい達たちの女王は不敵に笑う。

「駆除してほしいのか？　お前達は水や土壌など生育環境に応じて草花の性質を変えていく存在だ。つまり、このわしが一帯を赤き狂熱の砂嵐で覆ってしまえばそれだけで致命的。花も咲かせぬ惨みじめな草に成り果てたくなければ速やかに退け。それで見逃す」

「お前にそれができればな」

　植物ドレスの【イレアナ】は態度を変えなかった。

「本当にできるのか、グランズニール全域を猛毒の沼に変える決断が。お前の羽の汚染度は散布量、つまり経戦時間と直結する。それも比例ではなく二次関数的な曲線だ。瞬殺ならものの三日程度で自然分解するが、これが一時間、丸一日と続けば半減期は無尽蔵に広がっていく。島内全域に展開される私を完全に駆除する頃には、五〇年経たっても除染の終わらぬ死の大地が完成しているぞな。お前もまた逆説。それはできる、だがやれない。違うのか？　何故なぜならば」

「……、」

「お前は【サウザンドドラゴン】の時も何もできなかった。その気になれば赤い毒の嵐で無力化できただろうに、酩めい酊ていする竜がどこまで暴れるか予想がつかなかったために躊躇ためらった。結果何が起きた？　お前を慕う多くの【妖よう精せい】が喰くわれるのをただ見るしかなかった。守るための決断が、守るべきものの命を見殺しにした。……お前には、何もできない。手も足も持たぬ植物とは真逆、ピラミッドの頂点に立つが故ゆえに何もできんお飾りの最強ぞな」

【ストリオーナ】は大人だった。

　だから途中で口を挟まず、長話に最後まで付き合った。

　そしてにっこりと微笑ほほえんで、淑女の礼儀と女王の作法でもってこう返した。




「真っ二つにへし折るぞ、エロ人にん参じん」




　　　　　15




　一〇〇〇メートルの巨竜の背で、【イベリコオーク】と【マンドラゴラ】の頂点が向かい合う。【イレアナ】の武器はその圧倒的な破壊力を持つ殺人音波だ。全方位へ撒まき散ちらせば何者も回避できず、一点に集約すれば盾も壁も全ての防御を突き崩して死の指先を標的の耳まで送り届ける。唯一、音速を越えれば回避の目途は立つが、今はその例外は捨て置いて構わない。

　つまり圧倒的に植物ドレスの【イレアナ】が有利であった。

　丸太か鉄骨に近い【兵へい輝き】を振り回す事しかできないぶーぶーには、回避も防御もできない。

　そのはずだった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　あまりにも太いその一撃が、あらゆる前提を突き崩す。




「あ……？」

『叫び』を放った【イレアナ】自身、不可視の槍やりを中断するほど呆あつ気けに取られていた。

　ぶーぶーの背後でそれを耳にした白い【シスター】は、ぐわんと音が歪ゆがむのを感じていた。

　原因はぶーぶー。

　正確には【兵へい輝き】の生み出す風。音は水や空気など、伝でん播ぱする物質がなければ届かない。つまり伝導物質の影響を如によ実じつに受ける。例えば、空気を圧縮すれば波長もまた変わる。殺人音波という極めて限定的な用途のため繊細に整えられた周波数はメチャクチャにされてしまう。超高周波の波形は崩れ、槍やりは折れる。もちろん不可視音速の槍やりを先読みできればの話だが。

「チッ!!」

　立て続けに、二度三度と『叫び』の槍やりが放たれた。

　だがぶーぶーには一発も当たらない。いや直前で【兵へい輝き】が振り回されて空気を圧縮され、槍やりは崩れて吹き散らされてしまう。

「無駄だ、ぶーぶーには最初から届かない」

　切り捨てるような声があった。

「そして殴り合いを恐れて離れた場所から飛び道具を使うだけのお前は、心の方も怖くない。躊ちゆう躇ちよなく目一杯ぶつかってきた【サウザンドドラゴン】の方が、ずっと強い」

「確かにな」

　いつまでも同じ事に拘こう泥でいはしない。

　最強であるからこそ、【イレアナ】もまた力の有無はすぐ分かる。

　それでいて、

「だが忘れたか、ここは盤石の大地ではない事を!!」

　眼下のグランズニールが、星空の絨じゆう毯たんのように瞬まばたく。

　地から天へ、世よの理ことわりに叛はん逆ぎやくするように放たれる逆さまの槍やりの雨。

　しかし超高周波に狙われたのはぶーぶーではない。

　彼らが足場としている、【サウザンドドラゴン】そのものだった。

「っ！」

　がくんっ!!　と竜の大地が揺れ、山のような筋肉が蠢うごめき、ぶーぶー達は宙に投げ出される。

「きゃあっ！」

　叫んで振り回す【サキュバス】の細い手を、とっさにぶーぶーは摑つかんだ。

　そこはもう【イレアナ】の射程圏内。共に吹き飛ばされながらも、黒曜石のように輝く女は不敵な笑みを崩さない。

「お前の打撃は地に足をつけて体重を乗せてこそ真価を見せる。だが私の殺人音波は腹に力を込めて喉を振るわすだけで良いい。このままでも真価を維持できるぞな」

　全力全開の打撃がなければ、十分に空気を圧縮して盾を作る事はできない。

　半はん端ぱな状態であれば、【マンドラゴラ】の絶叫は貫く。

　貫通して、ぶーぶーの脳を破壊する。

「恐怖はない。前後不覚のまま何もできず地の上へ叩たたき付つけられるがよいぞな！　【イベリコオーク】の末よ!!」

　死の一撃が放たれる。

　足場がなければぶーぶーに勝ち目はない。

　絶体絶命の中、状況が動く。




　唸うなるような暴風と共に、【サウザンドドラゴン】の尻尾がぶーぶーへ振り回されたのだ。




　尾と言ってもそれだけで、人間達の単位なら数百メートルに及ぶ。

　足場を与えるというより超重量の一撃に近かったかもしれない。冗談抜きに、宿屋街で振るわれれば石造りの建物を一面吹き飛ばしかねない質量と速度、運動エネルギーの塊であった。

　だがぶーぶーは受け取る。

　その足場を、殺人音波に苛さいなまれがらも竜が歯を食いしばって放った起死回生のチャンスを。

　想おもいを、優しさを。そして強さを。

「な、に!?」

　驚きよう愕がくの声を放つ植物ドレスの【イレアナ】だが、もはやぶーぶーは言葉で応じない。

　足を踏みしめ十分な力を乗せた【兵へい輝き】が、彼女の殺人音波を吹き散らす。対するぶーぶーは身をひねり、片手で【サキュバス】の腕を摑つかんだまま、恐るべき勢いでその巨体が飛ぶ。

　対する、と明記した。

　つまりは次の一撃のために!!




　爆音。

　そして流星のように、黒曜石の肌の【イレアナ】が大地へ落着していった。




　全ての運動エネルギーを放出したぶーぶーが、空中に投げ出される格好になる。

　ぐるんと宙で身を翻ひるがえした【サウザンドドラゴン】が、そんな彼らを再び背に乗せる。

『ぶーぶーさん、まだ終わってない。地上にはたくさんの【イレアナ】がいる。早く海まで逃げ切らなくちゃ！　速度を出すけど、【サキュバス】さんをしっかり摑つかんで、放さないで！　ぶーぶーさんが支えてくれるならもっと速度を出せるから……!!』

　そんな焦あせりの叫びが、唐突に途切れた。

　ぶーぶーと【サキュバス】が首をひねる中、巨竜こそが疑問の声を放った。

『何だ……あれ。【イレアナ】達の瞬またたく光が、消えていく……？』
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　そういえば、この一大事に【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ達はどこで何をやっていたの？

「一丁上がり!!」

　娯楽と賭け事が蔓まん延えんする金脈街区の教会近く、瓦が礫れきの山であった。

　ブォン!!　と鉄の杖つえの先から太い鎖と棘とげ付つき鉄球を振り回すアルメリナがそんな風に叫んでいたのだ。辺りは死し屍し累るい々るい。西洋喪服に顔を薄いヴェールで隠す【教団】の刺客達が直接的な物理暴力の嵐を受けて片っ端から昏こん倒とうさせられていく。

　ただの鉄球とは違う。

　全てをバラバラに砕く【魔法】の鉄球が振るわれるたび、辺りに積み重なっていた煉れん瓦がや石畳、石柱にアーチ状のゲート、とにかくあらゆる瓦が礫れきが絡からみ付ついていく。一回りでも二回りでも大きくなっていく。破壊すれば破壊するほど、アルメリナという超重の嵐は誰の手にも負えなくなっていく。すでに建物の外壁程度では盾にならない有り様だ。

　と、そんな折だ。

　爆音と共にジリジリと肌へ大量の針を薄く突き刺すような熱気がアルメリナへ殺到する。

　片目を瞑つぶり、髪を手で押さえながらそちらを見れば、紅ぐ蓮れんの炎ほのおの塊があった。

　ベアトリーチェがレイピアに似た細い【兵へい輝き】を軽く振る。

　爆発時の衝撃波や酸欠を使った対人無力化攻撃の雨あられであった。味方にすれば頼もしいが、その惨さん澹たんたる有り様に思わずアルメリナは軽く黙もく禱とうしてしまう。

「こっちも片がついた。『人間達』は大方これでおしまいね」

「えげつねえ。建物の中だろうが盾の裏だろうがお構いなしかよ……」

「解体鉄球で盾にした壁ごと人間を吹っ飛ばしていたそなたに言われる筋合いはないよ」

　この大戦果はベアトリーチェ達がカンスト組だった事に加え、【教団】側の兵力の偏りも大きい。スタビライザー付きの洋弓の両端に近接短剣を組み合わせたような【兵へい輝き】。もちろん習得した【魔法】にもよるが、コンセプトは最初から丸見えだ。近づかれるのが怖いから短所を補っていますと言わんばかりなので、思い切り距離を詰めてフルボッコにした訳だ。

【ブレイクニュース】級の殺人音波さえなければ、彼女達カンスト組は強い。

「つか、あれ？　フィリニオンのヤツどこ行ったんだ？」

「彼女はここにいてもやる事ないし」

　暗に回復役は不要、という絶対的な力量差を見せつけつつ、

「……例の【調合】バカの事だ、いつもの悪い癖でも出たんじゃない？」







　ざわつく森の中で、植物ドレスを纏まとう【イレアナ】の一人は舌打ちしていた。

　木々の合間から青い空を見上げる。そこには一〇〇〇メートルを越える竜が標的を背に乗せたまま悠々と移動していくのが分かる。

（……末席に撃ち込んだ種は潰ついえた。次の矢を射出するよう命じようにも【教団】の連中は応答しない。地対空だけで落とせるか。できなければ標的を海へ逃がすぞな!!）

「よそ見しておる場合か、エロ人にん参じん……」

「っ」

　木々の向こうから、爛らん々らんと輝く一対の瞳があった。

「猛毒の羽など使わずとも、野菜をへし折り大地の肥やしに還かえすくらい両の手で十分よ。貴様が大地から吸った栄養は、貴様の体で還元してもらうぞ。千でも万でも数を揃そろえねば存在を示せぬ雑ざつ草そう風ふ情ぜいが、単一で逆説として君臨するわしに敵かなうとでも思うたか……？」

「花の蜜を吸い実を齧かじる事しかできん虫けら如ごときが───ッ!!」

　バリバリゴキゴキ!!　と根菜を砕くような瑞みず々みずしい音と共に、その個体の意識が消失する。

　別の場所で、別の色彩の、別の属ぞく性せいを持つ【イレアナ】が視点を一つ失い唾を吐き捨てる。

　総力戦、いいや消耗戦なら押し流せるが、今焦点を当てるべきはそこではない。

（……いちいち害虫なんぞと付き合っていられるか。毒どく蛾が如ごとき、いくつかの個体をけしかければ喜んで貪むさぼり尽つくすぞな。どのようなものであれ、すでに契約は交わされた。ヤツが囮おとりに夢中になっている隙に本来の目的を果たさねば……）

　植物は自ら動くのではなく、花の色彩や匂いで周囲を操り目的を果たす。

　花粉や種を運ばせるなどという直接的なアクションの他にも、時には害虫を退けるため、その天敵となる別の虫を誘おびき寄よせる事さえ。

「……踊れ虫けら。偽りの勝利の上で」

　嘲あざ笑わらい、植物ドレスの【イレアナ】は速やかに最前線から退く。

　直後の出来事だった。




　ばぐんっ!!!!!!　と。

　唐突に【イレアナ】の意識が真っ黒に消失した。







「───ハッ!!!???」

　別の場所で、別の【イレアナ】が視点を一つ失い、目を見開いていた。

　だらだらと嫌な汗が止まらない。吐く息が荒く、激しい動どう悸きを抑えられない。

　今のは、何だ？

　森で暴れる【ストリオーナ】ではない。竜の背に乗る【イベリコオーク】でもない。だがそれ以外に、個体の一つとはいえ【イレアナ】を消失させられる者がいるのか。

　それも、一撃。

　まさしく天敵の大顎のような。どこまで行っても自分は植物であり、食物連鎖全体を下から支える存在だと一瞬で思い出させるような、あんな一撃を実現できる者がいるとでも……？

　がさりと背後の枝葉が揺れるような音が聞こえた。

　振り返る暇もなかった。




　ばぐんっ!!!!!!　と。

　唐突に【イレアナ】の意識が真っ黒に消失した。







「くっ!!」

　また別の場所、別の【イレアナ】が同族の消失を知り引き結んだ唇の隙間から声を洩もらす。

　そこに込められたのは焦あせり、いいや、もはや明確な恐怖だ。

　いる。

　何かいる。

　殺されてなお死因の見えぬ、圧倒的な【ブレイクニュース】さえ天敵を連想させる化け物が。

　そして彼女はようやく全体像に近づく。あれだけ猛威を振るう【イレアナ】の群れが減っている。ごっそりと、寒気を感じる勢いで。流石さすがにグランズニール全域、島の端々まで及ぶ訳ではない。だがこの森の個体はほぼ全滅。この勢いなら【ストリオーナ】の毒の羽とどちらが早いか。しかも目立った汚染は一切なく、【イレアナ】だけを狙って完全確実な消失を演出する。

「まさか……」

　できるとしたら、誰だ？

　起こせるとしたら、何だ？

「まさかっ!!」




　ばぐんっ!!!!!!　と。

　唐突に【イレアナ】の意識が真っ黒に消失した。







「ばはっ、ひゅう、ばははァ!!」

　それから何度不毛な抵抗を続けただろうか。視点はごっそり消えていた。

　もはや孤独を感じるほどの被害総数。暗い暗い森の中でただ残ったその【イレアナ】は、どんと背中が木の幹にぶつかるのを感じていた。思考がまとまらない。気をしっかり持たなければ、背を幹に押し付けたまま延々と後ろへ下がろうとしかねない。

　だから、捕食者は真正面から現れた。

　それはゆるふわ金髪にメガネを掛けた、白い魔女だった。

「にん、げん……？」

　呆あつ気けに取られ、しかし脂汗が止まらない【イレアナ】は、揺らぐ瞳で『それ』を目にする。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが大事に大事に抱えている……救急箱のような【兵へい輝き】。

「【調合】の道具。よもや、私の体をリアルタイムで回復薬に作り替えたと言うのかえ!?」

「本当は【亜あ人じん】の立ち会いなく動植物の採取はＮＧって暗黙の了解があるんですが。私ったら稀き少しよう素そ材ざいを見るとつい食指が動くというか。これ密猟ですよね、まったくイケない癖です」

　くすくすと微笑ほほえんで、その魔女はメガネのレンズをギラリと輝かせる。

　傍かたわらに、霧に浮かぶような幻覚系の四角い枠状の光があった。細かく表示されているのは、【調合】で作成できる回復薬のリストか。

「そしてそれほどおかしな事ですか？　あなたはどこまで行っても【マンドラゴラ】。回復薬としてのリストがあって逆算できる環境なら、箱詰めして薬に変えてしまうのは難しい事ではありません。【調合】とはいくつかの材料を混ぜ合わせ、等価交換で望む【アイテム】を生み出す行為。元がどれほど硬くても、素材となったものが『なくなる』のは道理でしょう？」

「……、」

「とはいえ、逆に言えばリストがないとどうにもなりません。あくまで破壊ではなく、新しいものを作る【調合】ですから。だから【ストリオーナ】さんは天高く飛ばれると手が届きませんし、【サウザンドドラゴン】さんは使えるリストがないので【調合】できない。何でもかんでも丸まる吞のみで取り込めるなら、【迷めい宮きゆう】の【ギミック】や【トラップ】だって全て瞬殺ですしね。あっちも一度歯車の形にしないと手に余りますし、そう都合の良いいものじゃないんです」

　だけど、とフィリニオンは囁ささやく。

　楽しそうに楽しそうに楽しそうに……まさしく、天敵にして捕食者の瞳で。

　宙に新たな四角い枠が表示され、あっという間に【イレアナ】の構造が暴かれる。

　つまり、その【ステータス】の本質は、

「【マンドラゴラ】のあなたなら、話は違う」

「……ッッッ!!!???」

　それ以上は待たなかった。

　脳を揺さぶるどころの話ではない。直線上の全ての大木をへし折るくらいの勢いで、植物ドレスの【イレアナ】はありったけの殺人音波の槍やりを叩たたき込こむ。

　脆ぜい弱じやくな人の体など、一撃で粉砕した。

　胴体を砕き、上半身を切り飛ばし、すり潰して、惨みじめな下半身だけが倒れる事さえ忘れて立ち尽くす。そうなるはず、いや、そう『なった』はずだった。

　なのに、

「あらまあ、もう忘れたんですか？」

「な、あ!?」

　生えた。

　新しい上半身が。

　そして【パーセンテージ】系【魔法】である衣服が一つ一つ取り付けられていく。

「これは破壊ではなく創造の行為。私は【ブレイクニュース】と呼ばれるほどの特大サイズの【マンドラゴラ】を使って……極めて強力な回復薬を作り続けていたという事を」

　もう、言葉もなかった。

　フィリニオンの傍そばに漂う四角い枠の中に並べられているのは、回復薬のストック数だ。途方もない山だ。しかもあれは有限ではない。あそこからさらに増やせる、いくらでも。

「回復薬の連続使用は耐性を作ってしまいますけど、元が元ですもの。たとえ回復幅が半減したとしても、見た目は何も問題ありませんよ」

　海辺の幽霊船に佇たたずむ【吸血鬼】さえ、ここまで鮮やかに再生はできまい。相手は最強の矛と無敵の盾を併せ持つ存在だ。戦えば戦うほどにフィリニオンの回復薬が増えていく図式。一対多数なのに、消耗戦になっても勝てるビジョンが全く浮かばない。

「一つ、ご提案しましょう」

　これでは駄目だ、どうにもならない。

　ただただ貪むさぼり食くわれるだけ。

「商売には相場というものがあります。これ以上【マンドラゴラ】が採れても私は困る、品質に関わらず大暴落を起こすので。この目の視力を一時回復させる目薬にも関わるから、あまり混乱させたくないんですよー。だから今回の収穫はあなたという個体で最後にします。……速やかに、退け。さもなくば島内全域を歩き回って絶滅した幻の花にしますが覚悟の方は？」

「……思い出した」

　ごくりと喉を鳴らして、【イレアナ】は呟つぶやいていた。

「思い出したぞな、人間。【教団】のヤツらは確かに言っていた。【剣つるぎ聖せい女じよ】、【白しろ魔ま女じよ】、【殴おう僧そう侶りよ】……宿屋街襲撃の際に特に注視すべき危険な人間個人の情報はいくつかもらっていたが、【教団】が一等危険視していたのはベアトリーチェでもアルメリナでもなく、お前だった。【解暴医アナトミアパズル】フィリニオン。何故なぜならば……」

「……、」

「お前はかつて、【迷めい宮きゆう】内での探索中に、同じ人を喰らって薬に変えたという噂が




　ばぐんっ!!!!!!　と。

　唐突に【イレアナ】の意識が真っ黒に消失した。







「やれやれ」

　救急箱の中から、登山家が体を温めるために携帯するような小さな角瓶に入った薬品を取り出しつつ、【白しろ魔ま女じよ】はいつものトーンに戻って息を吐いていた。指先で瓶の口を摘まみ、ちゃぷちゃぷと中身の液体を回すように軽く振る。彼女は回復薬を作る専門家なので、瓶も薬品の一部だ。ドラマ撮影用の『飴あめ細ざい工くのビール瓶』などとそう変わらない。

　フィリニオンは呆あきれたように言った。

「この薬、便利なんですけど便利過ぎて争奪戦が起こりそうですね。どこかに捨ててしまうか、人目につかないようぶーぶーさんの畑の脇にでも埋めさせてもらいましょうか」

　空虚な独り言だった。

　わざわざ口に出したのはどんな心境からか。

　ざわつきさえ忘れた暗い森で、その魔女はただただ呟つぶやいていた。

「……馬鹿な人達。私にはリストがあり、逆算できる素材しか消費できないとあれほど言っていますのに。人間を素材とした薬品を作る【魔法】が存在するならいざ知らず、ね」
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　全長一〇〇〇メートルを越える【サウザンドドラゴン】が着地できる場所は少ない。結局浜辺沿いに海水へ強引に着水し、多少の高波という混乱を招きつつも、ぶーぶーと【シスター】は無事グランズニールの地に降り立つ事ができた。

　地上のどこから見ても分かるためか、ベアトリーチェが待っていた。

　一方で、あれほど付け狙ってきた【教団】や【イレアナ】の影はない。

「大丈夫、みんな奇麗に片付いたよ」

　ベアトリーチェはそんな風に言っていた。

「人間側の【教団】は私達が叩たたき伏ふせた。【ストリオーナ】は突然獲物を横から奪われてぶんむくれているっていうかメガネ牛のヤツが慌てて森の中に雲隠れしているっていうか。まあとにかく問題なし。【イレアナ】含めて終わったから安心して、ぶーぶー」

「？」

　ぶーぶーは首を傾かしげたが、彼女が大丈夫と言うなら本当に危機は去ったんだろうと判断する。

「あ、あの……」

　おずおずと手を上げたのは、白い修道服を纏まとう【シスター】だ。

「わたくしは、その、これからどうすればよろしいのでしょうか？」

　教会を壊され、一生懸命作った【まんまる】を踏みにじられ、人間の手で宿屋街を追われた【サキュバス】。排斥され居場所がなければ、やはり森に帰るしかないのか。そういう質問だ。

　だがベアトリーチェは笑って首を横に振った。

「騒ぎの元凶だった【教団】は叩たたいてあるから問題なし。宿屋街の連中については業ごう腹はらだけど、【教団】からの脅しさえなければそもそも無闇な迫害をする理由がなかった。つまり、街に戻ればいつもの生活が待っているよ。そなたさえ受け入れられるのであれば、の話だけど」

「で、でも、わたくしは、その……」

　言いながら、彼女はフードに隠れた頭の両サイドに手をやっていた。

　そこに隠れている角に触れているのだろう。

【剣つるぎ聖せい女じよ】は息を吐いて即答した。

「元々即バレだったって」

「えっ!?」

「バレていた上で普通に【まんまる】受け取ったんだよ、宿屋街の人は。だから本当に、何も心配はいらない。向こうも結構被害が出ているし、【イレアナ】の殺人音波をまともに喰くらった連中は半日以上動けない。人間なんて宿屋街と【迷めい宮きゆう】を往復するだけっていうのがほとんどだから、壊滅的だよ。介抱してくれる人手があれば、拒絶される理由はないと思うけど？」

「……、」

【シスター】は、しばしポカンとした顔をしていた。

　想おもいは無駄にはならなかった。

　ちゃんと届き、そして繫つながっていた。

　それが分かって、じわりとその表情が崩れる。

　深く、大きく、一度だけお辞儀すると、彼女は宿屋街に向けて一目散に走っていった。

『人間達が怖い顔のままなら、ほとぼり冷めるまでボクの背に乗せて海を旅しても良かった』

【サウザンドドラゴン】がそう言った。

　ぶーぶーは深く考えないで即答した。

　当たり前の事だから、悩む必要なんてなかった。

「別に理由なんかいらない。暇を見つけて背中に乗せてあげれば良い」
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【教団】に【イレアナ】に【サウザンドドラゴン】。

　宿屋街の一角は様々な猛威を受けて少なくない建物が崩れていた。石造りの壁だったものが人を生き埋めにしていたら大変だ。今は【イレアナ】の殺人音波の影響が尾を引いてほとんどの人間が動けないのも手伝って、発見が遅れる可能性もある。一足先に宿屋街へ向かった【シスター】を追い駆ける格好で、ぶーぶー達もまたそちらへ足を踏み入れた。

　こういう時、ぶーぶーの剛腕はとても頼りになる。

　普段はその容貌からなかなか人間達に近づけないぶーぶーは、重たい瓦が礫れきをひょいひょいと持ち上げながらも、どこか感慨深そうな目で街並みを眺めていた。

　確認作業は教会……いやその跡地にも及んだ。

【教団】の攻撃で四方の壁がほとんど崩れた瓦が礫れきの山。パイプオルガンも長椅子も壊れてしまったけど、何故なぜだか正面の説教壇と壁の一部、そしてわずかにステンドグラスは残っていた。

　ぶーぶーはふと手を止めて、キラキラと輝く陽光に鮮やかな色をつける窓を見上げていた。

　横で手伝っていたベアトリーチェが尋ねる。

「どうしたの、ぶーぶー？」

「ん。ぶーぶーは教会なんて初めて見た」

　その言い分に苦笑してしまう【剣つるぎ聖せい女じよ】。

　確かにグランズニール育ちなら縁はなかっただろう。

「ここが何をする所かは知っている？」

「【シスター】が森の中で言ってた。教会はカミサマにお願いするための場所なんだって」

　微妙にズレているのは、やはり見よう見まねから始まっているからか。

　こちらにも合掌の概念があるのか、彼は両手を合わせてこんな風に続けた。

「だからぶーぶーもお願いしてみる。ベアトリーチェとずっと仲良くできますようにって」

「えっ」

「楽しい時も、困った時も、ぶーぶーはお前と一緒にいたい。そうすればもう大丈夫、何にも不安に思う事なんかない」

「……、」

　それをカミサマの前で誓っちゃうという事はつまりあれがああなっちゃう訳だが、ぶーぶーはその辺りの作法まで弁わきまえている訳ではないだろう。

　一方顔を真っ赤にしたベアトリーチェはわたわたと両手を振り、胸の前で左右の人差し指をくっつけては離し、咳せき払ばらいして、チラリとぶーぶーの目を盗み見て、覚悟を決めた。

「う、うん。私もそなたと───」

「後はフィリニオン」

「ああっ!?」

「アルメリナと、メリディアーナと、【ストリオーナ】と、後は【シスター】も！　みんな仲良くなれば、もうきっと困った事なんか何も起こらない。どんな事でも乗り越えられる」

　片手を額にやり、ベアトリーチェはゆっくりと息を吐いた。

　だが掲げられたお願いがあまりにも微笑ほほえましくて、これでは怒るに怒れない。

　なので思考を切り替えた。

　小さく笑って、【剣つるぎ聖せい女じよ】もこう追従した。

「そうね。みんなが仲良く笑い合っていけますように」
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「さて」

　全て終わって。

　そしてどこかで、誰かが囁ささやいた。

「下した拵ごしらえは終わった、そろそろ本番と行くか。なあ……グルアガッハ」













　　　フィリニオンの！　回復薬【調合】テキスト







『泉の精霊の一ひと雫しずく（オーバーグレード）』




　・用意するもの

【ミルク椰や子し】の植物乳液　小指瓶×２

【黄きのマンドラゴラ】（【イレアナ】クラス）×１

【万ばん能のう種だね】×２

　塩　小さじ×１




　・形状

　中指瓶（角瓶）・液状タイプ

（ガワの瓶も含めて全体で一つの薬品。容器を移し替えた場合は効果が出ないので注意）




　・保存期間

【調合】完了からおよそ三日か四日




　・効能

　持ち主の死亡確認と同時に瓶が割れて自動回復。脳と心臓を完全に破壊された状態からの即時再生。推定で【ＨＰ】＋１２５０００前後なので、おおよそ人間に回復できない傷はないものと考えられる。ただし腐敗が始まった遺体に関しては効果が出るか不明




（注釈）

　基本的には【香木の歯車・大】五枚ほどで流通しているリスク回避用一般回復薬と【リスト】は同じ。ただし組み込む【マンドラゴラ】が【ブレイクニュース】として圧倒的な力を蓄えていたが故ゆえに変異したカスタム薬です。

　おそらく白骨遺体からの蘇そ生せいとまではいかないものの、絶大な効能を巡って争奪戦の火種になりかねないため、サンプル含めて処分する事を決定します。













　　　第三章　現実侵攻のヒールクイーン
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　タッチの差だった。

　だが情報の遅れが致命的な結果をもたらす事を、アルメリナはもちろん理解していた。




「済まない、批判は後で聞く。こちらの状況を教えてくれ！」

「主任!!」

【ゲート】を潜って【サインアウト】。都内の一角に帰還したのはネクタイを外し胸元を開いたタイトスカートのスーツを纏まとい、黒髪を頭の後ろでまとめたメガネの美女であった。

　そこは六ろつ本ぽん木ぎの魔ま法ほう離り殿でんや赤あか坂さかの牛うし頭がしら神じん宮ぐうといった一等地を丸ごと切り開いた特殊な立地ではない。警視庁や警察庁の地下深くにある秘密施設などでもない。そもそも彼女達は公安でも外事でもなく、表向きは退職警官や自衛官で構成される探偵事務所という触れ込みで、正規手順ではできない捜査活動を担になう外部セクションという立ち位置なのだから当然だ。

　新しん宿じゆくのうらぶれたガード下だった。

　厳密にはそこに停とめてある食品輸送用の保冷車だ。もちろん冷凍機能は切ってあり、中には大量のスチールラックや薄型モニタ、そして内蔵電源をバイパスした演算機器の類たぐいがしこたま詰め込んである。そして中心にはわざとスペースを空けてあった。物質的な何かがある訳ではない。だがそれこそが、国家機密に相当する最先端技術の結晶。俗に言う同盟国にも洩もらせない彼らの研究成果。未いまだ開発の途上にある、土地に依存しない移動式【ゲート】であった。

【教団】の一件が語る通り、地球とグランズニールの行き来には情報的に多大なリスクがある。米ソが核ミサイルを突き付け合っての冷戦時代からスパイ天国などと呼ばれていたように。地球側の【ゲート】を監視する事である程度の防止策は取れる……『という事に』なっているのだが、この移動式【ゲート】の存在はそんな前提を根底から覆くつがえしかねない訳だ。

　車内で待機していた他の職員達が口を開く。

「状況は最悪の一言です、前ぜん代だい未み聞もんと呼んでも構わない。予定にない【サインアウト】を急きゆう遽きよ実じつ行こうされたという事は主任もご存じかと思われますが……出てきました」

「グランズニールで得た情報通りか」

　タイトスーツの女性は癖で親指の爪を嚙かみそうになり、部下の前である事に遅れて気づく。

　それでも焦あせりと苛いら立だちは抑えられない。

　今回の一件は彼女も無関係ではない。火種とまでは言わないが、導火線を爆弾の下もとまで延ばしてしまったくらいの責任はある。

　ずらりと並ぶ薄型モニタの一つ。

　街中に張り巡らせた防犯カメラ網から得た外の情報。同じ東とう京きよう都と内ないの雑居ビル群から黒煙が立ち上り、歩道も車道も関係なく無む辜この一般市民が逃げ惑っている。

「混乱下ですが秩序は維持。略奪や暴行などモラルハザードへ発展する可能性は低いはずです」

「そんな事を心配している訳じゃない」

　そう、そちらも深刻ではあるが、枝葉だ。

　本命、中心核は別にある。

「グルアガッハ……」

【教団】の中心人物だった女の名を、タイトスカートの女性は呟つぶやく。

　それだけなら珍しくない。メガネの女性がアルメリナと名乗るのと同じく、【迷めい宮きゆう】探たん索さくを行う者は必ず二つの顔を持つ。グルアガッハなる女が東とう京きよう都と内ないを歩いても不思議な事は何もない。

　ただし、壁かべ際ぎわに並ぶ無数のモニタを睨にらみ付つける女性の目線は、どこまでも鋭い。

「……やはり、貴様の目鼻立ちはグランズニールのままか」

　二つの世界で顔が変わるのは、衣服の形の【魔法】、【パーセンテージ】系の影響だ。

　つまり【魔法】の使えない環境ではグランズニールの目鼻立ちは維持できない。そのはずなのだ。だがタイトスカートの女性が一番に驚くべきはそこではない。あそこまでの異常事態が、なお二番手に霞かすむほどの事実。

　つまり一番の問題は、

「【サキュバス】……」

　かつて、白い修道服を纏まとっていた誰か。

　今は不自然なグルアガッハに後ろから抱き着き、頰ずりするような格好で薄く笑う悪魔。

「情報通り『こちら』へ出てきたか！　だが何故なぜだ!?」




　一体何が起きたのか。

　それはほんの少しだけ時間を遡り、そして異世界の中で語られている。
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　きっかけは破壊の爪痕も生々しい宿屋街だった。

　人間達の多くが昏こん倒とうしているのを良いい事ことに、普段は恐れられているぶーぶーもまたこちらへやってきていた。怪力自慢のぶーぶーとアルメリナが瓦が礫れきをどかして生き埋めになっている人がいないか捜し、フィリニオンが必要なら回復薬を与えていく。

　実は割とやる事がないベアトリーチェには、もう一つ大事な仕事があった。

　昏こん倒とうさせた【教団】のメンバーを縛り上げ、【兵へい輝き】を取り上げておく事だった。

「……良くもやってくれたな」

　掠かすれた声でそんな風に言ったのは、西洋喪服にヴェールで顔を隠す女の一人だった。

「お前達は魔女を逃がした。加担した。ならば具体的に魔女がどう動くにせよ、これから起こる事はお前達の責任だ。世界を壊す者として歴史年表に名を残す覚悟は決まったか」

「何ですって？」

「覚悟しろと言った。甘ったれた個人の情で動いた事を後悔するが良いい」

　狂人のたわ言かと思った。

　さっさと切り捨てて忘れてしまおうとも。

　だがふと顔を上げた時、ベアトリーチェは本当に、本当の本当に、些さ細さいな疑問とぶち当たる。

　そう、

「【シスター】のヤツは、どこへ消えた……？」







　山の中腹、川の近くにあるぶーぶーの葉っぱの家。

　そのまた脇にある栄養豊富な畑に、妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】は何かを突き刺した。

「ふんっ」

「ぐはあ!!」

　植物系【ブレイクニュース】にして全ての【マンドラゴラ】の頂点、ブドウの葉やツタのようなものでできたドレスを纏まとう【イレアナ】であった。正確にはその一体、とでも言うべきか。

「ぶーぶー達の結末に免じて水を差すのはやめておく。そこで傷でも癒しておれ、エロ人にん参じん」

「これはこれは……。よくよく見れば悪くない立地ぞな。あの【イベリコオーク】め、まさか土いじりの才能があったとは。見た目はアレだが花を愛めでる心を持つとは感心感心、どこぞの害虫などよりよっぽど好感が持てるぞな」

「やらんぞ」

「お前のモノでもあるまいに。はァっあ！　きっ、効くうううー……」

　何だか疲労回復効果を謳うたった温泉に肩まで浸つかったような嬌きよう声せいを上げる【イレアナ】。

　ほこほこ顔を紅潮させる彼女はこんな事を言ってきた。

「しかしほとほと困り果てた害虫ぞな。お前が横よこ槍やりを入れたおかげで【教団】は撤退してしまった。私も報酬をもらい損ねる羽目となったぞ」

「まあーたオンナ絡がらみか、くだらん」

「分かっているだろう？」

　くすくすと【イレアナ】は笑って、

「私が一つの仕事で求めるは一人の処女。だが取って喰くう訳ではないぞな。ようは名札をつけて誰も手出しのできん環境を作る。人間達の諸もろ々もろの呪縛から解き放つのが私の楽しみだった」

　今回の場合は、【教団】。

　一つの生き方以外できないと語る者に、実際に外の選択肢を見せてやる。一歩踏み出てみれば意外と何とかなってしまう事を教えてやる。それが【イレアナ】の生いき甲が斐いだった訳だ。

　全て理解し、かつ、【ストリオーナ】はもう一度吐き捨てた。

「くだらん。一人を殺して一人を救い、殺した分は勝手に帳消しか？　それはお前の解釈に過ぎん。甘ったれるな、傭よう兵へい。喰くらう覚悟もなく捕食者の側に立つでない。少なくともお前には完全非暴力、世の平和主義者全てが羨む真に一つも奪わない道だって取り得たのだからな」

「かもしれんぞな。だが未練くらいは浸らせろ。グルアガッハ、あれは本当に可哀かわい想そうな女だった。【教団】だけならいざ知らず、心の逃げ道さえ邪悪に染まっていたのではな」

「？」

【ストリオーナ】が首を傾かしげた時には始まっていたのだ。

　明確な変化が。







　白い修道服を着た【シスター】がいない。

　話を耳にしたぶーぶーやフィリニオン達は、そこでもう一つ不穏な発見をする。

「数が足りない」

　ベアトリーチェはそんな風に言った。

「自分で倒した敵の数なら覚えている。でも一人足りない、西洋喪服の女の一人が」

「追う側だった【教団】が一人、追われる側だった【シスター】が一人、ですか」

「ぷきー、ひょっとしてかなりヤバい？」

「おいおいおい、この期に及んで連れ去ったとかじゃないだろうな」

　どうせ元から生き埋めの可能性を潰している最中だった。全員で手分けして捜索する事に。

　ぶーぶーがあちこちの瓦が礫れきをどかしている内にやってきたのは、例の教会跡地だった。

「何だこれ」

　屋根はなく、壁もほぼ倒れ、大部分は瓦が礫れきと化したが、無事な場所がわずかに残っていた。

　おそらく本来は壁かべ際ぎわのパイプオルガンの中にあった、小さな小さな隠し収納だったのだろう。バキバキに破壊され、錠前も用を為なさず、中身がぶーぶーの前にさらけ出されていた。

　それは何枚もの羊皮紙だった。

　いくつもの単語を矢印で繫つないだ、対話式のフローチャートに似たものだった。

　ぶーぶーには価値が分からないのでベアトリーチェに見せると、彼女はギョッとした顔で食い入るように中身を読み進めていった。

「振り込め詐欺のグループが使うノートに似ている……。この矢印を参考にして、相手の出方ごとに会話を進めていって、人心を掌握するためのフローチャートなんだ」

「ぶー？」

　いまいちピンと来ていない調子のぶーぶーだったが、詳しく説明しない方が彼のためかもしれない、とベアトリーチェは思う。通常、この手のマニュアルは完璧にマスターした人間には不要なはずだ。にも拘かかわらず手元に置いておいたのは、プレーンな媒体の各所に走り書きがされていたからだ。個人の特徴を調べ、書き込み、より効果的に心を摑つかむために。

「……だけどここまでコンプレックスを細々と言及している辺り、最初からかなりターゲットを絞っている印象があるね。ぶーぶー、これが教会の中から見つかったって？　だとしたら、つまり【シスター】は特定の個人を掌てのひらの上で転がしていた事になるよ」

　でも、誰を？

　少し考え、ぶーぶー達はそもそもの前提にぶち当たった。

「もしかしたら、【教団】の女が【シスター】をさらったんじゃないかもしれない」

「ベアトリーチェ、【シスター】が女を連れ出したっていう事？」

【剣つるぎ聖せい女じよ】はわずかに思案した。

　火力系幻覚の【魔法】で四角い枠や赤いラインを描き、その大胆な変化に眩暈めまいを覚える。

　構図が崩れていく。塗り替えられていく。もしも最初から【シスター】と【教団】が秘密裏に繫つながっていた上で、今回のトラブルが発生したとしたら。【シスター】は事前に襲撃を知っていたか、いいや、そもそも彼女自身が震源となって引き金を引いたのではないか。つまり【教団】の手で【イレアナ】を引っ張り出して宿屋街全域に被害をもたらす事も織り込み済み。

　でも、だとすれば何のために？

　そもそも『今』はどんな状況で、どういうメリットが発生する環境だ？

「……、」

「ベアトリーチェ？」

「いや、まさか……」

　何かが頭の奥から浮かびそうになり、彼女は自分で否定してしまった。

「できない、できっこない。いくらがら空きにしたって、そんな事……」

　と、その時だった。

　ぶーぶーの方へ目をやったベアトリーチェが、信じられないものを見る眼まな差ざしになった。限界まで見開かれた瞳に、想像を超えた領域の絶望とぶつかるのに似た衝撃が走り抜けていく。

「どうしたベアトリーチェ、ぶーぶーが何か悪い事でもしたのか？」

「そうじゃない……」

　正確には、ベアトリーチェはぶーぶーを見ていなかった。

　ぶーぶーが腰から提さげているもの。

　丸太や鉄骨と見み紛まがう巨大な【兵へい輝き】。

　そして、

「……そう、そうだ。大勢の【イベリコオーク】の魂を【兵へい輝き】に封じられるなら」

「？」

「人間は【ゲート】を潜れるけど、【亜あ人じん】にはそれができない。これは事実だけど、そもそも【亜あ人じん】の形態を変えられるなら前提が崩れてしまう……」

　数多あまたある可能性の中から、どうしてそこまで突飛なものを最優先で考えたのか。

　理由は二つ。

　一つ目は、それが成じよう就じゆされたら最もリスクの高い選択であるから。

　二つ目は、【サキュバス】が【教団】の女と繫つながって宿屋街の人間を総倒れにさせた狙い。

「こんな大それた事考えたら、普通は誰だって止めに入る。グランズニールにいる全ての人間が手の中の仕事を放り出してでも【サキュバス】に殺到する。そうなったら流石さすがに向こうも成じよう就じゆできない。【サインアウト】の手続きには数分かかるから、全ての【ゲート】を押さえて待ち伏せされたら無防備な状態で迎撃されるだけなんだもの」

　じわじわと。

　机の上のリスクが実体を伴ってのしかかってくるのを、ベアトリーチェは体感する。

「でも今は違う。【ブレイクニュース】の力で宿屋街の……グランズニールの人間ほとんどが昏こん倒とうした今なら何でもできる！　そう、例えば、悪魔が地球に向かうための最終実験とか!!」

　さらに【剣つるぎ聖せい女じよ】は瓦が礫れきの山を掘り返した。

　資料や証拠は、やはり山のように現れた。







　優等生を操るのは容易たやすかった。

　潔癖な心は潔癖であるほど、理想の自分と現実の自分との齟そ齬ごにすり潰されていくものだ。容姿、学力、運動、収入、役職、素行、何でも良いい。コンプレックスの源となっている元凶さえ突き止められれば、そこからずぶずぶの依存状態へ突き落とせる。

「うう……」

　青黒い西洋喪服にヴェールの女。

　長い長い一本三つ編みをＵ字に折り曲げるようにまとめても、なお腰まで届くほどの白みの強い金髪を持つ、胸の控え目な女。

　グルアガッハ。

　かつては清廉潔白で機械のように任務を果たす【教団】の猟犬も、一度転がり始めてしまえばあっという間に転落だ。後ろから白い【サキュバス】に張り付かれ、首っ玉に両腕を回され、頰ずりするように密着されたまま、ただただ哀れな女は呻うめきを続ける。

「やっぱり……やっぱりダメだったんだ。こんな事してはいけなかったんだ。なのに、なのに私ったら。ああ！　こんな力など今すぐ切り捨ててしまえば良かったものを!!」

「だけど、もうあなたにはわたくしを捨てられませんわ」

　そっと、囁ささやくように。

　べろりと長い舌で頰を舐なめ上げながら、天使の輪を戴いただく純白の悪魔は甘く囁ささやく。

　すでに正体を晒さらし、修道服はない。脱いだ後に残るのは、爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこで作った水着のような装束に包まれ、さらに羽衣のように胴へ白く太い蛇を巻くグラマラスな肢体だった。

　山羊やぎの角も、ボディラインも、より大きく、豊かに。地球への干渉を狙う【サキュバス】だが、厳密にはたとえ【兵へい輝き】の中に己の魂を封入しても異世界の壁は渡れない。グランズニールと地球の間の壁に阻はばまれるが、それは薄いゴムの膜を通して、裏から干渉する形に近くなる。

　だがどっちみち変わらない。

　壁を叩たたけば音は響く。透明なガラスの板をバーナーで熱すれば向こう側でも火傷やけどは起きる。薄い膜の裏から磁石を押し付ければ向こう側の鉄てつ釘くぎは操れる。それと同じく干渉力さえ維持できれば、悪魔はそこに存在するのと変わらない。人の五感で知覚できる『何か』がそこに立つ。

　そして薄膜のこちら側、グランズニールにいる連中にも、悪魔は絶対に捕まらない。

　言ってみれば、これから彼女は膨張を続ける宇宙の果て、その壁に寄り添って存在するのに近くなる。同じ世界にあると分かっても、具体的に観測・到達できる者などいないはずだ。

　この哀れな女、グルアガッハが【サキュバス】のアンカーとなる限り。

「だってみんなに追われる身になったんですもの。これまで以上に力が必要なんですもの。だったらわたくしの手を取るしかなくてよ。そうしなければ全方位から啄ついばまれる。アリの巣の前に落とした角砂糖よりも無残な形で。そうなりたくはないでしょう？」

「……、」

　会長は美しくなった。

　彼女は【迷めい宮きゆう】へ挑むたびに輝いていく。そんな羨せん望ぼうの声が頭の中で反響を続ける。

「そ・れ・と・も、『元の自分』にお戻りになりまして？　何の力も持たず、【迷めい宮きゆう】内を歩く事も敵かなわず、有象無象の名前も覚えてもらえない下働き、惨みじめな惨みじめな影の一つに」

「いやあ!!　それだけはっ、あんな自分に戻るのだけは絶対にいやよお!!」

　首をぶんぶんと振って半狂乱でグルアガッハは叫ぶ。

　彼女は才能がなかった訳ではない。

【召しよう喚かん狩人かりゆうど】。グランズニール地上部を行き交う【亜あ人じん】達たちと契約を結び、あるいは刃やいばにその力を込め、あるいは【迷めい宮きゆう】内に直接呼び出して戦わせる、稀き少しような【ジョブ】の持ち主であった。グレードで言えば【剣つるぎ聖せい女じよ】、【白しろ魔ま女じよ】、【殴おう僧そう侶りよ】などに匹敵するほどだ。

　だが、その才能は活躍の場がなかった。

　あらゆる【亜あ人じん】を召喚できる代わりに、契約を無事結べなければ何一つ召喚できない。そしてお堅いグルアガッハはとことん交渉事が苦手だった。力技で押さえ込んで無理矢理契約を迫るというやり方も、まずその『力』がなければ成立しない。まるで車のキーを閉じ込めたように、彼女はずっとずっとくすぶり続けてきたのだ。

　分かってしまえば『軌道』に乗せるのは容易たやすい。

【サキュバス】はグルアガッハに貸し与えた、種族ごとの【スキル】である【誘惑】を。グルアガッハは【誘惑】を軸にグランズニール内の【亜あ人じん】達たちを虜とりこにし、次々契約を結んでいく。

　そう。複数のハーブに【サキュバス】の手首から流れ出た血で味付けした、薄桃色のオイルを全身に塗らせる形で。香水が肌の脂や水分と結合するように、すでに穢けがれた血は生いけ贄にえと混ざり合っている。それが悪魔を薄膜越しに引き付け続ける力の一つとなる。

「病気回復ツアー。物品や生物のやり取りはできなくても、病んだ体を癒したという事実は引き継ぎできるみたいですし、ね？」

　グルアガッハはあっという間に【教団】最強ランクの地位を手に入れた。

　だがそれは全て、【サキュバス】という起点があっての話。

　彼女が一方的に【スキル】を遮断してしまえば、【誘惑】の虜とりこになっていた【亜あ人じん】達たちも目を覚ます。契約を破棄し、グルアガッハから去っていく。そうなれば彼女は再び力を失う。失墜する。グルアガッハの栄光は【サキュバス】の指先一つにかかっている。

　高く高く舞い上がるほど。

　墜落の衝撃は大きく、脅おびえもまた無尽蔵に増幅していく。

「……ぐす、ひっく。あなたは一体何をしようとしているの」

「さあ、何だと思いまして？」

「答えてよっ!!　私の人生をこんなっ、こんなメチャクチャにしてえ!!」

「才能があったのですよ」

　淡く笑い、後ろから抱き着く【サキュバス】は西洋喪服のボディラインに両手を這はわせた。

　いいや、

「堕落する才能。だあって、普通でしたらこんなになる前に頭がパンクしてボロを出していますもの。周りに怪しまれて正体を暴かれてドロップアウトしていますもの」

「う」

「そ・れ・が、今日まできちんと騙だましおおせた。小奇麗なお洋服の下にこーんなものを着込んでいるなんていうのがバレずに。ねえ、とっても似合っていましてよ、このヒミツ☆」

「うう……っ!!」

　ゆったりとした動き。

　いくらでも抵抗の余地はあっただろうに、できない。

　完全に飼い慣らされた女性の体から、西洋喪服が取り外される。顔を覆うヴェールもまた。厳密には【パーセンテージ】系の【魔法】の衣服が空気に溶け消えると、後に残されるのは、

「やれやれ。元来は甲かつ冑ちゆう一いつ式しき全ぜん部ぶで殿方の【兵へい輝き】だったのですけれど、必要な改造を少しずつ施していく内にそんなデザインに変貌してしまいまして。いいえ、これは単純にわたくしの趣しゆ味み嗜し好こうが反映されたのかもしれませんわね。持ち主にはちょっと顔向けできませんわ」

　グランズニールでは珍しくない、青と黒をベースにした軽装の鎧よろいに水着のパレオのようなパーツとの組み合わせ。だがそれとは別に全身各所を革のベルトのようなものが戒めていた。

　腰の後ろからは赤く光る毒針を備え、大きく反り返った尾。腰回りを背後から押さえ付ける蟲むしの脚、控え目な胸を下から押し上げているのは先の赤い左右二つの巨大な鋏はさみか。

　全体の印象は蠍さそりに近い。

　しかし最も禍まが々まがしい特徴は、全身を戒めるベルトの交差部分、要所に鍵穴がある事か。暗に、着こなしている当人の意思だけでは絶対に脱ぎ捨てられない事を示唆している。

　改造された【兵へい輝き】。人の意思を無視するモノ。

　鎧よろいの【兵へい輝き】や血とハーブのオイルを吸わせた柔肌に己の魂を封入した上で【ゲート】を潜らせ、わざと壁に引っかかる。そうする事で、悪魔と生いけ贄にえをいったん乖かい離りさせる。大きな角を誇示する【サキュバス】はフィルターたる世界の壁に最も密着できるようになる。

「では始めましょう。あなたが自分の【ゲート】で帰還し、わたくしの力が薄膜越しにあなたのカラダを縛る。それで一丁上がり、万々歳でしてよ」

「かはあっ!?」
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　どっちにしろ落ちるしかない優等生が無駄な足あ搔がきをしようとすると、彼女の全身が跳ねた。

　腰の後ろの長い長い蠍さそりの尾おが唸うなった直後、容赦なく犠牲者当人の背中へ突き立ったのだ。

　まるでプラグとイヤホンジャック。あらかじめ鎧よろいに複数空くコイン大の穴、その一つに。

　目の前で火花が弾はじける。

　口をパクパクと開閉し、両目を限界まで見開いて、必死で深呼吸する。状況は変わらない。暑さや寒さに慣れるような感覚で、優等生の精神の方こそが順応していく。

「あン」

　半透明の悪魔もまた、冗談のような嬌きよう声せいを上げていた。他人ひと事ごとだから面白がるのとは違う。哀れな犠牲者グルアガッハと感覚を共有した上で、その灼しやく熱ねつの激痛を楽しむ心を備えている。

「ギブアップならいつでも仰おつしやってくださいな。あなたの苦しみは手に取るように分かる。そして快楽と麻酔は表裏一体。悪魔に頼ればすぐにでも解決しますよ？」

「っ」

　ようやく、ゆっくりとプラグの尾が抜かれる。

　単純な毒素ではないらしい。途端に信号が切れるように痛みが引いた。言葉を放てるようになり、しかし残響に息も絶え絶えになりながら操り人形は質問する。

「あなたは、うう、あなたは地球で、何を、何をする、つもり、なの？」

「わたくしが世界で唯一愛した殿方が、どのように息を引き取ったのかご存知ですか」

　それまでの余裕はなかった。

　喜怒哀楽。あらゆる感情の消失した無の声でもって【サキュバス】は囁ささやいた。




「暗殺です。彼を人目につかない谷底に突き落とし、大岩で足を挟み、【ゲート】に近づかせない事で【サインアウト】不能な状況を作り、じわじわじわじわ心身を壊される格好で、ね？」




　震えがあった。

　これまでの比ではない。哀れな優等生のなれの果て、その芯の芯の芯の部分から猛烈な震えがあった。決して開けてはならないパンドラの箱を、考えなしに言われるままに開けてしまったような、そんなどうしようもない後悔と恐怖の震え。

「当時はまだ【兵へい輝き】に込めたデータ以外の物品・生物を直接持ち帰る事はできないと分かっていなくて、色々やっていたみたいですわね。袋詰めしたハーブを吞のみ込こんで胃や腸に詰め込んだり、手足を裂いて貨幣代わりの歯車を埋め込んだり、注射や点滴で血中に薬液を投じたり。あまりに非効率だという事はその人の死で結論づけられたんですけれど。結局、人の体を切り開いても数グラムが限界だったようですし。……ま、悪魔の研究を食い止めるというお題目ですが、結局は利権の問題でしょう。データしか持ち帰れない方が都合の良いい人が多かった。どこぞの【賢者】とやらが提唱した学説の外に人類がはみ出すのが怖かった、と」

　この悪魔は、何をしようとしている？

　人間達で溢あふれ返かえる地球で、一体何を!?

「今こそ魂を鋭く尖らせ悪性を取り戻そう」

　だがどうにもならない。

　すでに重たい蓋は開いている。

　世界と世界を繫つなぐ特大の大穴は、彼女の手で開かれた。

「我が名はツェリカ。ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。ただ一つの骸むくろに寄り添い、理ことわりを全て敵に回し、世界の壁を越えてでも。己が目的を成じよう就じゆする者なり」




　　　　　３




　そして時間は現在に戻る。

　場所は東とう京きよう赤あか坂さか、牛うし頭がしら神じん宮ぐう。

「ババ様!!」

【ゲート】を潜って【サインアウト】したゆるふわ金髪を筒状の丈たけ長ながでまとめた瓶底メガネの巫女みこは、戻ってくるなり自身の疲労も無視して天井へ声を張り上げた。

「外の様子はご存知ですか？　あの【サキュバス】は!?」

『騒がんでもええ、今ちょうどテレビでやっておる』

「テレビ？」

　今までは地球の人間が一方的に【ゲート】を潜って好き放題【魔法】を習得し、誰にも邪魔されずに帰還できた。【亜あ人じん】側がわが地球に干渉してくるなんて可能性は考えた事もなかった。だから異世界グランズニールなんて特大のイレギュラーを社会は受け入れてきた。

　その牙が城じようが崩れたら、世界規模の大パニックになりかねない。

　みすみすマスメディアを通じて考えなしに報道して良いような情報ではないはずなのに。

『昼間、つまり議会が開かれていた時に起きたのは誰にとっても災難じゃった。法制上の問題じゃな、今のシステムでは非常時であっても議会中継そのものは遮断できん』

　ゆるふわ金髪にメガネの巫女みこは慌ててスマホに目をやる。ネットは軒並みダウンしていたが、ブラウザを介さない放送電波を直接拾うフルセグ放送アプリは普通に使える。国営放送にチャンネルを合わせると、野次と怒号とカメラのフラッシュの嵐の中で質疑応答が展開されていた。

『自衛軍が都内全域で展開されているようだが、これはあなたの独断か!?　我々議員一同は防衛出動の要請も承認も覚えがない。決も取っていない。つまり自衛軍はあなた方の私設軍隊と化したと捉えて構わないのではないか！』

『ええ、こちらは防衛出動ではなく救助名目で、現行法制上問題行動と捉えておりません』

　次に出てきた言葉に、巫女みこは明確な『侵しん蝕しよく』を意識する。

『世界で初めて我々の地へ触れた【ブレイクニュース】という名の、環境激変をもたらす逆説に対処するための。これは私の独断ではなく、国家の総意とお考えいただきたい』

　くらりと意識が揺れた。

　疲労も手伝ったのだろう。体の芯がブレ、へなへなと畳の上へ体が崩れ落ちてしまう。

「ババ、様……」

『聞いた通りじゃ。元々何であったかわしは知らん、じゃが都内で活動が確認された時点で格上げされた。これからはあれが何であれ、【ブレイクニュース】として扱うらしい』

　他のチャンネルを観みて回まわると、昼時の奥様向けトーク番組やワイドショーなどは軒並み中断されていた。急ごしらえの報道用スタジオで、背後で慌ただしく職員が走り回る中、女性アナウンサーが何度も何度も同じ原稿を繰り返し音読している。国営放送から情報が洩もれている以上、民放の他局に情報統制を敷いても混乱解消には繫つながらないと判断されているのだろう。

『【ブレイクニュース】についての続報です。都内全域の公共交通機関はストップし、混乱防止のため一般道路も順次交通規制が行われるとの発表がありました。該当地域にお住まいの方、特に今すぐ確実な避難が難しい場合は頑丈な建物に入ってください。車の中などではかえって危険です、必ず建物に入ってください。繰り返します……』

（避難が必要？　頑丈な建物に入る？　つまり……表から人をいなくさせる。でも、『何に』巻き込ませないために？？？）

「ババ様！　まさかこれって……!!」

　巫女みこが大声を張り上げようとした、まさにその時だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　静せい謐ひつな牛うし頭がしら神じん宮ぐうの空気をまとめて引き裂くような爆音が頭上を突き抜けた。




　広大な木造建築そのものがビリビリと震える。

　両手で耳を塞いで涙目になるゆるふわ金髪は、外を眺めずとも何が起きたかを悟った。

「戦闘機でも飛ばしているというのですか!?」

『お主は見ておらんじゃろうが、地上は戦車や装甲車が我が物顔で行き交っておるよ。どこまで効果があるかは分からんがな。軍隊の半分は見み栄えでできておる。武力を保有している以上、何もせず侵略者の蹂じゆう躙りんに任せたという結果を残す訳にもいかんのじゃろう』

　そこで一度言葉を切って。

　天井裏の声は、今まで聞いた事もない低く恐ろしい声で吐き捨てた。

『……無駄な事で罪なき若者の命を散らせおって』




　　　　　４




　そして東とう京きよう池いけ袋ぶくろにある巨大な鉄筋コンクリートの箱から、場違いな影がゆらりと現れた。軽装の鎧よろいとパレオに、革ベルト主体の拘束衣のようなものを着込んだ長い長い金髪の女、グルアガッハ。輪のような三つ編みはほどけ、ばさりと大きく広がっていた。腰の後ろの長い尾に下から控え目な胸を押し上げる左右の大おお鋏ばさみと、どこか蠍さそりを思わせる意匠。そんな哀れな操り人形を背中側から優しく抱き締めるグラマラスな半透明の悪魔、ツェリカ。

　その悪魔は厳密に言えば地球には存在しない。直接触れず、薄膜越しに『裏側』から強大な力で縛り付ける状態に近い。だがどっちみちもたらす結果は同じだ。グルアガッハが壁越しに手前へ引っ張り続ける限り、ツェリカは薄膜の奥にある全てを見て、触れる事ができる。

　天使の輪を戴いただくツェリカは【ゲート】を潜った訳ではない。むしろ発想は逆転させた。

（世界で初めて【ゲート】が設置される前から、散発的な往来はあったに違いない。あるいは神隠しや、逆にＵＭＡの目撃情報なんかの形でな。……つまり、【ゲート】とは世界と世界を繫つなぐモノではない。むしろ行き来を制限するための安全装置。ならば人間どもがダウンしている間にいくつか壊せば、『誤作動の消失事例』が再び芽吹く）

　世界の壁は薄膜のように柔らかい。それを強固に作り替えていたのが【ゲート】だった。

　そうまでして異世界への干渉力を手に入れ、しかし、ツェリカの心は満たされない。

（……煙と煤すすの匂いに満たされた灰色の街並み。くだらん。こんなものの利権を守るために、『あの人』は食い物にされて異世界で息を引き取らされたというのか）

　そうした情は胸の内に潜め、あくまでも邪悪に彼女は告げる。

　どちらが本音という訳でもない。その悪魔は相反する側面を矛盾なく処理できる。

「ふうん、【ゲート】は一般共用か。【教団】は秘密組織であるが故ゆえ、大それた専用【ゲート】を確保するとかえって悪目立ちするとでも踏んでいたのかえ？」

　口調は完全に変わっていた。

　くつくつと笑いながら、鱗うろこで作った水着と蛇の羽衣を組み合わせた装束を纏まとう悪魔は語る。

「……にしても、ミッション系とはいえ学校が拠点か。【教団】の精鋭とやらが、生徒会なる子供の集まりとは恐れ入る。グランズニールでは目鼻立ちが変わるからあてにならんが、泣く子も黙る【教団】が放課後の探検ツアーとは誰も思わんだろうよ、優等生の会長さん？」

　学校、ミッション系、生徒会、放課後、会長。足りない知識は優等生の頭の中身を搔かき回まわして手に入れ、それをすぐさま愚弄に転換するツェリカ。

【召しよう喚かん狩人かりゆうど】が悪魔と契約してでも力を欲ほつし続けた訳だ。

　表舞台でどれだけ勉学や運動の才能があっても、いやだからこそ、異世界で初めて味わった無能の烙らく印いんはさぞかしプライドを傷つけただろう。特に、誰からもちやほやされて天才扱いが当然、挫折や敗北を知らずに育てば育ってきたほどに、その反動は大きくなる。

　会長は美しくなった。【迷めい宮きゆう】に挑むたびに輝いていくようだ。そんな賞賛も当然だ。グランズニールに来るたびに、複数のハーブとツェリカの血で満たしたオイルを柔肌の隅々まで行き渡らせ、美容整形よりもえげつない改造を繰り返してきたのだから。

　だがグルアガッハはいちいち抵抗など挟まなかった。

　というよりも、

「あは……」

　力ない笑みがあった。

　くたりと首は傾き、両目の焦点は現実とピントが合わず、ほつれた金髪を何本か口の端はしに咥くわえて。ともすれば涎よだれさえ垂らすほど締まりのない顔で、ただただグルアガッハは笑い続ける。

　ツェリカは眉をひそめ、何度か立て続けに赤いプラグの針を優等生の背中に突き立てる。

　だが複数箇所に空いたジャックのどこに挿してもめぼしい反応はなかった。

　生理反応的に肩や腰、控え目な胸などが不規則に跳ねるが、これはどこかが違う。

　傾いた首に、ただただ不気味なくらい均一な笑みがある。

　プラグの痛みも顔を覆う長い金髪も気にせずに。

「あはは、あはあはは。あはははははは」

「ふむ、ちと鎧よろい経けい由ゆで優等生を乗っ取る際に【誘惑】を強め過ぎたか。まあ、手足が動くのであれば構わんが、やれやれ。自律系も私が制御せねばあちこち垂れ流しになってしまうぞ」

　一応の確認を取る。

　傀かい儡らいと化したグルアガッハではなく、彼女が纏まとう青あおい蠍さそりの鎧よろいへと。

　グランズニールから地球に帰還した場合、【兵へい輝き】はキーホルダーより小さいＵＳＢハードキーの形を取る。だがツェリカの鎧よろいは地球で作られた後にグランズニールで改造された特別製。つまり地球から異世界へ渡っても、異世界から地球へ渡っても、二つの世界の部品がそれぞれ効力を発揮する。メビウスの輪のように表も裏もなく、どちらも万全の装備の形で顕現する。

　脳内物質ドーパミンが上限を振り切った優等生の手足を使い、軽く身をひねって、乗り移る悪魔は言う。

「【魔法】を使うのも問題なし、と。そう評価するべきかね」

　その時だった。

　ギャリギャリギャリギャリ!!　とアスファルトを削り落とすような金属音と共に、三〇〇メートル先の交差点が封鎖される。待っているのは金属の塊。戦車というものを初めて見るはずのツェリカだったが、その顔に驚きはなかった。

　鎧よろいやオイルで柔肌に吸わせた血やハーブに蝕むしばまれる涎よだれまみれの優等生は、手足はおろか脳の奥まで掌握済みだ。必要な知識はここから自由に引き出せる。

　そして相手のスペックを測ってツェリカはもはや失笑していた。

　戦車の砲塔から上半身を出して重機関銃をこちらに向ける男が、拡声器片手にがなり立てる。

『【ブレイクニュース】へ告げる！　三つ数える内に武装を解いて投降しろ。チャンスは一度、どのような理由であれ棒に振るなら敵対行動とみなして即時射殺する！』

「ふざけているのか」

　哀れな人形に寄り添ったまま、唾棄するように半透明の悪魔は宣言する。

「平和主義に興味はない。『第一目標』からは外れるが、屍しかばねの上に成り立つ貴様達の暮らしぶりにはこちらもこちらで苛いら立だっている。憂うさを晴らさせてもらうぞ。我が名はツェリカ！　武装は頭の角にして、我が装甲は背の翼なり。解除したければその手でもぎ取るが良いい、人間!!」

　警告通りになった。

　何であれ『それ以外の行動』を取ったツェリカに対し、迷彩服の一群はスリーカウントさえ待たない。横一列に並ぶ戦車が次々に爆音を放ち、音速の五倍以上の速度で砲弾を叩たたき込こむ。二〇〇〇発以上のベアリングを花火のようにばら撒まく対人キャニスター弾に、粉ふん塵じん中ちゆうでも相手を正確に捕捉する赤外線の恩恵を借りて装甲貫徹用のＡＰＦＳＤＳ弾。装甲を砕かず溶かすように標的へ風穴を空けると言われる死しの槍やりが、丸みを帯びた柔肌へ容赦なく牙を剝むく。

　原形など留とどめない。

　そのはずだった。




「だから言うただろう、人間」




　ゾッ！　と。

　その場の全ての空気が持っていかれる。

　世界という薄膜越しでツェリカに憑ひよう依いされた金髪の女グルアガッハは、戦車の上に立っていた。重機関銃兵の、ちょうど背中合わせに。いつの間に、どうやって。それは砲弾が発射される前か、された後か。何もかも理解不能なまま、時計の針と状況だけがただ動く。

「くっ！」

　両隣の戦車から上半身を出していた重機関銃兵が、張り付かれた味方を誤射しないよう、腰の拳銃を抜いて妖しい肢体を誇示するツェリカ達たちへ狙いを定める。

　構わず、大きな角をさらす半透明の悪魔は囁ささやいた。

「ふざけているのか、と。その対応も含めてだ、あまりに周回遅れ過ぎる」

「っ？」

　爆音と共に真上を横切る影があった。

　それはビルとビルの間を突き抜ける航空自衛軍の国産ステルス機のはずだった。何故なぜかウェポンベイが開いていた。そしてすでに特大の航空爆弾が放たれた後だった。

　鱗うろこのような装束に太い蛇の羽衣を纏まとうツェリカを狙って、それ以外の何も目に入らず。

「おい……」

　兵士の一人は上を見上げて、理不尽に対し思わず声が出た。

　視線を戻してもう一度不条理と遭遇した。

　ツェリカとグルアガッハはどこにもいなかった。

　ただ爆弾だけが降ってくる。

「おいィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」







　爆炎でモニタが白く飛ばないよう、敢あえてネガポジを反転させたモニタを眺め、後部シートの爆撃手は報告する。

『全弾命中、繰り返す、全弾命中！』

『市街地だ、日に本ほんの首都だぞ。外しましたじゃ困る。確認したならさっさと帰ろう』

　彼らは自分達の爆弾が地上部隊を吹き飛ばした事に気づいていない。

　いいや、見えていない。ツェリカという標的以外の全てが。

　だから爆撃行程を済ませて安全な高度まで上がろうとしたその矢先。ちらりと『それ』が見えた後の反応もまた、ある意味当然だったのかもしれない。

　前方、数百メートル先のビルの窓。その奥の奥の奥に、『それ』はいた。

　ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。

　または乗っ取られた優等生。

　ギラリと陽光を反射するビルの窓の奥なんて、普通に考えたら見えるはずがないのに、だ。

『……標的を確認……』

　機首の向きが変更される。ぐんっ！　とさらに速度が上がる。

　無線からも次々と同様の報告が飛んでくる。

『ジェイウルフ02よりジェイウルフ01、こちらも標的を確認』

『こちらジェイウルフ03、指示を待つ』

『ジェイウルフ04、今なら狙える。終止符を打てる』

　息を吸って吐く。数百メートルなど戦闘機の世界では瞬まばたきの間だ。眼前いっぱいにビルの壁が広がる中、パイロットは躊ちゆう躇ちよなく言った。

『ジェイウルフ01より全機、陣形は菱ひし形がたからブーメランへ。エンゲージ、攻撃を開始する』

　直後の事だった。

　呆あつ気けなく四本の槍やりがビルの壁面へ突き刺さり、大輪の花を咲かせた。







「馬鹿野郎が！　今すぐモニタを切れ!!」

　食品輸送用保冷車に偽装した移動拠点の中で、タイトスカートにメガネの女性が叫んだ。

『影響』に吞のまれつつある部下のネクタイを片手一本で締めて意識を落とし、黒いパンストに包まれたしなやかな脚でタコ足電源ケーブルを蹴飛ばして強引にマシンの電源を切る。

「ばはっ!!　ぜえー、はあー！　し、主任、助かりました」

「礼を言うのはカウンセリングと心理テストを受けてからだ、井いの上うえ。外から見ただけでは影響下から脱したかどうか区別がつかん。田た中なか、立ち会いは任せた！」

「……あれは、何だったん、です？」

　恐る恐る尋ねる若者の言葉に、その場の全員が沈黙したままタイトスカートの女性の方へ注目した。咳せき払ばらいしてからメガネの彼女は答える。

「正確には何とも。そもそも薄膜越しに異世界からこちらへ干渉できる、というのも証明実験に至っていない。ただ【ブレイクニュース】の正体は【サキュバス】種だ。なら【誘惑】系の【スキル】に準拠したはず。例えば……ヤツの空気に心を吞のまれた者から支配される、とかな」

　単純に声色やフェロモンなどを軸とした生物的支配では、戦車や戦闘機の内部までは冒せない。だが空気や雰囲気であれば、時に電話やネットでさえ相手の心を縛り付ける。サッカーの中継を観みて興奮したり、掲示板の書き込みで嫌な思いをしたり、くらいなら誰でも経験はあるだろう。感情とは本人を前にしなくても外部コントロールを受けるものなのだ。

　しかし、だとすると、

「まずいな……。情報収集の面では連中より我々の方が優勢だろうが、だからこそ、どこまで【誘惑】が広がるか想像がつかん。軍が内側からずぶずぶに汚染されていくぞ」

　こちらにも【魔法】があれば。

　だが今はその【魔法】一つがままならない。

『……、……ちら……聞こえているか、誰か応答しろ……!!』

　歯は嚙がみするタイトスカートの女性は、一面死んだモニタ群の中、別口の無線通信を耳にした。

『こちら新しん宿じゆく駅えき構こう内ないＰＢ！　こっちは駄目だ、列車は動かせないし構内への避難者収容も限界に達している！　これ以上の誘導は危険だ!!　避難者はよそへ回せっ。何よりヤツが、ちくしょう、何だあの馬鹿デカいイカの怪物は!?　一〇階建て以上あるぞ！　誰かグランズニール帰りの経験者に説明を求めたい!!』

「冗談だろ……」

　ズンッ!!　という凄すさまじい震動が車内にまで揺さぶりを掛けてきたのは直後の出来事だった。タイトスーツにメガネの女性は覚悟を決めて再びモニタに息を吹き込んでいく。

　映っていたのはビルや高架に絡からみ付つく異形の存在の数々だった。

「ツェリカのヤツ、よりもよって召喚系の【ジョブ】持ちでも取り込んだのか、くそ!!」




　　　　　５




「ぶーぶー」

「……、」

　瓦が礫れきだらけの宿屋街で、ベアトリーチェはそう声を掛けていた。

　ぶーぶーは項うな垂だれていた。

　理不尽に石を投げられる【シスター】を助ける。【教団】が寄ってたかって【サキュバス】に意地悪して、【ブレイクニュース】まで出てきたから止めたい。生きるため、食べるため。そんな切迫した理由もなく【亜あ人じん】の粛清なんて理由で命を奪われようとする一人の少女を助けたい。その想おもいを裏切られ、踏みにじられ、全部裏目になって。責任を感じているんだろう。

「大丈夫よ、ぶーぶー。そなたが気に病むような事は何もない」

「だけどぶーぶーは、お前達の世界には行けない。一つも手伝ってやれない」

　そこまで言って、彼は言葉を止めた。

　そして改めて絞り出した。

「……【シスター】を止めてあげる事もできない」

　厳密に言えばツェリカは地球へは渡っていない。グランズニール側から薄膜のような壁越しに裏側から強大な力で物を縛るように干渉しているだけ。だがこちらからできる事は何もない。膨張を続ける宇宙の果てを観測・到達できないのと同じく、東とう京きようにいるグルアガッハが薄膜越しにツェリカを引っ張るのをやめない限り、悪魔は『目に見える場所』まで落ちてこない。

「私達の世界の問題は私達が何とかするよ。だからぶーぶー、そんな顔はしないで」

　根拠のない笑みで言いかけたベアトリーチェの言葉が止まった。

　ぶーぶーが華きや奢しやな少女をぎゅっと抱き締めたからだ。

　気き障ざな男がやるような余裕はない。あれだけの巨体の【イベリコオーク】は、知らない街で置いていかれそうな子供のように、小刻みに震えていた。脅おびえているのだ、あのぶーぶーが。

「ぶーぶーはお前に行ってほしくない」

「……、」

「だってぶーぶーはあっちに行けない、お前が助けてって言っても助けに行けない。ぶーぶーは手出しできないから、他の誰かが【シスター】を止めなくちゃならない。それが分かっているのに、ぶーぶーは馬鹿だから、どうしてもこう思っちゃう。お前に行ってほしくないって」

　実際問題、ベアトリーチェに何ができるだろう。

　グランズニールを離れて東とう京きように帰ってしまえば、彼女はただの非力な少女だ。【魔法】なんて一つも使えない。その細腕では岩石どころかくるみだって割れない。剣だの銃だのもまともに使った試しはない。挙げ句、そんな肉体的な問題の他に政治的な問題も絡からんでくる。彼女は籠の鳥、現実世界では六ろつ本ぽん木ぎ魔ま法ほう離り殿でんから一歩も外へは出られない身の上だ。

　できる事がないのなら、帰るべきではないのだ。

　騒ぎが収まるまで、いっそグランズニールに退避していた方が安全なくらいなのだ。

　挑戦を考えれば考えるほどドツボにはまる泥沼なのだ。

　でも。

　だけど。

　彼は言った。みんなが仲良くなれば困った事なんて何も起こらないと。

　その中には、あの【シスター】も入っていたはずだった。

　今にも泣き出しそうなぶーぶーを見て、そんな安全策に少しでも留とどまろうとした自分が、ベアトリーチェは心底嫌いになりそうだった。

　だから、自分で自分を嫌いになるより早く、彼女はつまらない前提を捨てた。

「ぶーぶー」

　曖昧な笑みはやめよう。

　震える彼を安心させるために必要なものは、きっとそれではないはずだから。

「大丈夫よ、ぶーぶー。そなたにもできる事はまだ残っている」

「？」

「奇麗な上うわっ面つらはどうでも良いい。私はそなたと本当に心が通い合っているって信じる。だから腹を割って本音で話そう。今、私達の間でわだかまっている重たいモノを取り除くために」

「んっ。ぶーぶーもお前を信じる」

　ごしごし目元を擦こすって、ぶーぶーは何度も頷うなずく。

　相手が四メートル弱もなければ頭に手が届いたのに、とベアトリーチェは思った。

「ぶーぶー、確かにこれは私達にも責任の一端がある事よ。全ての火種とまでは言わないけど、導火線を繫つないで爆弾まで導いてしまったくらいの負い目は持つべき。でも勘違いしないで、一人で心を潰してしまう前にやれる事はあるはずよ」

「例えば？」

「うん。私はいったん向こうに帰る。ぶーぶーは確かに東とう京きようには行けない。でも、ぶーぶーはグランズニールでやれる事があるの。話を聞く気はある？」

　これはもう、東とう京きようとか日に本ほんとか、そんなものを守るだけの話に留とどまらない。

　ぶーぶー。

　心優しい【イベリコオーク】の魂を守る。救う。助け出す。

　そのためならどんなリスクでも負ってやる。そっちの方が、形の見えない世界だの人類だのよりよっぽどお腹なかに力が入る。

　命を、人生を懸けよう。この戦いに、彼のために。

「それじゃ良いい？　作戦を良く聞いて、ぶーぶー」







　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

　専用【ゲート】から【サインアウト】した赤いドレスの少女は、何本もの細い飛行機雲が青空を引き裂いているのを見た。おそらく自衛軍の戦闘機の編隊だろう。在日米軍辺りがいきなり潜水艦から市街地へ大雑把に対地ミサイルを発射した訳ではないと祈りたい。

　そして彼女は広大な庭園の東あずま屋や近くで待機していた小柄なメイドを発見する。こちらから見えているという事は、向こうからも見えている。いきなりこそこそしている場合ではなくなった。なので真正面からずかずかと近づいて両肩に手を乗せる。

　極至近で確認を取った。

「悠はる花か、私達って友達よね？」

「うう、そういう導入で語りかけてくる人とはあんまりお友達になりたくないですう……」

「大丈夫、危険なアクションは何も求めないわ。それどころか貴女あなたは何もしなくて良い。つまり一つだけ見逃してほしいのよ」

「？」

　キョトンとした目で首を傾かしげるメイドの前で、ツインテールの少女は息を吸って吐いた。

　動どう悸きが激しい。

　でも言った。

「私、これから魔ま法ほう離り殿でんを脱獄するけど黙っておい

「うぎゃあ────────────────────────────っっっ!!!!!!」

　お願いが終わる前に絶叫された。

　友とも達だち甲が斐いのないメイドだ。唇を尖とがらせると、長女の色いろ花かと次女の密花みそかが何事かと顔を出す。

　一番小さなメイドは口をパクパク、人差し指で主人の顔をビシズビシと指差しながら必死で報告、情報共有を実行する。

「あっ、あの、あのう！　お嬢様がっ、まほ、一人、お一人でえー魔ま法ほう離り殿でんを抜け出すって、今、確かに、今ァ!!」

　ぶつ切り音飛びしまくりの小を受けて、中と大はこめかみに指をぐりぐり。

　片目を瞑つぶって、一番胸がデカい家庭教師メガネに泣きぼくろな色いろ花かが尋ねてきた。

「それは、真上の飛行機雲と関係しているのかしら」

「ドンピシャで。これ以上ないくらいに」

　続けて清掃や庭仕事など力仕事で鳴らしたスポーツ系な次女の密花みそか。

「その解決にお嬢が直接打って出なくちゃならない理由は？」

「そうね、確かに今回は【ピース】絡がらみで世界の戦争を食い止めるなんて大仰な理由ではないわ。でもグランズニールで責任を感じて落ち込む大切な人の心だけはこの手で助けてあげたい。生きるため、食べるため。そんな切迫した理由もなくただ粛清で命を奪われようとしていた【シスター】を助けたい。みんな仲良しになりたい。そんな想おもいを裏切りで踏みにじられ、異世界から出られない自分では彼女を助けられないと俯うつむいた彼の魂を。これは世界七〇億の誰にも代われない。ただ一人、私にしかできない仕事よ」

　ふむ、とメイド達は値踏みするように主人の顔を見た。

　彼女達はドレスの少女の身の回りの世話をしコンディションを保つと同時、危険な兆候があれば逐一報告し、万が一脱獄の懸け念ねんがあれば武力でもって迅速に問題解決に当たるよう『さる筋』から仰おおせつかっている身の上だ。

　……あくまでも表向きは。

「よろしい、請け負いましょう」

「ガチで箱入りのお嬢には分かんないだろうけど、東とう京きようって街は物騒なのよ？　特にお嬢みたいなべっぴんさんにとってはね。道中に護衛は必要でしょ」

　思わず目を見開いた赤いドレスの少女。

　対して、大声で裏切った悠はる花かまでもが両手で小さな拳を握って鼻から息を吐いていた。

「そうですよっ！　一人でお外に出るなんて考えられません!!　どうせやるなら私達も混ぜていただかないと!!」

「……、」







[image: ]







　ポカンとしてしまった。

　長い黒髪をツインテールにした少女と三人のメイドでは、ハナから論点がズレていたのだ。

「えと、ええと、貴女達はそれで大丈夫なの？　その、立場的に……」

「嬢より危険な位置に立つ者はいないわ。なら私達も吞のむべきではなくて、リスクを」

　一番大きなメイドの色いろ花かは腕を組み、豊かな胸を下から持ち上げる格好で、

「それに、大切な人という言葉が気に入ったわ。ええ、本当にとても。国の、いえ世界の都合で理不尽に自由を封じられた籠の鳥。世の中全部に不ふ貞て腐くされても良かったはずの嬢が、そんな風に呼べる人と出会えたんですもの。『さる筋』なんぞに踏み潰されてたまるかっていうのよ」
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　その報告は、東とう京きよう赤あか坂さかの牛うし頭がしら神じん宮ぐうへ迅速に届けられた。

　サァッと顔を真っ青にしたゆるふわ金髪を筒状の丈たけ長ながでまとめた瓶底メガネの巫女みこは、しかし眩暈めまいを感じる暇もない。すぐにでも『竜りゆう宮ぐうの間ま』を飛び出していく。

　天井裏の声は、いつものように語りかけてきた。

『どこへ行く気かね、バカ娘』

「バカの冠はベアトリーチェの頭にでも譲りますっ。あいつ、あの大馬鹿！　ぶーぶーさんのためかは知りませんけど、自分の首を思い切り締める羽目になるというのがどうして分からないのか。下手したらもう二度とグランズニールに行けなくなるかもしれないのに!!」

『それはアンタとて同じ事だよ。牛うし頭がしらの本分を忘れるでない、お主の仕事は

「うるせえクソババァ!!　命も背中も預けられる大の親友が人生全部投げる覚悟を決めたんだ！　これがお利口さんで見送れるか[image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─]あ!!!!!!」

『……、』

　沈黙があった。

　だがエレベーターの中のような圧迫感はなく、何故なぜだか角の取れた柔らかい空気だった。

『なら一度表に出て、四つ目の蔵に寄り道していきな。地下への鍵は子供部屋の手て鞠まりの中に入っている。カラカラ音の鳴るヤツさね』

「？」

　とりあえず指示に従ってみると、待っていたのは日に本ほんではなかった。

　まるで映画の中のコレクション。壁という壁に最新鋭の銃器が立てかけてあり、防弾ベストや防毒マスク、各かく種しゆ手しゆ榴りゆう弾だんの類たぐいにも事欠かない。由ゆい緒しよある神じん宮ぐうの地下にこんなものが隠してあるなんて大問題だ。これだけでスキャンダルのネタになりかねない。

「な、何でこんなものが……」

　実際には大戦終結直後、もしも駐留米軍が貴重な文化財の略奪に走った場合はお国の事情に関係なく徹底抗戦すべしとして地下に武器を蓄えていた名残なごりが今日まで何となく更新を続けてしまっただけなのだが、そんなだらだらした『伝統』とは関係なく老婆の声は即答した。

『きっと、こんな日のためにじゃろう』
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　堕落しきった優等生、いいやその身を縛いましめる鎧よろいを介して間接的に手足を操る半透明のツェリカの目的地は、最初から決まっていた。

「恵え比び寿す一ノ三桜さくら台だい九きゆう番ばん町ちよう南みなみヶが崎さき八ノ四。ふうん、『やはり』小娘の知識の中にはないか。こうなると概算で求めるしかないな……」

　黒煙と粉ふん塵じんの吹きすさぶ最前線で、いっそ吞のん気きなほど間延びした声で、鱗うろこでできた水着のような装束と太い蛇の羽衣を纏まとい、天使の輪と悪魔の角を同居させるツェリカは告げる。

　辺りは惨さん澹たんたる有り様だった。

　爆発により砲塔が真上に吹っ飛んだ戦車。アスファルトの地面が抜けて地下鉄駅に落っこちた装甲車。攻撃ヘリはビルの壁面に突き刺さったままカラカラと力なくローターを回し、パイロットが脱出した後の戦闘機がネズミ花火みたいに回転しながら爆炎を撒まき散ちらしている。

　歩兵など言うに及ばず。

　まさに敗軍の体ていで、ちょっと路地を覗のぞけば大慌てで迷彩服を脱ぎ捨てている男達を見つけられるだろう。いわずもがな、一般人に紛れて難を逃れるために。

　そこまでの状態ならいちいち相手にする必要もない。

　あるいは、【誘惑】で取り込むほどの価値も。

　あちらこちらに【召しよう喚かん狩人かりゆうど】の力を借りてクリーチャー達を放っているが、倒すべき目標を見失った彼らは方々で勝手に縄張り争いを始めているくらいだ。こうしている今も、一つ目の巨人【サイクロプス】と地を這はう多頭の竜【テュフォーン】が、背の低い雑居ビルの影から湧き出し、五階建てクラスの巨体をぶつけ合っていた。これもまたツェリカと同じ。グルアガッハを軸に、薄膜の裏側から自身の持つ力を押し付けるような格好で東とう京きように干渉している。

　いがみ合う化け物達のアーチの下を潜り、グルアガッハを乗っ取ったツェリカは思案する。

（……完全プログラム制御の無人機などが来た場合は五分五分だったが、この調子だと誤作動防止のため必ず人間がワンクッション入れる仕組みがあるか。ならそちらの掌握も難しくはない。我が【誘惑】は伝聞や手紙の形でも心を冒す。その場にいるか否いなかは関係ないのだから）

　大きな山羊やぎの角をさらすツェリカは基本的に乗り移った優等生グルアガッハをベースに現代知識を仕入れているため、知識の量には偏りがある。軍事にはそれほど明るくないようで、無人機になると驚くべき事に娯楽映画が最も参考になるデータとして差し出されてきた。自分の命を預ける場面で良いい度胸だ。流石さすがに顔をしかめてしまう。

「車、電車……色々便利な仕組みがあるようだが、この分だとどちらも止まっているか。やはり歩いていくのが確実だな」

　この肉体など所詮は借り物。目的を果たすまで保てば良い、くらいの考えのツェリカは、生身の筋肉の疲労など気にしない。主人のグルアガッハの血肉にまで牙を剝むく三頭一体の番犬【ケルベロス】や多産の蛇女【エキドナ】を贄にえの拳で殴おう打だしつつ、ツェリカの進軍は続く。

　自販機の裏、車の下、マンホールの中……。周囲二〇〇メートル圏の影から次々と新たなクリーチャーを呼び出しながら。それは真っ当な順路などお構いなしに、建物の中やバリケードの裏側でさえも。ともすれば、中心に立つツェリカへの呪いであるかのように取り囲む。

　それでも悪魔は意に介さない。

　グランズニールの怪物達は確かに強きよう靭じんだが、そこまでやってもツェリカには及ばない。

【魔法】という文明の炎は、それほどまでに強い。

　と、そんな折だった。

「？」

　ギャギャギャガリガリ!!　と今や聞き慣れたタイヤのスリップ音と共に、一台の保冷車が少し離れた場所で急停車した。後部ドアから降りてきたのは、ネクタイを外したタイトスーツに長い髪を頭の後ろで束ねたメガネの美女だった。目鼻立ちは違うが、見覚えはある。涎よだれを垂らし焦点も合わない優等生に後ろから抱き着く半透明のツェリカは、鼻で笑って名を呼んだ。

「アルメリナか」

「ご明察。なら私がどんな戦闘スタイルを好むかも分かっているな？」

　ズンッ!!　という重苦しい音が響く。

　太い鎖にバランスボールに匹敵する巨大な鉄球。到底彼女の細腕で支えられるとは思えないが、現に片手一本でゴムボールのように軽く上へ放って再びキャッチしている。

「私は【殴おう僧そう侶りよ】。【魔法】に依存しているとは言っても基き本ほん属ぞく性せいは物理だ。……つまり【魔法】で補助している体力関係を別の方法で再現する事ができれば、そのままグランズニールでの戦い方を現実世界で再現するのも難しくない」

　今回の場合は、建築、介護、農業、そして軍事方面で伸びが期待される補助スーツ。

　腰回りを中心に生身の手足へ這はうようにロボットアームを装着し、常人の数倍から数十倍の運搬機能を確保すると囁ささやかれる代表的なスマート装備だ。

　彼女は【魔法】の鉄球を呼び出し、辺り一面叩たたき壊こわした瓦が礫れきを吸い寄せて攻撃力を増幅させる事もあるが、これも鉄球と瞬間接着剤のタンクの組み合わせで再現できない事もない。

「だからこその『異形のカンスト組』の一角だったんだが、どうやら牙が城じようは切り崩されたらしい。ベルトを奪われた側としては是非とも取り返さなくてはな」

　保冷車の中から、ぞろぞろとスーツの男女が顔を出した。

　彼らは皆、アルメリナと呼ばれたメガネの女性と同じく太い鎖と鉄球を手にしていた。

「私が持ち帰り、彼らが量産化の目途をつける。防ぼう衛えい省しよう技ぎ術じゆつ研けん究きゆう所じよにはお世話になりっ放しだがね。これが人の強さだ。技術は独占すれば稀き少しよう価か値ちが上がり、公開すれば誰でも同じ事ができるようになる。ようは、使い方次第ってヤツさ」

「くっくっ」

　半透明のツェリカは優等生のボディラインに指を這はわせながら、嗤わらう。

　辺りで勝手にぶつかり合う怪物達など気にも留とめず、アルメリナを視界の中心に据える。

「確かに見事だ、こやつの知識の中にはないアプローチだった。場の空気は貴様のものだと言っても良い。……だが忘れたのか、堕落した優等生グルアガッハは【兵へい輝き】たる鎧よろいをそのまま着込んでいる。ＵＳＢハードキーではなく、そのものをな。つまり、【魔法】を完全に持ち込んだ。であれば【コマンド】系、あらゆる【属ぞく性せい】の攻撃手段とて潤沢に行使できる事を」

　ぞるぞるぞる、と粘質な音が優等生グルアガッハの足元からあった。

　彼女の影の中から、アナコンダよりも太い触腕が何本も湧き出ている。それらはグルアガッハの剝むき出だしの足を伝い、太ふと股ももを絡からめ取とり、全身を蹂じゆう躙りんしにかかろうとする。

　気がつけばその手にはスタビライザー付きの洋弓の両端に短剣を取り付けた【兵へい輝き】が。

　そう、二つ目。

　鎧よろいの他に洋弓の二つ持ち。セオリーを完全に無視した流れで半透明の悪魔が傀かい儡らいを操り、足元からのたくる触腕を弓の短剣で突き刺す。途端に太い太い触腕の群れが太ふと股ももに若干のぬめりを残し、人工物の中へまともに吸い込まれる。不気味に蠢うごめく弓の弦げんが引かれていく。

　そのまま矢を番つがえると、伝染するように蠢うごめく触腕はそちらへ移っていく。

　その鏃やじりに猛毒や爆薬を仕込むように、異形の怪物を内包する形で。

【召しよう喚かん狩人かりゆうど】。

　契約したグランズニールの【亜あ人じん】を任意で呼び出し、そのまま戦わせるか、刃やいばにその力を封入して切れ味に変化を持たせる稀き少しよう【ジョブ】。

　不気味に脈動し、時折ちろちろと触腕の先を出し入れする鏃やじりを見据え、ツェリカは笑う。

「【スキュラ】か、悪くない。其そは解放と共に空気を自在に泳ぎ、標的へ一二の脚で絡からみ付つき、鋼の柱を握り潰す鏃やじりなり。変化の内容についてはその身で味わうがよいぞ、アルメリナ」

「……、その【兵へい輝き】」

「主格はあくまで鎧よろいよ。他の武装はスレーブというか、外付けのオプションに近い扱いになる。とはいえご覧の通り、そもそも当人の人格など気に留とめぬ構成だがな」

　後ろから抱き着いている半透明の悪魔が優等生の首筋に顔を埋うずめると、どういう効果があるのか唇の接触点を中心に光の紋様のようなものが肌を伝った。

　ただでさえ抵抗の素振りもなかったグルアガッハの五指から、最後の意思が消える。

　完全な操り人形となって、柔肌の塊はキリキリと弓を構える。

　スタビライザー付きの弓が正確に獲物を照準する。

「さて。それでは一瞬で奪うぞ、この空気。そして貴様も傀かい儡らいの一つに成り果てるがよい。こうまでして敵の前に立ちたかった理由、その背に守りたかったもの。存分に思い浮かべよ、それら一つ一つが今から失われていくもののリストだ」

「ハッ」

　対して、鉄球を手にしたタイトスーツに黒いパンストの女性は小さく笑った。

　彼女は退職警官や自衛官が集まる探偵事務所という触れ込みで、公式記録に残せない捜査を行う外部セクションの者。情報の価値を理解している。故ゆえに、敵対者の前で本音など口に出さない。

　元々実戦に一〇〇％確実な勝利などない。だがリスクは吞のんだ。六ろつ本ぽん木ぎ魔ま法ほう離り殿でんの報告は受けている。とある少女は何かを企たくらんでいるのだろう。なら、それ以上は必要ない。少しでも時間を稼いで、成功率を高めてやるくらいの価値がある。

　これは大切な情報だ。だから覆い隠すために、メガネの美女は笑ってこう告げた。

「行くぞ小娘。ったく【誘惑】なんて羨ましい【スキル】振りかざしやがって」

「？」

　ぐるん！　と太い鎖ごと鉄球が回る。

　完全なる敵対行動。重たい鉄球を坂道から転がすように、鈍く緩やかな勢いがついていく。

「こちらは荒っぽい仕事のせいでろくな色恋沙汰に恵まれなくてな。せめてグランズニールでなら淡い可能性も残っているだろうと思っていた矢先にこのトラブルだ。人間の女の恨みは半はん端ぱじゃないってのを教えてやるよ!!」
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『ぶーぶー、これはメビウスの輪のようなものなの』

　ベアトリーチェはそんな風に切り出した。

『私達は地球に戻れるけど、おそらくツェリカを倒す術すべはない。ぶーぶーならグルアガッハ達をぶん殴れるけど、おそらく地球に向かう術すべはない。だからどっちにしても条件が揃そろわない。今のままじゃ、誰がどう頑張ったって問題を解決できないって事』

『ん？　メビウスって何だ？？？』

　こんなの、と応急手当用の包帯を短く切ってねじってやると、ぶーぶーは不思議そうに何度も輪の表面を指でなぞっていた。

『表でも裏でもない！　何これ!?』

『うん、不思議だけどその話はまた今度ね。……だから私達がツェリカに勝つには、まずはこのねじれた輪を何とかしないといけない。役割を教えるよ、ぶーぶー』







　敷しき地ちの外へ。『魔ま法ほう離り殿でん』から六ろつ本ぽん木ぎの公道へ。

　改めての一歩。

　大きな流れへの反逆の、始まり始まり。

「……、」

　赤いドレスの少女はゆっくりと息を吸って吐く。魔ま法ほう離り殿でんの庭園から一転、コンクリートにアスファルトの灰色だらけの街並みは、たったそれだけで体力をごっそりと奪っていくようだった。喉に違和感がある。目の奥が痛い。東とう京きようは面積当たりの人の数なら世界最大規模らしいのだが、人間は暮らしを追求すると自ら汚お泥でいの中に首まで浸つかりたがるとでも言うのか。

　恐ろしいほど静かだった。

　てっきり自衛軍だの機動隊だのが無謀な戦いをしているのかと思ったが、違うようだ。

　確証はない。

　だが辺りの様子と、魔ま法ほう離り殿でんへ足を運ぶＶＩＰ達の習性を考えれば、すぐにでも答えは出た。

「……東とう京きようを捨てたのね」

「えっ、えっ？」

　三姉妹の末っ子の小動物系な悠はる花かがオドオドしながら聞き返そうとする。聞くのは怖いが確かめないのも怖い。そんな板挟みなのが見て取れた。

「ある程度やって、駄目だと分かって、あっさり方針を転換した。確か今は横よこ浜はまサミットをやっていたわよね。おそらく各国の首脳陣を助けるとか何とか言って、自衛軍の防衛ラインをそっちに設定している。でもって後はこっそり官公庁のＶＩＰ様も相乗りすれば準備完了、安全地帯へ一直線。地方分権も進んで良い事ずくめではないかしら」

　残っているのはしんがりを務める時間稼ぎ、自衛軍の決死隊。

　後は無力で正しい警察官くらいか。

「警察無線を傍受したわ」

　言ったのはメイド三姉妹の長女、家庭教師メガネに泣きぼくろの色いろ花か。

　彼女は手の中の四角い機材と自前のタブレット端末を繫つなげながら、

「敵性対象は池いけ袋ぶくろから南下して新しん宿じゆくを通過。行政機関は無視してさらに移動しているとの事よ。代よ々よ木ぎ付近で微妙に針路を東へ修正、なおも南下中」

　昨今の無線通信はデジタル暗号が施されているからそう簡単な話ではないはずだが、逆に言えば手て際ぎわさえ分かっていればデコードは可能だ。これに限らず、色いろ花かならタブレット端末に指先一つでちょっとしたスマホくらいなら任意で選んで遠隔操作できてしまう。

　今さら驚くような事でもないので、赤いドレスの少女は本題に集中した。

　つい癖で右手がレイピア状の【兵へい輝き】の感触を求める。が、東とう京きようでは一万四〇〇〇の【魔法】どころか最低限の地図も呼び出せない。改めて自分の翼がもがれた状態だと再認識する。

【パラメータ】の補整も【回復魔法】もない。

　いつも隣にいる【イベリコオーク】も。……あの巨体と寄り添えない事が、こんなにも心細いとは思ってもいなかった。

　一発もらえば即死の、リアルでルールの違う実戦が待っている。

　理解して、しかしツインテールの少女は即座に切り返した。

「……向かう先は渋しぶ谷やか、いいえ、恵え比び寿すかしら」

　相手は明めい治じ神じん宮ぐうや各国大使館など重要建築を無視して南下を続けている。自衛軍の排除・迎撃に容赦はないようだが、民間人の密集地域を無差別に攻撃する素振りもない。いまいち相手の目的が見えないが、ひとまず赤いドレスの少女はランドマークを軸に考える。

　そしてビールの街として知られる恵え比び寿すだが、すぐ近くには物々しい施設がある。

「防ぼう衛えい省しよう技ぎ術じゆつ研けん究きゆう所じよ。確かあそこでは【兵へい輝き】や【ゲート】に関する実証試験を繰り返していたわよね……」

「つ、つまりバケモノはそれを狙っているって事でしょうか」

「……、」

　赤いドレスの少女自身口に出してみたものの、いまいちしっくり来ない。元々世界から世界へ干渉するほどの技術を持ったツェリカが、今さら人の何を欲しがるというのか。

　と、そこで彼女は連鎖的に頭の中から情報を引き出していた。

【兵へい輝き】や【ゲート】以外で、その研究所に関する重要事項はと言えば……、

「……【賢者】」

　異世界グランズニールの存在や【魔法】の可能性、そして何より【ピース】による技術革新の可能性を匿名で提唱した謎の人物または集団。個人か組織かも判明しないその存在は、当然世界のどこに隠れ潜んでいるかも一切不明。ただ、防ぼう衛えい省しよう技ぎ術じゆつ研けん究きゆう所じよには【賢者】本人か、あるいは直接コンタクトを取れる窓口が存在する……などという噂うわさはなかったか。

　噂うわさは噂うわさ。ネットで拾える情報の信しん憑ぴよう性せいなんぞたかが知れている。それも十分承知。

　だが捨て置けないのも事実だった。

「色いろ花か。ドラマや映画では良くあるけど、実際にコンピュータからデータを完全に削除するのにはどれくらいかかるものなの？　復元不可能な形という意味で」

「まず『完全確実に復元不可能な形』はそもそも存在しないわね。限りなくゼロに近いというレベルで良ければ、市販のノートパソコン一つで一二時間くらいはかかるかしら。いっそ強酸にでも漬け込んだ方が手っ取り早いけど、これも規模による。ハードディスク一つなら大した手間にならないけど、体育館より大きなスパコンやサーバーシステムだとね」

「……、」

　当然、研究所は後者に当たるだろう。つまり慌てて職員やＶＩＰが撤退作戦に乗っても【賢者】に繫つながるデータは施設に残るリスクがある。最も怪しそうなのはそこだ。ひとまず恵え比び寿すでの接触を想定し、かち合わなかった場合はそのまま北上して渋しぶ谷や入りするのが最善か。

　一番小さな小動物系メイドの悠はる花かが両手でグーを作りながら言う。

「で、でも、それならチャンスかもしれませんよ。私達の方が近そうですし」

（……追い着けるかどうかが問題なのではなく、倒せるかどうかが焦点なのだけれど）

　言葉にするのは控えておいた。

　博識ぶって無駄に相手を不安にさせるようでは何の意味もない。

　武器というより離れた場所から扉を開けるためだろう、モップ片手の密花みそかは密花みそかで、

「……そもそも命懸けの中で現場まで辿たどり着つけるかが問題だ。まあやるだけやるけど」

　三人のメイド達に先導され、赤いドレスの少女は歯車がボロボロ抜け落ちた日に本ほんの首都を行く。破壊されたか乗り捨てられたかした車を起点に長い長い渋滞が発生し、ビルではあちこちの窓が割れている。黒煙に包まれたり、コンクリートの塊が傾かしいでいる所も珍しくない。道路は不規則に崩落していて、地下鉄線路が剝むき出だしになっている場所もあった。自販機より大きな塊が線路にいくつも落ちているから、おそらく鉄道もまともに動かないだろう。

「い、一般の方々はどこへ行ったのでしょう？」

「屋内に留とどまるか、スマホから登録した【ゲート】が近ければ【サインイン】。グランズニールに行けば東とう京きようの脅威からは離れられるし、何より【魔法】の補助がいくらでも効くからね」

　限られた化け物から身を守るため、元からファンタジーで溢あふれ返かえったグランズニールへ逃げ込んだ方がかえって安全だというのは何とも皮肉な話だった。

「で、で、でも、間に合わなかったら？　いえ、そもそもグランズニールへ行く登録準備をしていない方だったら……」

「……、」

　相当シビアな回答になる、と赤いドレスの少女が思った時だった。

　ガランガランガランガラン!!　とやたら大きな金属音が近づいてきた。まるで結婚式のチャペルからハネムーンへ出かけるオープンカーみたいな騒音だ。その正体はピザ屋のスクーターだった。後部には紐ひもで下げた空き缶を大量に引きずっている。

　自らが発するけたたましい騒音に負けないよう、拡声器を片手に少年はがなり立てていた。

『へい、へい、へい!!　バケモンどもはこっちで引きつけるから、今の内に最も寄よりの【ゲート】に向かいな！　ダメなら警察署だ、まだお巡りさんは生きてるぜ!!　どうせイカだのタコだのあの連中にゃ理解できねえんだ、とことん言ってやる。ひゅーう！　×××××!!』

「……意外とまだまだ大丈夫そうね」

　音を立てて目の前を横切っていくピザ屋のスクーターを見送って、赤いドレスの少女はやや辟へき易えきしながらそう呟つぶやいた。が、ここで三姉妹の次女が思い出したように言う。

「あれ、でもちょっと待て。あいつが引きつけ役だとしたら誘われるままにこっちへ来るんじゃないのか。とびきりの問題児が!?」

　そして。

　あまりにも呆あつ気けなく、のそりと現れた巨大過ぎる影。

「わあ！　まずいです、例の一〇階建てクラスの……何ですかあれ、でっかいイカ!?」

「【クラーケン】よ、倒すなんて馬鹿な事考えないで。色いろ花か、密花みそか、ルート構築お願い」

「あの巨体相手に人の足じゃ逃げ切れない。車もバイクも渋滞だらけで使い物になんないし」

「崩落したアスファルトから地下へ潜りましょう。嬢、ついてきて」

　こんな時でも【クラーケン】の周りのビルの屋上では、建物から建物へ飛び交うようにマウンテンバイクが何台か散見していた。おそらくハンドルについているのはライトではなくスマホだろう。全く元気な動画職人達である。

　彼らがやられていないのは、召喚されたクリーチャー達の統率の問題もあるのだろう。こうしている今も、巨大なイカの【クラーケン】といくつもの動物を組み合わせた【キメラ】とが勝手に激突している。共存、対立、そして淘とう汰た。全て任せてしまっているのだ。だから隙があるとも言えるし、だから次にどう動くのか予測が難しいとも言える。

（カラクリ細工の【ギミック】じゃない、ぶーぶーと同じグランズニールの住人なのに）

　苦にがい想おもいはあるが、今ここで拘こう泥でいしていてもやれる事はない。自衛軍より強いという事は、今すぐ狩り殺される心配はないとも言える。赤いドレスの少女としては、人間と【亜あ人じん】双方の強さを信じつつもこのまま突っ立っている訳にもいかない。ひとまず自分達は地下へ。

　グランズニールと違ってひらりと舞う事はできなかった。すぐそこまで真っ白な触腕が埋め尽くすように迫る中、えっちらおっちら数メートル程度の段差と格闘する。

　下は地下鉄線路のようだ。とはいえあちこちに冷蔵庫より大きなコンクリートブロックが落ちていたり、柱が倒れて線路は塞がれている。まともに列車は走っていないだろう。

　ほとんど役に立たないまばらな蛍光灯を頼りにトンネル内を四人は進む。

　密花みそかのモップで暗い地面を探りながら。だがこちらもこちらで順風満帆とはいかない。

「？　羽音が聞こえますけど」

「しっ。あのシルエットは【ハーピー】かしら。【風ふう力りよく】属ぞく性せいに強くて空気の振動に反応するからあんまり大きな声は出さないで」

「やはり詳しいのね、嬢」

「【迷めい宮きゆう】の【ギミック】や【トラップ】と違って、グランズニールの表を歩いている連中よ。ひょっとしたらぶーぶーの方が博識かもしれないわね」

【ハーピー】は人間の女性の両腕を大きな鳥の翼に変じたような【亜あ人じん】で、【ドラゴン】だの【グリフォン】だのと比べればあまり目立たない。だがそれも【魔法】に守られての話。単純に考えてオオワシの一〇倍以上の筋力を持つ猛もう禽きんが縦横無尽に飛び交うと考えれば良い。拳銃弾程度は届かず、両脚の爪が唸うなれば鉄の扉くらい水を吸った紙のように引き裂く。

　まして、

「連携を取っているとしたら最悪だわ。壁の傷を見て」

「うえ……拳の跡かな、これ？　コンクリだろ……」

「【ミノタウロス】が自分の縄張りを誇示する時に岩につけるのにそっくりなの。共存か、対立か、構造は見えないけれど、楽観論は捨てましょう。【ハーピー】の叫びにこいつらが集まってくる構造だとしたら絶対相手にしない方が良いい」

　幸い、地上の激戦があちこちに負荷をかけているおかげか、地下の壁や柱も亀裂が走っている。少女達であれば大きな亀裂から別の地下構造体へ逃れるのは難しくなかった。

　あるいは迷路のように入り組んだ地下街。

　あるいは水害対策の大規模な放水路。

　あるいは得体の知れない備蓄基地。

　壁を抜けるたびに景色が一変する状況に目を回すように、小柄な悠はる花かがオドオド発言する。

「ほ、ほんとに方角は合っているんですか？　目印になるものがないから何だかぐるぐる回っているような気が……」

「大丈夫よ」

　長女の色いろ花かが口を開く前に、前を見据えて赤いドレスの少女は囁ささやいていた。

「恵え比び寿すはこちらで合っている。私が地下で方角に迷うなんて事ありえないわ」

　状況は最悪。

　狭く入り組んだ地下であちこち巡回している【ハーピー】や【ミノタウロス】と鉢合わせになれば、その場で即全滅もありえる。だが赤いドレスの少女は灰色のビル群よりも、むしろ先の見えない地下空間の方が活いき活いきとしているようだった。

　それは【迷めい宮きゆう】を彷ほう彿ふつとさせるからか。

　もっと言えば、隣に寄り添って歩く、大切な人を思い浮かべられるからか。

「……父さんの仕事の顔を見た気分だね。お嬢が東とう京きようにできた死の迷路で目を輝かせてる」

　縄張りのサイン、抜け落ちた体毛、果物についた嚙かみ痕あと、床に落ちた糞ふん、壁や床を擦こするような跡。様々な痕跡から巡回する【亜あ人じん】達たちを次々に言い当て、回避方法に繫つなげていく。

「こっちのは【ケンタウロス】と、あとは【ラミア】ね。蛇女の方は地面の残留熱源、つまり足跡を追ってくるはず。靴をタオルか何かで覆って縛れば誤魔化せるわ」

　後は視覚、聴覚、嗅覚など探知の特徴と照らし合わせて、その範囲外を進んでいけば良い。エンカウントはイコール即死の状況で、なお奥へ奥へ。

　高密度の集中と引き換えに寿命をすり減らすような行軍の果てに、彼女達は辿たどり着ついた。

　地下ケーブル点検用の細い通路から全員で真上を見上げ、梯子はしごの先のマンホールへ注目する。

「ここよ、嬢。おそらく恵え比び寿すの中心、駅前近く、巨大複合ビルの辺りに出るはずね」

「ビルを摑つかんで圧あつ搾さくする【クラーケン】といきなり鉢合わせない事だけ祈りましょう」

　マンホールから地上へ出る。

　街が街だからか、あちこちにビール会社の看板が立っていた。おそらく無人と化した駅の方から聞こえるのはＣＭでお馴な染じみのメロディーだった。どうやら高圧電線が千切れた後も、立ち往々していた列車がバッテリー駆動で最も寄より駅えきへ自動避難してきたらしい。派手なランドマークである巨大複合ビルの近くでは道路工事が行われていたようだ。電飾ケーブルで囲まれた中でアスファルトが四角く切り取られ、重機がそのまま放り出されている。

「付近の【ゲート】はどこかしら」

「えと、複合ビルの一階、スポーツジムに共用モデルがありますね」

　悠はる花かは色いろ花かのようにハッキングした訳ではない。神宮や大聖堂、または自衛軍施設など専用モデルでない限り、誰でも使える一般共用【ゲート】は普通に公開されている。学校、公園、スポーツジム。駅前の案内板にはいくつか赤い丸でサインが刻まれていた。

　赤いドレスの少女は工事現場で測量に使っていたのか道端に落ちていた金属メジャーを拾い上げると、陸橋の上から何本も平行に走る線路へ視線を投げる。

「色いろ花か、めぼしい薬品番号はメモに書き出すから貨物列車の中身を確かめて。密花みそかは工事現場、流石さすがに発破や導爆線はないと思うけど、見立てが正しいならアセチレンと酸素のボンベがあるはず。悠はる花かは乗り捨てられた車からガソリンを確保。みんな、できる分だけで良いいわ。あと、手が空いたら建物の裏に回ってみて。プロパンが手に入ると助かるんだけど」

「お、おいおい。護衛が一人もいなくなっちゃうよ」

「必要ないわ」

　赤いドレスの少女はメイド達ではなく、別の方向を見ながら言った。

　いいや、睨にらみながら。

「もう見つけたもの。悪の大魔王を黙らせるのは【剣つるぎ聖せい女じよ】の仕事よ」
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　堕落した優等生グルアガッハを青い蠍さそりの鎧よろいで操り、半透明のツェリカは悠々と日に本ほんの首都を縦断する。すでに自衛軍や機動隊の大半は撤退済み、しつこく残る有志も【誘惑】で吞のみ込こみ、同士討ちの戦乱が邪魔なら【クラーケン】や【スキュラ】などを呼び出し直接排除していく。

　もちろんこの世界にも規格外の破壊力を持った兵器はいくらでもあるのだろうが、戦力投入に舵かじを切れないのは、やはりここが一国の首都だからか。何にしても拘こう泥でいしている内に状況だけが悪化していく。ツェリカが場の主導権を握るほどに、空気に『吞のまれた』者から順番に、【誘惑】はあらゆる隙間を埋めていく。それはやがて、この国を超えた広い範囲にまで。

　そして当人は誇りもしなかった。

　戦闘は移動の妨げを排除する行為でしかなく、目的とは切り離されているからだ。

「……恵え比び寿す一ノ三桜さくら台だい九きゆう番ばん町ちよう南みなみヶが崎さき八ノ四、恵え比び寿す一ノ三桜さくら台だい九きゆう番ばん町ちよう南みなみヶが崎さき八ノ四」

　口の中で繰り返し呟つぶやきながら、黒煙と無人の街を侵略者は進む。

　頭の中にあるのは一つだけだった。




『よお、ベイビー。人間様も捨てたもんじゃねえってのを教えてやるよ』




　ある人間と出会った。

　世界と世界をまたいで、出会うはずのない二人が出会った。

　初めて会った時はその思考や行動が全く理解できず、しかしだからこそ、短い黒髪の男に興味を引かれた。これを理解したいと強く強く考える自分を止められなかった。




『別に大した理由じゃねえさ。人生ってのは有限だ、一分一秒でも楽しく遊び倒したいってのに、いつまでも同じ事でうじうじぐだぐだ悩んでいられるか。だったら多少面倒でも、目についたトラブルってのは解決しておくに限る』




　女は【サキュバス】と呼ばれていた。

　グランズニールにやってきた人間達につけられた呼び名だった。元の世界に似たような伝承があるのだという。だが由来を尋ねても、その男は困ったような顔をしただけだった。ほうぼう手を尽くして、様々な人間から話を聞いて、そして笑ってしまった。人間は良く見ている。だが足りない。ツェリカという悪魔を語るには圧倒的に言葉が足りない。

　でも、そんな毒婦にも、心を傷つけまいとしてくれる男がいたのだ。

　ただそれだけの事が、渇き切った心にどれだけの潤いをもたらしたか。

　きっと大仰な鎧よろいに巨大な斧おのの男自身知らなかったに違いない。




『ようは、寝覚めの問題ってヤツさ。この一杯だって、勝利の美酒か自棄やけ酒ざけかで味はガラリと変わる。俺は素直な人間だからな、不味まずい酒さけなんか吞のみたかねえんだよ』




　長い長い時間を一緒に過ごした。

【亜あ人じん】達たちは近づきもしない【迷めい宮きゆう】の中までついていった。

　自分の人生、スタイル、禁忌、ルール……。何もかもかなぐり捨ててでも、この人間と共に歩あゆみたい。そう思えるものを胸に宿したから。




『ないものねだりになっちまうだろうけどよ、それでもついつい思っちまう。お前にも見せてやりてえなって』




　全ては引き裂かれたけど。

　もうその人はどこにもいないけれど。

　暗殺なんて過程はどうでも良いい。復ふく讐しゆうなんて雑事には付き合っていられない。ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエの魂が望むのはただ一つ。他の誰から見ても何の意味もなく、しかし彼女にとっては星の値段よりも重たいもの。




『俺ん家は小せえけどでっかい桜の木があってさ、花見のシーズンにゃ毎年見た事もねえおっさんどもが酒瓶片手に拝ませてくれって庭に入ってきやがるんだ。桜、分かんねえか。グランズニールにも生えてりゃ良かったんだけどな』




　周囲の懸け念ねんなどどうでも良かった。

　世界の謎に直結する【賢者】本人またはコンタクトを取れる人物が潜むと言われる防ぼう衛えい省しよう技ぎ術じゆつ研けん究きゆう所じよなど、立ち寄る理由が一つもなかった。

　ただただ、その家に行く。

　鎧よろいの男おとこが見せたかったものを、見る。

「……、」

　恵え比び寿す一ノ三桜さくら台だい九きゆう番ばん町ちよう南みなみヶが崎さき八ノ四。

　駅の近くにあった案内板を見ても、そのような表示はない。

　概算で進み、何度も似たような道を行き来して、ようやくツェリカは見つけた。

　その場所を。




　本当にちっぽけだった。

　ビルとビルの間に取り残されたような、ボロボロのアパートが一件あるだけだった。




　季節は桜の時期から遠く。

　そもそも周りのビルのせいで日当たりを失ったこの土は生きているのか。木は枯れていないのか。そのレベルから疑問が生じてしまう。

「……、」

　それでも、天使の輪と大きな角を持つ悪魔、ツェリカは一歩踏み入った。

　ふらふらと、震える足取りで。

「おや」

　そんな吞のん気きな声を出したのは、アパートの一階部分、住人達ではなく管理人が暮らす部屋の近く。日当たりのないじめじめとした庭にせり出した小さな縁側に、老婆が一人腰掛けている。

「人なんて珍しい。まさか入居希望って訳じゃあないだろう。道にでも迷いなさったかね？」

「……あなた、は？」

　ツェリカは思わず戸惑った声を上げていた。

　優等生を鎧よろいで縛り、東とう京きようを震しん撼かんさせた悪魔。だが老婆の顔色にさして変化がなかったからだ。

　理由を彼女はこう言った。

「すまんね、ばあちゃん今ではもう目がほとんど見えなくて。まあ自宅とここを行ったり来たりする程度なら杖つえ一本あれば何とかなるんだが」

「……、」

「それでも分かる事もある。なんね、この空気は泣きそうな感じだね。何があった？」

　この人は、知っているのかもしれない。

　グランズニールで倒れたあの人の、ツェリカには知らない部分を。

「ここに住んでいた人を、訪ねに来たのですわ……」

　無駄な事でしょうけど、と付け足そうとした。

　だが老婆はますます相好を崩して言ったのだ。

「なんね、それを早く言いなさい。だったら『あの人』しかいない。何しろ住人がみんな出て行ってさあオンボロを建て替えようかって話になったのに、唯一家賃を納め続けたヤツがいたもんで取り壊しもできなかったんだから」

「それは」

　まさか？

「不思議な人じゃった。貧乏なんだか金持ちなんだかも分からん。こんなオンボロアパートに暮らしている割に、家賃は一気に一〇〇年分も置いていきおって。おかげでいなくなった後も義理立てを続けなくちゃならなくなった。どうしてそれだけの金があるのにこんな場所に留とどまり続つづけるのか疑問だったけど、ようやっと謎が解けた気分だね」

　知りたかった。

　少しでも。

　ほとんど目は見えない、だが人の感情は読み取れる。そう語った老婆は、質問を口に出す前に答えを告げていた。




「だってあの人は口癖のように言っておったからね。ここの窓から見る桜は最高だって。いつか絶対に、俺の嫁になる人を連れてくるんだってさ」




　言葉もなかった。

　どうしようもなかった。

　ツェリカはその場に崩れ落ち、湿った黒土に額を擦こすり付つけ、そして泣いた。優等生の体を通しての挙措で、最低最悪の冒ぼう瀆とくかもしれないけど。ここまで来た甲か斐いがあったと感じられた。

　叶かなえたのだ、あの男は。

　異なる世界で骸むくろとなって朽ち果ててでも、その口で言った願いを。

　彼が命を落とさなければ、ツェリカもここまで狂おしく世界をまたごうとは思わなかった。

「桜は咲いておるかね」

　老婆は尋ねてくる。

「ばあちゃん目が悪いから何とも言えんけど、たまに季節に関係なく狂い咲きで花を咲かせてくれる事もあるんじゃよ。今日はどうなのかねえ」

　涙と黒い泥でドロドロになった顔を上げる。

　涙で視界が滲にじんでどうなのかは分からなかった。

　そして。

　ツェリカにはツェリカの目的がある。

「……やっと」

　たとえどれだけ唇を引き結んでも、その声を止める事は適かなわない。

　ポロポロと、ボロボロと。前髪で表情を隠しながら、だがツェリカは明確に言葉を放つ。

「やっと」

　傀かい儡らいたるグルアガッハの全身を戒める青い蠍さそりの鎧よろいが淡い光を放つ。下から控え目な胸を押し上げる先の赤い左右の大おお鋏ばさみが、開く。そこからはらりと小さなものがこぼれていく。

　ほんの数本の毛髪だ。

　双方の世界を渡る【兵へい輝き】に直接組み込む事で、こちらに持ってきた。薄膜越しのツェリカにも不可能な、わずか数グラムの奇跡。あの人が身命を賭として組み上げた、実験の成果。

「やっとあなた様と共にサクラの前まで来る事ができたぞ。なあ、大馬鹿者……」

　人間は地球と異世界を自由に行き来できるが、持ち帰れるものには制限がある。

　遺体となってしまった人間もまた『もの』になるため、気軽に【ゲート】は使えない。

　だから。

　どうやっても。

　白い修道女は、彼の最後の心残りを叶かなえてやりたかった。

　二人で、一緒に、サクラを見る。

　世界と世界をまたぐ、大前提さえ無視した夢物語。

　たとえどんなに歪いびつで、他の誰にも理解できない形だったとしても。

　そう、鎧よろいの形かたちをした【兵へい輝き】の一部として組み込み、【兵へい輝き】は例外的に二つの世界を行き来できる人工物だという特性を利用して、彼の髪と共に。

　何度も何度も自問した。

　死者のためにできる事なんて何もなくて、単なる独りよがりなのではないかと。ごまんとある植物の一つをこの目で見た程度で何が変わるのかと。遺髪のあるなしに意味などあるのかと。

【教団】だの【ブレイクニュース】だのに自前の教会を襲わせた時も、制御を誤って死ぬならそれまでかとも思った。どっちみち、彼と同じ場所に行けるなら幸せな結末ではないかと。

　だがツェリカはここまで来た。

　周到な計画に、実現させる腕に、そしてトドメの悪運。

　全てを揃そろえ、成じよう就じゆした。

「これを……」

「うん？」

「これをサクラの木の下に埋めるご許可を、いただけませんでしょうか」

　本来必要のないプロセスだ。遺髪はずっと胸に抱えていても良かったはずだ。

　でもそうしない。甘えるのはここまで。

　この罪は、自分一人で犯したもの。

　だから最初から、彼に最後まで付き合わせるつもりもなかった。

　どこかでこの悪と切り離さなければならないと、そう考えてきた。

　対して。

　まるで墓守のようだったその老婆は、にこりと笑って頷うなずいた。




「良いいよ。何だか知らんがアンタも頑張ってきたんだねえ」




　今度こそ、今度の今度こそ、妖艶な肢体を持つツェリカは子供のように泣いた。

　わがままに加えて後の始末まで、完璧に果たす許可をいただいた。

　決してその行いの全てに許しをもらった訳ではないけれど。これからも彼女の頭上には咎とが人びとの冠は残り続けるけれど。それでも、一つの山を登り詰めたと、そう思った。

（……もう大丈夫）

　青あおい蠍さそりの鎧よろいの中に隠していたのは、人間達の単位で言えばほんの数グラム。

　指で摘まめる程度の毛髪をいくつか。たったそれだけのために悪魔は二つの世界に混乱をもたらし、あらゆる冒ぼう瀆とくを是として、一つきりの願いを自らの手で叶かなえてみせた。

　サクラを見る。

　彼が最後の最後まで楽しそうに語っていたものを、彼と一緒に眺める。共有する。

　後の咎とがはこちらで引き受ける。だから彼は、幸せな思い出と共にここで切り離す。

　そのための、別れの儀式。

（終わったんだ、全部終わった。だから私が胸の中で抱くサクラと一つになれ、愛いとしき人よ）

　ここから先、何が起きても、もう誰にも彼だけは踏みにじらせない。跪ひざまずいたまま、古い木の下にある汚よごれた黒土をグルアガッハの両手でもって浅く掘り、数本の毛髪を入れ、再び土を被かぶせていく。その上から、小さな子供をあやすようにポンポンと掌てのひらで何度か柔らかくさする。

「一つ」

「うん？　何だい」

「一つだけ約束してくださいな。これから大きな音が鳴るが、心配はいりませんわ。びっくりしても、絶対にこちらを追い駆けては来ませんよう」

　焦がれに焦がれた儀式は終わった。

　目元の涙を拭い、そのグラマラスな悪魔は乗り移った優等生ごと大きく背後を振り返った。

「……終わるまで待っていた事だけは感謝する」

「───、」

　待っていたのは、赤いドレスを纏まとうツインテールの少女だった。

　目鼻立ちは違っても、すぐにツェリカは看破する。人間達の最強の代表格、カンスト組の一角。【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェなのだと。

　理解して、なお、悪魔は嗤わらった。

　優しい顔はもういらない。

　同じ空間にいる老婆を意識から切り離し、そしてツェリカは己が敵と向かい合う。

「貴女あなたの目的は済んだ。黙ってグランズニールに帰る気は？」

「確かに義理立ては終わり。だがこれだけの騒ぎを起こした以上、戻っても人間達の討伐隊が人海戦術で私を狩り出す。グランズニールは狭い。逃げ帰るつもりが自分の首を絞めるだけだ」

「つまり」

「私はこちらに残る。残って行方を晦くらまそう。約束を果たした後は自由にさせてもらおうか」

「どの道、短命と分かっていてもかしら？」

　人間は異世界に長期滞在すると重力や大気組成の微妙な誤差から体内時計を中心に心身へ深刻な影響が出るのだが、逆にグランズニールに慣れ過ぎたツェリカも地球上では同じ問題が生じるはず。厳密には地球に存在せず、グランズニール側から薄膜越しに干渉する状態とはいえ、ツェリカの耳目が認識しているのは東とう京きようだ。となればその影響は如によ実じつに受けるだろう。

　だが半透明のツェリカは構わずグルアガッハの首っ玉に抱き着いた。

　腰の後ろにある長い尾の赤いプラグが、哀れな犠牲者当人の背中に突き刺さる。

　さらに悪魔は首筋へ顔を埋め、女の地肌に光る紋様を通し、完全確実に最後の抵抗を飛ばす。

　人を殺せる操り人形へ作り替える。

「お前が気にする事ではないぞ、人間」

「そう」

【魔法】は使えないはずだ。

　剣や弓で武装している訳ではない以上、ただの細腕の小娘のはずだ。

「なら容赦なしね」

　だが思わずツェリカはその目から視線を外しかけてしまった。

　少女の瞳には、それだけの圧があった。

「貴女あなたがどんな人生プランを練っていたかは知らない。皮算用でどれだけ豪遊しているのか、あるいは小さな幸せでも見つけているのか。そんなのはどうでも良いい」

　まるで炎。

　近づくだけでジリジリと肌を炙あぶられ、まして触れるなどもってのほか。

「ぶーぶーは言ったわ、みんなと仲良くなりたいって。その中には【シスター】、貴女の事も入っていた。その想おもいを利用し、騙だまして、裏切って。もしもこれを『成功』と呼ぶのなら、私は貴女あなたと戦わなければならない。絶対に」

「……、」

「貴女あなたが貴女あなたの大切な人のために世界を敵に回したように、私は私の大切な人のために世界を敵に回してここまで来た。だから今さら跳はね除のけないわよね、この決闘を」

　ふ、とツェリカは笑った。

　ここだけは大きな角の悪魔に不釣り合いな、淡い淡い笑みだった。

「まったく。お互い、ダメな男を持つと苦労させられるな」

「いいえ」

　即座に断ち切った。

　赤いドレスの少女はこう言い放ったのだ。

「彼は二つの世界を見渡しても二人といない、人生で最高の男性よ」
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　どれだけの理由があって、どれほどの決意を固めても。

　基本的に赤いドレスの少女は何もできない。【魔法】が使える訳でもなければ剣術に優れている訳でもない。全力全開の【召しよう喚かん狩人かりゆうど】に、それを完璧に操る【サキュバス】、天使の輪と悪魔の角を持つツェリカ。これらの超常相手では手も足も出ない。

「フィリニオン、そしてアルメリナ」

　ぞるぞるぞる！　と優等生グルアガッハの足元の影から、ぬめる触腕のようなものが何本も飛び出した。洋弓の下端の短いブレードで突き刺し、弓の中に蓄え、腰の矢筒から引き抜いた矢を番つがえて鏃やじりの中に怪物を吸い取ると、スタビライザー付きの洋弓を構えて突き付ける。

　照準と共に明確な力が宿る。

　命令を待つ触腕の獣が、その殺気が、先んじて赤いドレスの少女の眉間を射貫く。

「何故なぜこの名前が出てきたと思う？　そしてお前が間に合った理由は？　時間稼ぎと引き換えに、彼女達がどうなったと考えるね？」

「っ!!」

　長い黒髪をツインテール少女は迷わなかった。

　安易に摑つかみかからず、そのまま後ろへ下がる。距離を取ろうとする。

「小鹿が。野山を飛び跳ねた程度で狩人かりゆうどの弓から逃れられると思ったか!!」

　容赦なく【魔法】を起動し、鏃やじりから怒ど涛とうの勢いで触腕が噴き出す。

　矢の軌道ではありえない、飛ぶというより泳ぐような動きでもって少女を狙う。正確に血肉を抉えぐり、さらには鏃やじりから噴き出した無数の触腕が体内の臓ぞう腑ふを摑つかんで搾しぼり取とる。同じ太さの鋼の塊さえねじ切るその攻撃から逃れる術すべはない。

　いいや、そのはずだった。




　ボッッッ!!!!!!　と。

　赤いドレスの少女が片手を振るった途端、恐るべき紅ぐ蓮れんの炎ほのおが飛び出なければ。




　触腕の矢が叩たたかれる。

　わずかに軌道が逸それ、少女の顔のすぐ横を突き抜けていく。

「な、に？」

　続けて矢を番つがえながらも、傀かい儡らいに絡からみ付つくツェリカは目を見開いていた。

「どういう事だ。お前には【魔法】は使えないはず!!」

　何かの間違いを正すように足元の影から生じた怪物達に弓のブレードを突き刺し、さらなるストックを解き放つ。今度は風の化身にして魂を摑つかんで持ち去る者、【ハーピー】。それは途中で一〇に分かれ、各おの々おの別の角度から正確に赤いドレスの少女の急所を貫いていく。

　だが、これも。

　そのはずなのに、届かない。

　少女がわずかにステップを踏み、そして右手を縦に横にと薙なぐたびに、真っ赤な炎が空間を埋める。その爆発が必殺の矢を逸そらし、あらぬ方向へと飛ばしてしまう。

　ありえないなどと逃避している場合ではない。

　そしてグルアガッハの頭の中を搔かき回まわしても、地球上の存在だけで【魔法】を扱う術すべは出てこない。これはツェリカだけの特権だ。だから彼女はこちらでは無敵の存在なのだ。そうでなければおかしいのに、赤いドレスの少女はあらゆる前提を壊しに来た。

　ヒュンヒュン、という音を耳にした。

　ようやくツェリカは観察に入る。ツインテールの少女が手にしているのは、金属製のメジャーだろう。数メートルほど引っ張り出し、それを鞭むちのように振るっていたのだ。

　そして改めて黒土の空間から外へ踏み出してみれば、鼻に感じる異臭。

　グルアガッハの知識は可燃物の可能性を示唆している。

「まさか……」

「確かに私は【魔法】を使えない」

　火花の元となる着火用の金属メジャーを構え、少女は告げる。

「だけど炎の性質や特徴についてなら誰よりも詳しい。そして【魔法】でなくとも炎を生み出す方法があるのなら、それは一〇本の指よりも容易たやすく操る事ができるのよ」

　目に見えない可燃性ガス。

　一口にそう言っても様々な性質がある。空気よりも重たいもの、空気よりも軽いもの。水に溶けるもの、水に溶けないもの。燃え上がるもの、爆発を起こすもの。それら一つ一つを吟味し組み合わせれば、何もない空間は炎の迷めい宮きゆうと化す。

　そう、

「そいつの頭の中を覗のぞけるなら、ハリウッド映画はご存知？」

「っ」

「あんまりＣＧ全開だと作り物っぽさが鼻につくから、最近は生身のスタントや火薬の爆発が復活の兆きざしを見せているのよ。そして彼らは鉄板やエアコンプレッサーを使って爆風の方向を操る事で、数十センチ単位で爆炎と安全地帯を切り分ける。各おの々おのの特性さえ頭に入れれば、同じ広場で爆発を起こしておきながら標的の一人以外全員無傷なんていう状況にも手は届く」

　再び金属メジャーが生き物のように少女の周囲で躍る。

　今度はもう、防戦のためではない。




「さながら、魔法みたいにね」




　立て続けに爆発が連続した。

　今度は優等生を操るツェリカの方が防御のために【魔法】を振るう番だった。構えた弓の前に円形の光の盾が生じるが、構わずドレスの少女は押す。押して押して押して押す。

（……くそっ！　こんな知識はグルアガッハの中にはなかったぞ、役立たずめ!!）

「っ」

　青あおい蠍さそりの鎧よろいに戒められた優等生の足が地面からわずかに浮く。

　ねじ込むように赤いドレスの少女が金属メジャーの鞭むちを縦に振り下ろす。

「濃硝酸は酸化剤、アルコールは可燃性液体。どちらも貨物列車のタンクにあったわ」

　わずかな火花が、世界を飛ばす。

　つまりは、

「双方合わせてロケット燃料。足りないオツムで分かるかしら」

　カッッッ!!!!!!　と凄すさまじい閃せん光こうが躍った。

　歯を食いしばり、青あおい蠍さそりの鎧よろい越ごしにグルアガッハを操り、何とかして【魔法】でその両足を地面に縫い止めようとする。

　だが遅い。

　長い黒髪をツインテールにした少女はもう一度金属メジャーを振るい、近くにあった消火栓を爆発で吹き飛ばして大量の水の奔流を叩たたき込こんだ。

「ロケット発射映像で見える白いもやは煙ではないわ」

　もはや小さく笑う余裕すらもって、少女は語る。

「エンジンや発射設備を高温でやられないようにするための冷却水が、大量の水蒸気に変じているものよ。それ自体も水蒸気爆発って言って、かなり危険なものなのだけれどね」

　ダメ押しとなった。

　ぐっと圧が増す。一線を越える。青あおい蠍さそりの鎧よろいを纏まとうグルアガッハごと、鱗うろこでできた水着のような装束を纏まとう半透明のツェリカが凄すさまじい力に押され流星のように吹っ飛ぶ。屋外の道路から近くのランドマークの巨大複合ビルへ。ガラスの扉をぶち破ってその中まで転がされる。

「がはっ！　がばはあ!!　くくくっ、ははははは!!」

　優等生からフィードバックされる痛みを快楽に置き換える事で麻酔のように吹き散らし、半透明のツェリカは無理矢理に憑ひよう依い先さきのグルアガッハの身を起こす。

　どんな手品を使ったところで、今の赤いドレスの少女はレベルカンストした怪物【剣つるぎ聖せい女じよ】ではない。あくまで華きや奢しやで脆ぜい弱じやくで無防備な人間に過ぎない。惑わされず、真っ向勝負に持ち込めばツェリカが勝つ。【召しよう喚かん狩人かりゆうど】としてのグルアガッハを奮い立たせ、【クラーケン】なり【スキュラ】なりを呼び出せば良い。それであの少女は搾しぼった果実のように押し潰せる。

　だが続いてやってきたのは、またもや予想外の一手だった。

　磨き上げられた床を何かが滑る。警戒してそちらへ目をやったツェリカが見たのは、カードサイズの精密機器だった。グルアガッハの知識は語る。

（スマートフォン？　【兵へい輝き】を突き刺して【経験値】の変換を行う……）

　直後の出来事だった。

　機械的なビープ音が鳴り響き、周囲の空間が赤い光を放った。ちょうどツェリカを取り囲む一辺二メートル程度の正方形と、そこから上へ伸びる直方体の柱のような光。

「向こうにシグナルを送ったのよ」

　気づく。

　ここがどこなのかを。

「【サインイン】、【サインアウト】に失敗すると、地球とグランズニール、双方の【ゲート】から警告のシグナルが出る。向こうにも信号が届く。ぶーぶーが気づけば良いけど」

「ま、さか……」

　街中で公衆無線ＬＡＮを装よそおった紛らわしい名前の無線スポットをうっかり使うとスマホ本体のセキュリティ状況に関わらず不正アクセスを許し、【経験値】を外部操作でメチャクチャに割り振られる。だから自動でスポットをサーチし続ける設定はオフにするように。そんな注意喚起のメールなら黙っていても頻繁に届く。

　そして三姉妹の長女、色いろ花かなら警察無線のデジタル暗号や一般のスマホの遠隔操作は簡単だ。

　ツェリカの意思に関係なく、勝手に操作を行える。

　鎧よろいの【兵へい輝き】はＵＳＢハードキーの形はしていないが、基軸となるモバイルを破壊した場合、どのような変化が生じるかは誰にも、そうツェリカにも分からない。前ぜん代だい未み聞もんなのだから当然だ。そして一発勝負で試せるものでもない。まな板に載るのはグルアガッハだけではない。薄膜越しの力でしがみつく自分自身も含まれる。

「【サインイン】作業完了までは二分から三分」

　踏み込んできた赤いドレスの少女は金属メジャーの鞭むちを空間中に振るって告げる。

　森で自分の事を見ても逃げなかった、と嬉うれしそうに言っていたぶーぶーの顔を思い浮かべ。

「それまで徹底して押おし留とどめるわ。グルアガッハを貴女あなたと共にグランズニールへもう一度叩たたき落おとす。向こうでぶーぶーに詫わびるが良いい。一番泣いている者の顔を見ろ、ツェリカ!!」
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「ちっ」

　天使の輪と悪魔の角を同居させる半透明のツェリカは思わず舌打ちしていた。

【ゲート】の向こうであの剛腕一直線の【イベリコオーク】が待っているなら致命的だ。アンカーを担になうグルアガッハがグランズニールへ落ちれば、支えを失ったツェリカ自身も膨張を続ける宇宙の果てのような場所から元の座標へ戻される。そうなれば一撃でやられかねない。

「ちィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　だからこそ、白く輝く悪魔は全てをかなぐり捨てた。

　なりふり構わず優等生グルアガッハの背中に蠍さそりの尾おの赤いプラグを突き刺し、首筋に唇を寄せて、【召しよう喚かん狩人かりゆうど】の【魔法】でもって巨大な【クラーケン】や【スキュラ】を呼び出していく。あるいは矢に封じ込め、あるいはそのまま暴れさせて、巨大複合ビルを内側から突き崩す勢いで、怒ど涛とうの大破壊を赤いドレスの少女へ差し向ける。全てを押し流すために。

　だが少女も少女で一歩も退かない。可燃性ガス散布役のメイド三姉妹に背中を預け、縦横無尽に金属メジャーを振り回し、空間を裂いて壁や床を叩たたき、火花を散らして。次々大爆発を起こし、うねる炎の乱舞で白く輝く悪魔の脱出を阻はばむ。

　巨大な化け物は倒せなくて良い。

　ツェリカに一発くれてやるのも赤いドレスの少女の役割ではない。

　ただ、膠こう着ちやくさせれば。一歩も後ろへ下がらなければ。二分から三分、一二〇秒から一八〇秒。ただただひたすら耐え続ければ。稼か働どう中ちゆうの【ゲート】は速やかにグルアガッハと憑ひよう依いしたツェリカをグランズニールへ送り込む。

　後はぶーぶーの仕事だ。

　彼がその後悔を拭い去り、全てを雪すすぎ、再び心置きなく笑うために。

　猛攻に耐え、分厚い一枚岩のように立ち塞がり、どこまでも押おし留とどめろ!!

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　互いに絶叫し、恐るべき力を真正面からぶつけ合っていく。

　だがジリジリとツェリカが押す。前へと進む。【ゲート】の円から逃れるために。

　にぃ……と大きな角をさらす半透明の悪魔が嗤わらう。

【サインイン】完了までまだ遠い。このままでは逃げ切られる。

　そう思っていた矢先だった。




　パパパンパパン!!　と乾いた破裂音が連続した。




　赤いドレスの少女の真後ろから、彼女を援護するように。手を緩める事なく、しかし聞き慣れない銃声の正体を振り返って眺め、少女は目を見開く。

　ゆるふわ金髪に瓶底メガネの巫女みこ。全く不釣合いな事に、彼女は折り畳めばビジネスバッグにすっぽり収まりそうなフルオート式のサブマシンガンをおっかなびっくり構えていた。

　凶悪なドラムマガジンを見るに一〇〇発から一五〇発はありそうだ。ぐるぐるメガネ以外ビフォアとアフターで目鼻立ちに変化がないため、赤いドレスの少女は思わず呟つぶやいていた。

「フィリニ、オン……？」

「私だけではっ、ありません!!」




　ドゴァッッッ!!　と鎖付きの重たい鉄球が白く輝く悪魔へ叩たたき込こまれていく。




　今度は別口。タイトスカートのスーツに長い髪を頭の後ろでまとめ、メガネをかけた大人の女性。目鼻立ちはかなり変わっていたが、扱う得物の特徴から連想ができる。

「貴女あなた、アルメリナなの!?」

「まさか人様の胸見て判断してないだろうな？　ともあれ、まずはあいつだ、強制【サインイン】でグランズニールへ落とすんだろう！　四の五の言わずに終わらせるぞ!!」

　二人とも、決して無傷ではないだろう。

　怪け我がを押しているのは不自然な体重の掛け方から推測できるし、ツェリカの言動からも明らかだ。おそらく一度は敗北している。

　それでももう一回立ち上がった。ここまでやってきて、ツインテールの少女に力を貸すために。歯を食いしばって、重たい体を引きずって、衣服の下の血を隠してでも。

　最後の瞬間に間に合わせた。

　汲くみ取とれ。

　だからただ汲くみ取とれ、その想おもいを。

　二人の友人の力を借りて、今一度鍔つば迫ぜり合あいの勢いが変わる。

　いいや、赤いドレスの少女自身、一人で戦っているのではない。与えた指示を正確に果たしてくれる、三人のメイドの支えがあってこそ。

　皆の力を借りて。

　孤独な独裁者をもう一度、強く。

　押し戻す!!

「……苦しいかしら」

　爆炎と光の矢が飛び交う中で、赤いドレスの少女はそんな風に囁ささやいていた。

「月並みでどうしようもない台詞せりふだけど、でも貴女あなたに言ってあげる。おそらく先に死んだその人は、貴女あなたにそんな事をしてほしかった訳ではないわ」

「っ、私以外の誰かが、あの人を知ったように語るな!!」

「ベタベタの正論は痛い？　奇麗ごとを耳にするのは辛い？　だけどね、それはつまり貴女あなた自じ身しんが苦しい分だけ真まっ直すぐな道から片足を踏み外したって白状しているようなものなのよ!!」

　かつて、ツインテールの少女もそうなりかけた。

　ぶーぶーの過去も未来もメチャクチャにしようとした不良軍人達の集まり【エルキアド】のリーダーをこの手で殺すために、全てを灰にしかけてしまった。

　その時、最後の最後に対たい峙じしたのはぶーぶーだった。

　彼が目の前に立つ事、それが一番痛くて苦しいと思ったのは、【イベリコオーク】としての強大な膂りよ力りよくがあったからではない。

　心のどこかで知っていたのだ。真まっ直すぐにこちらを見て立ち塞がる彼を言い負かす言葉になど、持ち合わせがないという事実を。

「その人は決して貴女あなたに手を汚してほしくはなかった！　その人は決して二つの世界に混乱をもたらしてほしくはなかった！　その人は絶対に貴女あなたに幸せになってほしかった!!　さあ、これ以上の『正しさ』があるなら言ってみろ、ツェリカ!!　顔を背けるな、私の目を見て言いなさい!!　みんなで決めた多数決ではないわ、どこかの法典に書いてある記述に従う訳でもないの。貴女あなた自じ身しんがその手を胸に当てて答えを出してみろ！　あの人は貴女あなたの手を汚してでも自分の目的を果たしたかったと、桜に勝る景色は貴女あなたの生まれたグランズニールに一つもなかったと、その程度の人間だったとでも言えるのか!?」

「……!?」

「貴女あなたに言える訳がないわ、たとえ世界に唾を吐いても、そんなにも守りたかったその人を貶おとしめるような事だけは絶対に言えないのよ！　そしてベタベタでありきたりで安っぽいこの言葉を突っぱねるほどの『正しさ』を自分の中に見み出いだせないなら、当たり前の『正しさ』を突き付けられて苦痛を覚えるのなら、痛くて苦しくて言葉が出なくて力業に頼るしかなくなったのなら、今の貴女あなたを支えているものはどれだけお涙頂戴だろうが全部まやかしよ。そんなものに二つの世界が振り回される道理はない!!　一つたりとも!!」

「ぐっ」

　ポン、という小さな電子音に似た響きがあった。

　一二〇秒の経過。【ゲート】が【サインイン】の準備を完了させた音だ。

「勝ち逃げなんて許さない、貴女あなたの裁きは貴女あなたの生まれたグランズニールの流儀に任せるわ」

　金属製のメジャーを鞭むちのように振るう赤いドレスの少女は宣告する。

「向こうであの人とぶーぶーに謝ってこい、ツェリカ!!!!!!」







[image: ]







「ぐおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」
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　一方、グランズニールにいるぶーぶーは森の中にいた。

　彼は土が剝むき出だしの地面の上に座り込み、いくつかの小さな木の板を並べている。

　何か法則性があるのか、パタパタとひっくり返したり横に向きを変えたり。

　木の上でひらりと舞う掌てのひらサイズの【妖よう精せい】、メリディアーナが不思議そうな目を向けていた。

「【ストリオーナ】様、ぶーぶーさんは一体何しているのでしょう」

「人間達が使う【ゲート】はグランズニール一帯に、それこそ無尽蔵とも言える数がある。だからああやって、どこで敵を待つべきか見定めておるのだろう」

「へえ、占いですか。ぶーぶーさんもロマンチックなところがあるんですね」

【妖よう精せい】はそんな風に納得していたが、木の枝の上に立つ【ストリオーナ】の感想は違った。

（……計算尺、か。とはいえ単純な関数計算用でもなさそうだ。かなり変則的ではあるが）

　無骨なキーと歯車を使った原始的なレジスター以外の計算機、例えば電卓やコンピュータなどがないと嘆く宿屋街の人間達が、たまに【魔法】や【兵へい輝き】ではなくこうしたものを使っているのを目にする。【迷めい宮きゆう】以い外がいでは徹底して【魔法】を使わないという主義を持った連中だ。そしてコンピュータのなかった時代には、計算尺一つで天文学や薬学、蒸気機関の豪華客船や膨大な水圧のかかるダムの設計にまで挑んだのだという話も。

　ぶーぶーはその全てを手元の計算尺に任せている訳ではないだろう。

　まずその頭の中で万でも億でも膨大な計算があり、それらが終わるたびに木の板を一枚動かす。後はその繰り返しで、ブロックを積み重ねるように大きな仕事を成し遂げていく。

　ではそうまでして、彼は何を計算していたのか。

　これほどまでの演算能力があれば、大海へ投げ込んだ指輪が海底のどの座標に落ちたかまで正確に射貫く事ができるだろう。

　答えを出したぶーぶーはすっくと立ち上がると、誰ともなくポツリと呟つぶやいた。

「……ベアトリーチェならあっちから来るはず」




　正しさは計算した。

　後は【ゲート】の色で証明すれば良い。
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　それは、まさしく一瞬の決着だった。

　目の前の全てが乱舞する。景色が変わる。空気が馴な染じみの深いものへと変わっていく。ほとんど生物的な強制をもって安あん堵どしてしまうが、そんな事をしている場合ではないのだ。

　ズン!!　という重たい響きが前方にあった。

　優等生の視界いっぱいに、丸々太った巨体。

　丸太か鉄骨と見み紛まがう巨大極まる【兵へい輝き】を肩に担かつぐ【イベリコオーク】の末。

「あ」

　語る余裕などなかった。

　最初から言っている。これは一瞬の決着だと。

　だから。




　ごっきいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいん!!!!!!　と。

　横殴り一発のフルスイングだった。

　青あおい蠍さそりの尾おはバラバラと砕けていき、グランドスラムが達成された。













　　　ツェリカの！　最後まで使う事のなかった羊皮紙の交渉材料







　１・異世界間の心身の変調を乗り越える方法

　地球とグランズニールでは自転や重力、大気組成などに微妙な誤差がある事から異邦人の長期滞在は心身に深刻な影響をもたらす。が、私は【サキュバス】、人を惑わすもの。あらかじめチューニングした数値で自分自身を【誘惑】すれば体内時計を中心とした生体リズムを再調整し、この問題を解決できる。

　これは【サキュバス】種の特性と、何より【サインアウト】を許されずグランズニールで衰弱していくあの人を眺め続けるしかなかった私にしか理解できない方法だ。試せる手は全て試し、挫折した。人間という構造については誰よりも把握しているつもりだ。




　２・メビウス状態にねじれた【兵へい輝き】の製造方法

　あの人の鎧よろいに少しずつ手を加えた。これはあの人の遺髪を埋め込み、薄膜越しに異世界に触れ、共にサクラを見るため。副次的効果として地球とグランズニール双方で【兵へい輝き】を万全で取り扱える事、スレーブとして乗っ取った人間によっては契約した他の【亜あ人じん】達たちを私同様こちらに引き寄せる事などが判明したが、この鎧よろいにはグランズニール特有の技術や法則が用いられている。私と同じだけの時間を苦悩と共に過ごした者だけが辿たどり着つけるだろうが、並の人間では数日程度の異世界滞在で心身が壊れるため、私の域に達せられる者はまず現れないだろう。

　ただし、１を用いればこの問題は解決する。

（基本的に地球側からすればグランズニールからの侵略リスクが増すだけなので、同じ鎧よろいを作ろうとする者は出てこないだろうが、【亜あ人じん】の肉体そのものを生体パーツとしてもぎ取り、【ピース】同様技術進歩の踏み台に使おうとする輩やからが現れても不思議ではない）




　３・蠍さそりの鎧よろいや血のオイルを利用した、自身の『魂』の取り扱いに関する技術

　この項目については文字に記す事さえ避けよう。私の頭の中にだけあれば良い。




　これは魂を買い戻すための契約書だ。

　羊皮紙を広げる行為自体、敗北を認め人にん間げん如ごときに牙を折って差し出すに等しい。

　すがるくらいなら、血を垂らす前に舌を嚙かむべきであろう。





ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ















　　　終　章







　終わってしまえば呆あつ気けないものだった。

　ツェリカが憑ひよう依いしていたグルアガッハは地球からいなくなった。

　まだまだ都内には彼女達が放った【クラーケン】や【スキュラ】などが徘はい徊かいしていたはずだが、主格は【召しよう喚かん狩人かりゆうど】の方にあるのだろう。主あるじの消失と同時に各地で猛威を振るっていたそれらの怪物もまた、空気に溶けるようにいなくなってしまった。

　脅威が自然と消えていけば、後は早い。

　一〇〇〇万人以上が暮らす世界有数の大都市は、迅速にその機能を取り戻していく。

「ぶー」

　ベアトリーチェが報告のためグランズニールへ向かうと、ぶーぶーはこんな風に言った。

「ベアトリーチェ、ぶーぶーはグルアガッハのヤツを拾っておいた。人間はあんまり長い間こっちにいると体を壊しちゃうから、ちゃんと元の世界に帰してあげて」

「ありがとう、ぶーぶー」

　グルアガッハにも彼女の事情があり、青あおい蠍さそりの鎧よろいを通じて体を乗っ取られたとはいえ、無罪放免とはならない。ツェリカと繫つながったきっかけなど、つつけばゴロゴロ新事実が出るはずだ。

　とはいえ、グランズニールで荒廃に任せるままにしておくのはあんまりだ。

　やはり地球に戻って罪を償い、再起を促すのが一番だろう。

「そういえば、ベアトリーチェ。ぶーぶーには不思議な事がある」

「うん？」

　首を傾かしげるぶーぶーはそこで終わりにしなかった。

　彼はこう言ったのだ。

「グルアガッハを拾ったけど、あいつはいなかった。ツェリカとかいうの」

「……、」

「あいつはグルアガッハに引っ張ってもらっていたって話だった。だとすると、グルアガッハに手を離された時に全然違う場所に落ちちゃったのかな」







　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ中ちゆう心しん部ぶをごっそり大きく円形に切り抜いた立地。

　魔ま法ほう離り殿でん。

　騒動が終わって、改めて三人は一堂に会していた。

「仕事が仕事だ、あんまりこういう目立つ動きは控えたいんだがな」

　タイトスーツに黒髪を頭の後ろでまとめたメガネの女性がそんな風に言って息を吐いた。

　その近くでもっと居心地悪そうにしているのは、ゆるふわ金髪に瓶底メガネの巫女みこだ。

「ていうか警察関係者とか外部セクションとか聞いていませんよ目の前でバンバン鉄砲撃ってしまいましたけど私はこれからどうなるんですかねー……？」

「そいつも含めて調整会議でしょう。それにしても貴女達、どちらもメガネだったのね」

　赤いドレスの少女は片目を瞑つぶって、

「まあ、あれだけ自衛軍や機動隊が派手に失態やらかした後だもの。下手に掘り返すと墓穴を掘るだろうから、騒動に関して大した捜査活動が行われるとは到底思えないけれど」

「……はっきり言っておくが、一番危なかったのはお前なんだぞ」

　呆あきれたように言ったのはタイトスーツの女性だった。

「大抵の問題は有う耶や無む耶やになるだろうが、ここは『さる筋』の連中もお目こぼしはしない。赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】が中央の決もなく魔ま法ほう離り殿でんから無断で離れた。絶対なんかあるから気をつけろ」

「それは私の問題よ」

　肩をすくめて、長い黒髪をツインテールにした少女は先を促した。

　話が本題に入る。

　そう感じたゆるふわ金髪にメガネの巫女みことタイトスーツの女性は同時に頭を下げた。

　四五度どころかほとんど九〇度スタイルでだ。

「今まで色々すみませんでした!!」

「仕事だったなどとは言わん、騙だましていたのは事実だ!!」

　対して、赤いドレスの少女は小さく息を吐いた。

「騙だましていたも何も、私も全てを話していたかしら。【魔ま法ほう離り殿でん】に幽閉中の身の上とか。私は隠し事をしなかった訳じゃない、貴女あなた達たちが勝手に調べて潔白と錯覚しただけでしょう？」

「でも、でも私はぶーぶーとの事も報告した。例の【兵へい輝き】の秘密も、【イベリコオーク】達の魂も！　お前の一番柔らかい所のはずだ!!」

「聞かれて困るような事ではないわ」

「ええと身に纏まとう【パーセンテージ】系【魔法】からあなたの戦力を把握するために色々内緒で計測していました具体的にはスリーサイズというか胸とか！」

「貴女あなたは後で裏に来い牛」

　一部どすの利ききまくった声が響いたりもしたが、概おおむねこんな感じだ。

　すでに背中を預け合った関係。

　今さら多少の亀き裂れつ如ごときで砕けるものでもない。

「それより、ツェリカについての話を聞きたいんだけど」

「眉唾ですよ？」

　言いながら、胸のデカい巫女みこが自前のスマートフォンをこちらに見せた。

　何かと思えば自分で運営している情報サイトのようだった。

「【サキュバス】というのもあくまで人間側がつけた呼称であって、そのものではありません。グランズニールで活動しているのはそういう種族です。だから、地球にある伝承が全て当てはまるという訳ではないという前提があるのを忘れないでください」

「言いから先に進めてちょうだい」

「……元々、多くの悪魔は肉体を持たないものらしいのです。サタン様とかベルゼブブ様とか大御所の大魔王も込みで。だから、彼らは人間の体を乗っ取るか、耳元で囁ささやいて悪事を誘う。そういう解釈らしいのですけれど」

「うん？　だからツェリカのヤツも鎧よろいとか血を混ぜたオイルとかを介して……何だっけ？　グルアガッハ？　歪ゆがんだ優等生を操っていたんだろ」

「ええ」

　ゆるふわ金髪を筒状の丈たけ長ながでまとめた巫女みこは肯定した後に、

「でも、ある悪魔だけは説明できない。つまりサキュバス。えと、その、ええと、ですね……。人間と寝る事で悪事を為なすこの悪魔は、自前の肉体がないと役割を果たせないでしょう？」

「あれ……？」

「宗教会議では様々な理論が提唱されていますが、何かしらの方法で仮かり初そめの肉体を作る、触れる状態と触れない状態とを使い分けられる、というのが一般的なようです」

　だとすると。

　全員の間に、嫌な沈黙が下りる。

「……もしも、ツェリカにはアンカーとしてのグルアガッハを必要とせず、単独で薄膜越しに地球への干渉を続ける力を生み出す『肉体』をキープできれば」

「例の優等生が【ゲート】に突き落とされる寸前で、逃げ延びた可能性が、ある……？」

　あくまで可能性の一つだ。

　根拠なんて何もない。

　あってたまるか。







　それはただ会議室と呼ばれていた。

　大仰な冠もなければ番号も割り振られていない。

　豪ごう奢しやな椅子や机もなければ、内装なんてもっての他。ペットボトルのお茶一本用意されていない。いいや、究極、四角い空間さえ存在しなかった。

　秘匿されたネット上にあるコミュニティに過ぎない。

　元々は首しゆ都と東とう京きようが災害や事変などにより突発的かつ壊滅的な被害が出た際、迅速に復旧作業を講じるために用意された連絡会であった。地方分権活動の電子版と考えれば分かりやすい。

　だがいつしかその秘匿性には別の価値が見み出いだされ、こうして魑ち魅み魍もう魎りようの巣穴へと変じた。

『首都機能の復旧は後回しでよい』

『議題は【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェの処分についてだ』

『あれはまずかった』

『問題の度合で言えば、核を積んだ潜水艦がいきなり連絡を絶って広い海に消えるようなものだ。関係国からの解釈次第では緊張が一線を越えるかもしれなかったくらいだ』

　発言者の名前もなければ数字の割り振りさえない。彼らは互いの素性も影響力も考慮しない。だからこそ事前工作の根回しもできず、多数決は平等になされる。

　誰が話しているかは問題ではないのだ。

　全体として正しい答えに辿たどり着つければ、彼らはそれで良い。

　有識者を気取り悦に入る程度の安いプライドに心当たりはない。

『ではどうする。国益を考えれば処分するのはマイナスだぞ』

『管理不能では意味がない』

『五大地方都市ではそれぞれ次候補を確保しております。【氷ひよう瀑ばく姫き】に【ノーブルダンサー】。彼女達に譲ってみるというのも一つの選択肢ではありましょう』

『一概に決められん』

『そのための会議室でしょう。決を採りましょう、いつもの通りに』

　顔の見えない多数決とは、つまり責任の放棄に近い。

　仮に結果が失敗でも糾弾されない。みんなが決めた事だから、で罪悪感は和らぐ。

　だからこそ萎縮せず大胆な意見を提示できるとも言えるし、深く考えもせずエスカレートした極論に舵かじを切ってしまう危うさも秘めている。

　どことなく東とう京きようの人間を切り離して地方出身を盛り立てようとする動きに傾いているのは、この会議室の前身たる遺伝子が未いまだにうっすらと残っているからか。

『ツェリカの計画はベアトリーチェさえ動かなければ達成されなかった』

『そもそも彼女は日に本ほんの国益のため【ピース】を搔かき集める任を負っていたはずだ。多少の遊びには目を瞑つぶっていたが、これでは流石さすがに庇かばい切きれん』

『ヤツに接近している【イベリコオーク】の件も気がかりだ』

『【亜あ人じん】の持つ【兵へい輝き】には同種族の魂がデータ化され、大量に保存されていると聞く。ツェリカと同等かそれ以上のイレギュラーだ』

『二つの世界をまたぐ恐れがある』

『取り上げますか』

『ならばベアトリーチェに任せてはどうか。彼女自身に罪を雪すすがせるのです』

　無責任な応酬は一つの方向へ転がり落ち、さらに悪意のエッセンスを加えて完成の運びとなっていく。いつもの通りに。こんな風に大きな流れはできていると、誰も疑問を抱かずに。

　遠く離れたモニタの前で各おの々おのくつくつ笑っているのだろうが、実は意味がない。

　そもそも、この会話ががっつり実名でモニタリング中という事も気づいていないだろう。

（……さて、いつも通り馬鹿どもは延々空回りを続けているとして）

　王様気取りの連中だが、それでも神様は見下ろせない。

　そもそもその特権は、神が王に貸したものなのだから。

（今この状況でベアトリーチェをつつくなど愚の骨頂。ツェリカの山火事が収まらぬ内から別の火種を投げ込んでどうするつもりなんじゃ。まったくババを呆あきれさせる事に関してのみ天才的な力を有しておるな、相変わらず）

　出しゃばりの権力者達は適当な椅子を与えてやれば喜んで檻おりの中に入っていく。彼らが全く無意味な話に花を咲かせて時間稼ぎが機能している間に、こちらで意見をまとめてさりげなく誘導してやれば、見事な傀かい儡らいの完成だ。四時間会議を続けた末にラスト五分で誘導されて、それで全く疑問に思わないのだからある意味では感心する。

（そしてここからどう動く、ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。都内復旧が遅れたのは痛い。具体的には防犯網。それでヤツの足取りは消えたのじゃし）

　画面の別枠、メールソフトの中ではいくつもの伝達事項が躍っていた。

　牛うし頭がしら神じん宮ぐうに送られたもの。

　横よこ浜はまサミットにおける晩ばん餐さん会かい行ぎよう事じの打ち合わせ。

「Ｇ22……先進・新興国合わせて二二ヵ国の首脳、そのどこかに張り付いた、か」

　流石さすがにこうなってしまうと怪しい人間を片っ端から締め上げる虱しらみ潰つぶしの魔女狩りは使えない。数々の冤えん罪ざいから国際問題に発展し、この国が孤立してしまう。かと言って全員を黙って帰国させてはますます手出しが難しくなる。それが一国の範囲を超えた国際社会に広く影響を及ぼす『大国』のトップであれば日に本ほんは安全地帯からじわじわと締め上げられる羽目になるし、そもそもツェリカがいつまでも一ヵ所に留とどまるとは限らない。人間社会のピラミッド構造など無視して気ままに乗り換え続けられたら、完全に捕捉不可能になる。

（……じゃがそれも、一〇〇・〇％人間を警戒し続ければの話。いっそ一度逃がして、調子に乗らせてボロを出させるのも手かもしれんな。会議室という美味うまそうな疑似餌もある事だし）

　冷徹に思考を回しながら、しかしその者はふうと息を吐いた。

　頭に浮かぶのは見えない敵ではなく、能天気な人物の顔であった。

　ゆるふわ金髪に瓶底メガネの巫女みこ。

「……しばしの時を謳おう歌かしろ、魔王。じゃが会議室を防波堤にしても、このババ自身を使い捨ててでも、巫女みこ姫ひめ様さまにまでは届かせん」







　月夜の晩だった。

　夕食を終えて広大な庭園をゆっくりと歩いて回っている赤いドレスの少女。彼女のスマートフォンに発信者不明のメッセージがあった。

　アカウント用の画像アイコンには、何故なぜだか桜の花弁が一枚貼りつけてある。

『やあ【剣つるぎ聖せい女じよ】。グランズニールからメッセージは送れない事くらい、そちらも把握しているものとして進めさせてもらうぞ』

「……、」

　魔ま法ほう離り殿でんなんて場所に軟禁されている以上、少女のネット環境もまた監視の対象となっている。それを相手は無視してメッセージを投げてきた。よほどの馬鹿か、この国が構築した監視システム以上に大きな枠組みで保護されているのか。

『どうやって』

『私自身も驚いている。本当に、グルアガッハを失った時点で策はなかった。まさか別のものが私を引っ張ってくれるとは思ってもいなくてな』

　それについてはベアトリーチェもあの後、メイド達に指示して調べさせていた。

　とある桜の木の下にツェリカが埋めたはずのもの。

『あの人の髪は見つかったか？』

　答えられなかった。

『分解というのは本当に早い。土か、虫か、水か。それは地下水脈に達したか、あるいは蒸気となって大気に流れたか。もはや拡散を続けるアンカーは誰にも把握できない。だからこそ、私は永遠にこちらへ留とどまり続つづける。人から人へ憑ひよう依いを続けながらな』

　どうにもならない答え合わせだけが続いた。

『私は私の目的を果たした。途中で邪魔は入ったが、ベアトリーチェ、お前達の協力がなければ私は世界をまたぐ事もできなかった。流石さすがに死んだふり作戦が成功するほど甘くはなかったようだがな。それを差し引いても、仇あだより恩の方が強い。だから直接礼を言う事にした』

　どうせ最初から監視されている端末だ。

　今から逆探知を申請しても無駄だ。この環境で不可能なら使えるストックは何もない。

『どういうつもりかしら？』

『彼の遺髪と共に、まだ見ぬサクラの前に立つ。最優先目的が終わると蓋をされていた欲求が次々噴き出してきてな。これからは悠々自適の生活を楽しませてもらおうと思う。安心しろベアトリーチェ、私が関わるのは一度だけだ。延々と張り付くような事はないぞ』

　むしろ、用があるのは赤いドレスの少女の方なのだ。

　ツェリカは薄膜越しの干渉、という考え方で世界と世界を越えずに東とう京きようで暴れ回ったが、その下した拵ごしらえとしてグルアガッハの鎧よろいや柔肌に自分の魂や痕跡を押し付けた上で【ゲート】を潜らせ、わざとフィルター、世界の端、薄膜の壁に引っかかる状態を作っていたはずだ。

　つまり、つまりだ。

　ツインテールの少女達の最終目標を彼女は達成している。

　ぶーぶーの【兵へい輝き】から【イベリコオーク】達の魂を取り出し、肉体を与え、自由にする事。

　その答えの一部分を、ツェリカは持っている。

『無駄な事だ。私を捕らえて吐かせる可能性は排除しろ。私の技術は私だけのもの、大国だろうが何だろうがあの人のためだけに作った結晶に手出しはさせん。それは、できる。今はその情報だけで満足するがよい』

　まるで先回りするように、桜の花弁のメッセージは告げた。

　人海戦術で狩り出されるのを嫌ったツェリカがグランズニールに帰らず、地球に残った理由もそれか。自らの保身ではなく、思い出と直結した技術を誰にも奪われないようにするために。

　そうであってほしい、と願う自分を赤いドレスの少女は自覚し始めていた。

　それならば、彼女はこの悪魔を軽蔑しないで済む。

『元々、私の方に利益はない。ちょっとした疑問を提示したくて来ただけだ』

『早く本題に入って』

『世界と世界をまたぐ。簡単に言っているが、これは単に距離の話ではないだろう。そしてこの世界では面白い理論が囁ささやかれているな。相対性理論。何でも時間と距離は密接に関わっているもの、らしいではないか』

　メッセージは無機質だが、そこには感情が乗っていた。

　楽しそうにも見えるし、何かを恐れているようにも見える。

『ならば距離を超越するこの技術は、表裏一体で別の概念にも干渉している可能性はないか。つまりは時間。あの人の家は日陰に埋まってくたびれていた。だけどそれは、この世界が無慈悲だったせいか？　ひょっとしたら、世界と世界をまたいだ際に、距離と共に時間の隔たりもあったのかもしれない。そういう可能性が少し恐ろしくてな』

『時間……』

『とはいえ、それでは因果の説明がつかないのも事実。厳密に言えば私は世界を渡っているとは言いい難がたいし、感覚の分からん者の妄言に過ぎないと見るべきだ。とはいえ、条件次第ではこの【ゲート】、全く違う使い道があるのかもしれん』

　向こうの興味が失うせたのだろう。

　一方的にやってきたように、ツェリカは一方的に話を切り上げようとしていた。

　誰もが永遠の満開を望んでも、気にせず散っていく桜のように。

　最後のメッセージはこうだった。

『気をつけろ。安心して背中を預けていると、思わぬところで足元をすくわれるかもしれんぞ。この悪魔にしてやられたようにな』







　小さくてぬいぐるみのように丸っこいぶーぶーは、その日は朝からはしゃいでいた。【イベリコオーク】はみんなに怖がられているけれど、それでも友達はいる。そいつと一緒にいるとついつい夢中になって時間を忘れてしまう。

　ベアトリーチェ。

　森で出会った彼の友達。

『ぶーぶー。今日は森の奥まで行ってみよう？　そこには大きな虹のかかる滝があってね、魚がいっぱい獲とれるんだよ』

『行く行く!!　お魚は小さな骨がたくさんあって食べるの大変だけど、大漁はすごいんだって聞いた事ある。そんなのやったら一人前になっちゃう!!』

『ぶーぶー。ご飯を作って待ってくれる人がいるっていうのは、とても尊い事なんだよ』

『でもぶーぶーは早く狩りの仕方を覚えたい。自分のご飯を自分で獲とれたら一人前になれるんだ。そうしたらベアトリーチェのお弁当も作れる！』

　そうと決まれば釣つり竿ざおを持ってこよう。

　残念な事に、ベアトリーチェにも【イベリコオーク】の集落は教えられない。具体的な場所はおろか、群れで生活している事自体。集落は【迷めい宮きゆう】の出入口のすぐ近くなんだけど、その存在は彼らにしか分からない。集落のみんながベアトリーチェの事をもっと知って、良いいヤツだって認めてくれたらきっと許可が下りるはずだ。

　だから一人で集落に帰ったぶーぶーは、釣つり竿ざおを摑つかんですぐ引き返した。

　その途中で、出会ったのだ。

　そいつは真っ赤な鎧よろいを着ていた。

　そいつは背中に丸太か鉄骨と見み紛まがう巨大な【兵へい輝き】を負っていた。

　そいつは銀と赤の髪を揺らす、グラマラスなボディラインの大人の女性だった。

『っ』

　人間は大体ぶーぶー達を見ると怖がる。中には石を投げてくるヤツもいる。怒っているんじゃなくて脅おびえて混乱しているんだよ、と集落のみんなに教えられていたから憎しみは湧かないけど、哀かなしい気持ちになる。できればベアトリーチェと遊ぶ前にそんな気持ちになりたくない。

　ところが、そいつはぶーぶーを見ても嫌な顔をしなかった。

　何故なぜだか、笑っているのに哀かなしい顔をした人だった。

『行きなさい、早く』

　そいつは釣つり竿ざおを両手で抱えるぶーぶーに、ゆっくりと道を譲った。

『輪が閉じるよりも早く、友の所へ』

　考え過ぎだったのかもしれない。

　嫌な事はしてこないのかもしれない。

　そして冷静になると気づいたのだ。そいつは何かを堪えている。

『お前大丈夫か？』

『……、』

『何だか泣きそうな顔で笑ってる。ぶーぶーはそんな顔するヤツ見た事ない。ぶーぶーな、お腹なかが痛くなった時とか歯が痛くなった時とかにどうすれば良いか知ってる。森には色んな果物や芋虫がいて、そいつらを組み合わせるとお薬になる』

　ただ、歩み寄ってもそれ以上はなかった。

　赤い鎧よろいのそいつは何も返さず、背中を向けて立ち去ってしまったからだ。

　首を傾かしげるぶーぶーだったが、

『とりあえず、お腹なかや歯が痛い訳じゃないみたい』

　そう結論付けた。

　それに待ち合わせの場所ではベアトリーチェが待ちくたびれているはず。ぶーぶーはぶーぶーで釣つり竿ざおを大事そうに抱えて走っていく。

　もしもここで疑問に思っていたら、何が起きていただろう。




　何故なぜ、そいつは誰にも教えていない秘密の獣道に佇たたずんでいたのか。

　外へ出て行くぶーぶーに背を向けたという事は、そちらは集落に続く方向ではないか。




　一方。

　大剣を背負う赤い鎧よろいの女は、胸が締め付けられる想おもいだった。

　だが獣道を歩き続ける。ひたすらに。後ろは振り返れない、これからやる事を考えれば。何よりそんな素振りを見せたら周囲に気づかれる。

　ある時、カサリと周囲の茂みが音を立てた。

　そんなヘマをする連中ではない、元々『同盟国』の軍事訓練で規格化された精鋭だ。つまりサインを送って合流を彼女に知らせている。自分達は敵ではない、全ては予定通りだと。

　包囲の輪は閉じた。

　これでもう、誰も中から出られない。

『……話に聞いていた【エルキアド】かしら』

　敢あえて肉声で応じると、こちらの流儀に合わせるつもりなのか、茂みから一人だけ出てきた。リーダーとなる白髪の男。そこまで歳としを重ねても、貫録を積み上げても、きな臭い現場から離れられなかった男。戦争と結婚した男は低い声で笑いながら告げた。

『そうだよ、流れ者。こちらは準備を済ませた。ここまできて撃うち洩もらしはないだろうな』

『ええ、誰も見かけていない。彼らは全員集落の中よ』

　流れるように噓うそをついた。

　後ろを振り返る事はなかった。




『では掃討作戦を始めようか、ベアトリーチェ。貴君の働きには期待しているぞ』




　その日。ぶーぶーは目一杯遊んで、お姉さんでありながらどこかあどけなさの残る少女とたくさんお魚を釣って、みんなに褒めてもらえると思って意気揚々と集落へ帰った。籠いっぱいの大漁を見せれば、みんながベアトリーチェをすごいヤツだと認めてくれて、集落の場所を教えても良いんじゃないかって受け入れてくれるのを期待していた。

　だけど全ては終わった後で、もう何も残っていなかった。

　何一つ。

　いいや、誰一人。













　　　あとがき







　鎌かま池ち和かず馬まです。

　これで二冊目！　無事にシリーズと呼べるようになりました。

　一冊目ではとにかく異世界グランズニールとはどんな所かに集中するためややおざなりになっていたリアル世界（？）、地球や日に本ほんや東とう京きように焦点を当ててみました。とはいえやっぱりそこは歪いびつな世界。今ここで使えるか使えないかはさておいて、『魔法』ってものがあると分かっている世界では人々は何を考えどう動くのか。なかなか興味深い思考実験になったかなと。グランズニールはファンタジー系ＲＰＧをモチーフにしていますので、混乱下の東とう京きようは現代系ＲＰＧで固めてみました。学校の生徒会が放課後に迷めい宮きゆう探たん索さくしていたり、モンスターの闊かつ歩ぽする地下空間をエンカウント避けて移動したり、防ぼう衛えい省しようで大おお真ま面じ目めにオカルト兵器を作って実証試験を繰り返したりと、これはこれでロマンがあったような？

　今回、異世界グランズニールに登場する巨大構造物のなれの果て、ネクスト・ボイジャーとエンターコスモスもまた、何をもじっているか紐ひも解とけばこの作品世界の中でどのような歴史があったのかをイメージしていただけるかも。……もしも異世界なんてものがあって、そこが【魔法】や【ピース】など技術革新に直結するようなフィールドだとしたら、そりゃあお月様にお子様ランチの旗を立てるのと同じように大国同士躍起になるよね、と考えながら書いていました。本編とはあまり関係ないかもしれませんが、でもこういう枝葉で世界観を固めていくのが大好きだったりします。

　このお月様の旗と異世界グランズニールの関係性をご理解していただくと、どうして最強過ぎるベアトリーチェが魔ま法ほう離り殿でんに幽閉されているのか、彼女が独断で脱獄した事がどのように危険視されたのかも、より生々しくイメージできるかもしれません。そう、お月様へ向かったロケットは、用途を変えればミサイル兵器に早変わりしてしまうという訳ですね。

　となると今回の災厄は、ロケットを飛ばしてお月様へ好き放題探査機を放り込んで多くの事を学んでいた人間達へ、お月様の方からでっかい岩が降ってきたような感じになるのでしょうか。一方通行で、ありえないと思っていたからこそ甚じん大だいな被害をもたらした、唯一無二のブレイクニュース。想おもい人びとのためという柔らかい本音を保身や我欲のヴェールで覆い隠し、悪意の笑みで二つの世界に激震を走らせたツェリカ。ある意味誰よりも人間臭かったかもしれませんが、皆様は是と非、どちらのジャッジを下しましたでしょうか。

　この物語はぶーぶーとベアトリーチェの恋愛線を軸に展開していこうと思っていますが、恋愛感情とは必ずしもプラスで心温まる結果に繫つながるとは限らないもの。今回はその辺りをサキュバス・ツェリカと『あの男』を使って描写してみたつもりです。

　ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。

　フルネームで覚えている方はかなりのもの。前作（と呼ぶのが正しいのでしょうか？）でも登場した例のあいつから、名前だけ借りてきました。

　悪魔といっても色々あると思いますが、私の場合はどうにもサタンとかルシファーとか大物よりも、サキュバスなんかの方を真っ先に思い浮かべてしまうんですよね。大物さんは大物さんであるが故ゆえに、イメージが固定されてしまって使いにくいのかもしれません。また、作中でも言及されている通り、サキュバスは下級の悪魔でありながら、他のあらゆる悪魔が持っていない肉体構築という特技（？）を持っているのも琴線を刺激するのかも。







　そして今回はサウザンドドラゴンが大復活。

　彼女（!?）目線から見たお話と、一〇〇〇メートルの巨体を活いかしたバトルを提示できないかな、という狙いもあったのですが、いかがでしたでしょうか。

　最強って言っても切り口次第でいくらでも伸ばす方向は変わってくるよね、というのがテーマのブレイクニュースなのですが、その中でもサウザンドドラゴンは滅法分かりやすい『強さ』を持ったキャラクターなのだと思います。

　バトルの熱さと絵本のような泣き。そこに焦点を当てている以上、必ずしもみんながみんな善人という訳ではないのですが、でも、こうした救済措置、敗者復活もまた普通にあり得るくらいの優しさが欲しいな、という想おもいもありました。温度感の方はいかがでしたでしょうか。







　イラストの真ま早はやさんと担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。東とう京きようの街を怪物が闊かつ歩ぽするのは、ファンタジー全開とはまた違った課題も多かったと思います。今回も色々お手間をおかけしてしまって申し訳ありませんでした。

　そして読者の皆様にも感謝を。グランズニールにはグランズニールの物語があるように、現実世界では現実世界の物語がある。そんな二巻目だったのですが、いかがでしたでしょうか。東とう京きようでのベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ達にも愛着を持っていただけるととても嬉うれしいです。




　では、今回はこの辺りで。




　想おもい人びとのムキムキ鎧よろいをどう改造したらあんなになってしまうというんだ


鎌かま池ち和かず馬ま









鎌かま池ち和かず馬ま

ファンタジーな舞台という事ですので、やはり毎回異なる景色が目の前に広がった方が気分は盛り上がるよね、という想いを込めての第二巻です。ちなみに個人的なお気に入りは座礁した幽霊船でした。
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イラスト／真ま早はや

一言で終えるには広く、感想を書くには狭すぎるこのスペースの埋め方がいまだによくわかりません。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











本書は書き下ろしです。
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